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　プロローグ　高たか山やま信のぶ彦ひこの手記







　一口に超ちよう能のう力りよくと言っても、いろいろある。

　例えば、メタルベンディング。金属を曲げることができる能力だ。

　しかしこれを使える超能力者は、何な故ぜか専もつぱらスプーンを曲げる。

　もっと大きくて派手なもの、例えば鉄てつ塔とうや戦車などを曲げた方が見み栄ばえがするだろうに、彼らは決してそれをしない。というよりも、できない。

　何故ならメタルベンディングとは、己おのれの握あく力りよくを超こえる強度の金属は曲げられない能力だからだ。超能力なのに握力が必要だなんて実に不思議である。

　他ほかにも、例えばパイロキネシスは、手を触ふれずに物を燃やすことができるらしい。

　ただしこれも、世界各地で発生した原因不明の不ふ審しん火びがそう言われているだけであり、実際にまともな実験の中で成功した例はない。むしろパイロキネシスを使えると吹ふい聴ちようする者たちが、単に発火剤ざいを燃やしていただけなのが判明しただけである。

　その他にも、代表的なところで言えば、

　サイコキネシス（要磁石）

　テレパシー（要盗とう聴ちよう器・アイコンタクト）

　テレポート（要双ふた子ごの兄弟きようだい・姉妹しまい）

　など、タネのある超能力ならいくらでもあるし、そういったものを使える超能力者（自じ称しよう）なら世界中のどこにでもいる。

　つまり、この世の中はウソツキだらけだということだ。




　だが、彼───干え支と川かわ圭けい一いち（当時五歳）───だけは、それら偽にせ物ものと一線を画していた。




　何故なら彼がすべきことは、ただ『眠ねむる』ことだけだったからだ。

　端たん的てきに言うと、彼は睡すい眠みん時、枕まくら元もとに置いた物に関する過去や未来の夢を見ることができた。

　そして驚おどろくべきことに、その夢によって明かされた『知られざる過去』や『まだ見ぬ未来』は、ことごとく的中していった。

　例えば彼は、ときに天変地異を予言して多くの人々を厄やく災さいから救った。

　また、ときに捜そう索さくを打ち切られた亡なき骸がらの在処ありかを言い当て、遺族に涙なみだながらに感謝された。

　さらに、ときに株式市場や外国為替かわせ市場などの変動をぴたりと言い当て、世界中の投資家たちから称しよう賛さんの嵐あらしを浴びた。

　そして彼は、いつしか『奇き跡せきの人』と呼ばれるようになった。

　また、その能力は『スリープ・リーディング』と名付けられ、人々の間でまるで神を祀まつるかのように崇すう拝はいされた。




　だが───、




　残念ながらその奇跡の軌き跡せきも、あの悲ひ惨さんな事故を境に途と絶だえてしまう。

　皮肉にも、本物の超ちよう能のう力りよく者である干え支と川かわ圭けい一いちにさえ、己おのれの身に降りかかる不幸を予知することはできなかったのだ。
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　五月十一日、月曜日の朝───、

　コンクリートの高層ビル群を縫ぬうように、人と車と鉄道が忙せわしなく動き回っている。

　春の空は麗うららかに晴れ渡わたっているが、誰だれも上など見ていない。

　見るのは信号の色、携けい帯たいの液えき晶しよう、腕うで時計、それから駅の電光掲けい示じ板。

　あとはとにかく足を動かす。

　どうせ夕方過ぎには来た道をまた戻もどらなければならないというのに、それでも彼ら彼女らは愚ぐ直ちよくに歩き続ける。まるで、泳ぐのやめると死んでしまう回遊魚の群れのように。

　俺はその中にあって、街角のショーウィンドウの前でふと足を止めていた。

　向かいには、ブレザーの学生服を着た、すらりとした体格の男が立っている。

　その日本人らしからぬ彫ほりの深い顔はいかにも憂ゆう鬱うつそうなのに、頭は派手な銀ぎん髪ぱつだ。

　できれば関かかわり合いになりたくない。

　だが、残念ながらそうも言っていられなかった。

　こいつは光の反射でショーウィンドウに映っている、俺自身の姿だから。

　俺はこんな形なりをしているせいで目立つし、誰にでも一発であの干え支と川かわ圭けい一いちだとバレてしまう。

　昔はそれを便利に思っていたものだが、今は……。

　そんな自分の風ふう貌ぼうを見ていたら、余計に憂鬱になってきた。

　というのも、今朝は目覚めたら既すでに八時十分だったのだ。

　これではもうどう足あ搔がいたところで遅ち刻こくは免まぬかれない。というか、現時点で始業時間の八時三十分を過ぎてしまっているから、とっくに遅刻してしまっている。

　バイクなら間に合ったのに、どうしてうちの高校はバイク通学禁止なのだろうか。

　もういっそ、登校を放ほう棄きして帰りたい気分だった。

　が、またサボリで学校から養父母に連れん絡らくが入ってしまっても面めん倒どうだ。

　俺は仕方なく、重い足を引きずるようにして歩き出した。
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　しばらくすると、俺の通う桂けい林りん館かん高校の校門が見えてくる。

　がしかし、何か様子がおかしかった。

　時刻は既に八時五十分過ぎだ。

　この時間帯ならもう一限目の授業が始まっているはずなのだが……、




　───なんだ、あれは……？




　校門前のコンビニ『セブンレイヴン』に、桂林館の生徒たちの人ひと集だかりができていた。

　それにその中心には数人の警察官がいるようで、周囲にはパトカーや消防車、救急車なんかも停とまっている。

　パトランプのくるくると回る赤い光が目め障ざわりだった。

　嫌いやな予感がして野や次じ馬うまの隙すき間まから様子を窺うかがってみると、案の定、交通事故だ。

　セブンレイヴンは、ワゴン車に突つっ込まれて半はん壊かいしていた。

　辺りには粉々に割れたガラスの破片が飛び散っていて、店内の商品棚だなはぐにゃりと変形して倒たおれてしまっている。

　その店てん舗ぽの奥から、担たん架かを持った救急隊員たちが出て来た。

　担架に乗せられているのは、見覚えのある女子生徒だ。

　だが彼女は、見る影もないほど血ち塗まみれになってしまっていた。担架からだらりとぶら下がる白い手は、運うん搬ぱんの振しん動どうに任せて力なく揺ゆれるのみだ。

　警察官の一人が、事務的な口調で無線通信を交かわす。




『───事故発生は八時三十分前後、加害者はアクセルとブレーキを踏ふみ間ま違ちがえて店舗に突つっ込んだ模様。被ひ害がい者の氏名は眞ま壁かべ瑠る璃り子こ。桂けい林りん館かん高校の女子生徒で───』




　……アンタも死ぬのかよ、眞壁先せん輩ぱい。




　はっきり言って、馴なれ馴れしくて鬱うつ陶とうしい女だった。

　俺には家族と呼べる者も、友人と呼べる者も、誰だれもいないし、誰もいらない。

　それなのに、あの女はいくら俺がそっけなくしても構わず話しかけてきた。

　しかも、俺が文化棟とうの裏でこっそり野の良ら猫ねこの世話をしていたことに目め敏ざとく気が付き、そいつに勝手に名前を付けて定着までさせやがった。

　今じゃあの野良猫、フースケって呼ばなきゃ返事もしやしない。

　どうしてくれるんだよ先輩。ちゃんと名付けの親として責任取れよ。勝手に死ぬなよ。

　本当にむかつく女だ。

　馴れ馴れしくて、鬱陶しくて、世話焼きで、優やさしくて、喋しやべり方とか仕草とか、少しだけ母さんに似ていて……、

　おい、このくそったれな世界。

　お前は母さんだけじゃなく、母さんに似た人まで殺すのか───！
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　激情と共に、ばちりと目が覚める。

　気付けば俺は、自室のベッドに横たわっていた。

　一いつ瞬しゆんだけ面食らったが、こんなことはもう慣れっこだ。

　だから何が起きたのか考えるよりも先に、まずは時計の日時を確かく認にんした。




　───五月十一日　月曜日　午前八時十分───




　俺はそれを見るなりベッドから跳はね起き、急いでライダージャケットに着き替がえた。

　たしか夢の中の警察官は、事故は八時三十分前後に起きたと言っていたはずだ。なら、バイクで飛ばせばまだ間に合う。事故が起きる前に、あの女を何とかしてやらないと。

　ろくすっぽ準備もせず、バイクのキーだけ持って玄げん関かんから飛び出す。そして駐ちゆう車しや場じようで愛車のシノビ２５０に跨またがると、フルフェイスメットを被かぶり、アクセルをふかした。

　エンジンがまだ暖まっていないが、やむなく発進と同時にブン回す。

　当然、回転数とパワーが嚙かみ合わないが、それでも景色は飛ぶように流れてゆく。

　無機質なコンクリートの高層ビル群も、忙せわしない人間たちの群れも、列をなす無む駄だにでかくてのろまな車も、憂ゆう鬱うつなものは全部置き去りにして世界を突つっ切る。

　───かと思ったら、すぐに赤信号で止められてしまった。

　まずいな……。

　交通量が多いからさすがに信号無視はできない。これじゃあ間に合わないかもしれない。

　逸はやる気持ちを抑おさえ、信号が青に変わると同時にバイクを再発進させる。

　あんな女でも、死なれてしまったら夢見が悪い。

　助ける理由なんてそれだけのはずだった。それなら赤の他人を助けるのと変わりないし、そこに馴なれ合あいなんて存在しない。それが俺のあるべき姿のはずだ。

　なのに、なんでこんなに焦あせっちまうんだよ……！

　情けないことに、ハンドルを握にぎる手がじっとりと汗あせばんでいた。

　スピードを出し、前方の車を追い抜ぬいても追い抜いても苛いら立だちを振ふり払はらえない。それどころか、時間が経たつにつれますます焦しよう燥そう感が募つのってくる。

　頼たのむから間に合ってくれよ……！

　そうして必死でバイクを走らせること数分───。

　ようやく、桂けい林りん館かんの校門が見えてきた。

　幸いなことに、セブンレイヴンはまだ無事のようだ。

　俺は急いでコンビニの駐車場にバイクを駐とめると、ヘルメットも脱ぬがないまま店てん舗ぽの中へと駆かけ込んだ。

　事故る車を止めるのは難しいが、先せん輩ぱいを避ひ難なんさせるだけならすぐのはずだ。

　と、思っていたのだが、見れば店内の時計は既すでに八時三十分を指していた。もう時間ギリギリである。早く先せん輩ぱいを見つけないと………いた！

「おい、先輩ッ───！」

　俺は彼女を見つけるなり走り寄ろうとした。が、先輩は俺を見るなりびくりと身を震ふるわせて後ずさる。

　おい、なんで逃にげんだよ。いつもはうざいって言ってもそっちから寄ってくるくせに。

　だが俺は、すぐに自分でその理由に気付いた。

　フルフェイスメットにライダージャケット、レザーパンツにライダーブーツという今の俺のこの格好は、まさかのコンビニ強ごう盗とう風ふうである。

　店員の視線がヤバかった。いつ防犯ブザーを押されてもおかしくない状じよう況きようだ。

　そのため、俺は周囲の警けい戒かいを解こうとしてヘルメットを脱ぬいだのだが、それが間ま違ちがいだった。

　直後に、店外で甲かん高だかいエンジン音が鳴り響ひびく。

　そのときガラス越ごしに見えたのは、あり得ないスピードで突つっ込んでくるワゴン車だった。

　俺は反射的に先輩に向かって飛びかかる。同時にワゴン車が狂くるった猛もう獣じゆうの如ごとく店てん舗ぽのガラス窓を突き破ってくる。

　間に合えッッッ───！

　全すべてがスローモーションのように感じられた。

　粉々に砕くだけて舞まい散るガラス破片が、まるで宙に漂ただよう雪の華はなみたいに見える。
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　先せん輩ぱいを抱かかえて飛んだ俺のすぐ脇わきを、車体が紙一ひと重えのところですり抜ぬけてゆく。

　一いつ瞬しゆん、助かったかと思った。

　が、二人して横転した先に、ワゴン車が吹ふき飛ばした商品棚だなが豪ごう快かいに倒たおれ込んでくる。

　避よけられない───!?

　咄とつ嗟さに、俺は先輩の上に覆おおい被かぶさった。

　直後、後頭部に激げき烈れつな衝しよう撃げきが走り、目の前が真っ暗になった。
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　気が付くと、目の前は白い天てん井じようで覆おおわれていた。

「痛ッ……」

　後頭部に鈍にぶい痛みを感じて上体を起こす。

　するとぼんやりとした視界に映ったのは、辺り一面の白い世界だった。

　白いシーツに白い間仕切り、白い壁かべに白い床ゆか。

　ようやく自分の置かれている状じよう況きようを思い出し、深く長いため息を吐つく。

　ここは病院だ。俺は昨日の事故で後頭部を負傷してしまい、その経過観察のために入院を余よ儀ぎなくされたのである。

　不意に、病室のドアがノックされた。

「……どうぞ」

　返事をすると、そこから制服姿の女子生徒が現れ、俺に軽く会え釈しやくをした。

　ゆるふわのショートヘアーに、人形めいた幼い顔立ち、そして小さくて華きや奢しやな体。

　こいつは俺が所属するミステリー研究部の後こう輩はい、小こ町まち柚ゆず葉はだ。見た目はまるで小学生だが、これでも一つ年下なだけの高校一年生である。

　ちなみに俺は、こいつが苦手だ。

「お前か……。こんなところに何の用だ？」

「干え支と川かわ先せん輩ぱいが大変な事故に遭あわれたと聞いて、お見み舞まいに来ました」

「は……？」

　見舞い？　小町が、俺の？　何の冗じよう談だんだ？

　俺はとりあえず身構えた。こいつに会うと大たい抵ていろくな目に遭わないからだ。

「先輩、お加減はいかがですか？」

「最悪だ。たった今、お前の顔を見ていたら頭痛と目め眩まいと吐はき気けが同時に襲おそいかかってきた」

「お元気そうでなによりです。では、どうぞお大事に。私はこれにて失礼します」

「はぁ……!?」

　本当に頭が痛くなってきた。意味がわからなすぎる。これだからこいつは苦手なんだ。

「ちょ、ちょっと待て……！　お前、マジで何しに来たんだよ……!?」

「ですから、お見み舞まいだと申し上げましたが」

「なら見舞えよ!?」

「もう見舞いました」

　何の迷いもなく、ズバリ言い切られてしまった。

　なにかここまではっきり断言されると、俺の方が間ま違ちがっている気がしてきたな。

　もしかして、俺は頭を打ったせいで記き憶おくの一部を失ってしまったのだろうか。

　実は覚えていないだけで、もうこいつに手厚く見舞われた後だったりするとか……、

「ってそんなわけあるか！」

「すみません先輩、負傷中に全力でつっこませておいてなんですが、私今追われているのです。直じきにここも見つかってしまいます。というわけで可か及きゆう的てき速すみやかに立ち去りたいのですが」

「なら帰れ！　すぐ帰れ！　むしろなんで来たんだよ！」

「あ、先輩、もしかして私に林りん檎ごを食べさせてもらいたいとかそういうアレですか？　そうなのですね？」

　そう言った小町は小さな唇くちびるの端はしをニヤリと上げ、ベッドの脇わきに置かれたお見舞い用のフルーツバスケットから林檎を一つ取り出した。嫌いやな予感しかしない。

「いらん！　そんなのいいからさっさと帰れ！」

「遠えん慮りよなどなさらず、ささ、どうぞ」

「え、ちょ、まっ」

「はい、あーんですよ」

「あーんですよじゃねぇよせめて切ってからもがが!?」

　小こ町まちは嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべながら、林檎（丸ごと）をずずいと俺の頰ほおに押しつけてくる。

「ぶっ、や、やめっ、こういうのは普ふ通つう皮を剝むいて切ってから出すものだろう!?」

「先せん輩ぱいは林檎の芯しんをご所しよ望もうですか？」

「ナイフ使えないなら使えないって素す直なおに言えよ！」

「使えますよ？　刺さすのなら得意です」

「わ、わかった俺が悪かった……！　見舞いに来てくれて頭が痛くなるほど嬉うれしいからさっさと帰りやがって下さい……！」

　堪たまらず俺が下した手て（？）に出ると、小町はようやく林檎を押しつけるのをやめてくれた。

　一仕事やり終えた後のような、こいつの清すが々すがしい笑顔がまた非常にむかつく。見てくれだけなら無む邪じや気きな小動物みたいなんだが、中身が……。

「やれやれです。私に甘えたがるなんて先輩にも可愛かわいいところがありますね」

「お前には怖こわいくらいに可愛げがないけどな……」

「私クールビューティーですからね。可愛い系女子はとうの昔に卒業したのです」

　そのロリ顔ロリ体型で何を言うか。というか、それ以前にお前がかつては可愛かわいい系女子だったと抜ぬかすこと自体片かた腹はら痛いたいわ。

「それでは先せん輩ぱい、本当にもう時間がないので、私はこのへんで失礼させて頂きますね」

「ああ、帰れ帰れ。そして頼たのむからもう二度と来るな」

　いろんな意味で頭が痛くなった俺を尻しり目めに、小町はさっさと病室を出て行こうとする。が、

「っておい、ちょっと待て。お前なに普ふ通つうに林りん檎ご持って帰ろうとしてんだよ」

「……けちんぼ」

　小こ町まちは不服そうに口を尖とがらせて林檎を投げ返し、そのまま病室を後にしてしまった。

　相変わらずわけのわからん奴やつだ……。

　俺はやっと静けさを取り戻もどした病室の中で、再び深いため息を吐ついた。

　本当に調子が狂くるう。先月あいつが入部してきて以来ずっとこうだ。

　大たい抵ていの奴は、俺がそっけなくしていればそのうち話しかけてこなくなる。

　が、あのクソガキの場合、さっきのような報復攻こう撃げきをしかけてくるから無視することができない。かといっていちいちまともに相手にする気にもなれないし、どうしたものか……。

　そんな風に俺が悩なやんでいたら、再び病室のドアがノックされた。

　出たくねぇ……。

　しかし検けん診しんだったら無視するわけにもいかなかったので、俺は仕方なく返事をした。

「……どうぞ」

　すると遠えん慮りよがちにドアが開かれ、そこから綺き麗れいな横顔が覗のぞく。

　そいつは俺が昨日助けた女───眞ま壁かべ瑠る璃り子こだった。

「……干え支と川かわ君、今、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「ダメだって言ったら帰ってくれるのか？」

「ふふっ、よかった。元気そうだね。一時はどうなることかと思ったけど」

　先輩ははにかんだ笑えみを浮かべながら、ゆっくりと病室に入ってきた。

　端たん正せいな目鼻立ちに、透とう明めい感のある白い素す肌はだ。

　まっすぐに伸のびた背筋に、絹糸のように垂たれる長い黒くろ髪かみ。

　そして流れるような曲線を描えがく、均整の取れたスタイル。

　会う度たびに、つい目を奪うばわれてしまう自分に腹が立つ。

　どんなに美人だろうが他人は他人だ。外見なんかに惑まどわされてどうする。

「こんにちは、干支川君。具合はどう？」

「……別に。普ふ通つうだよ。つーか、なんでまた来たんだよ。眞壁先輩、昨日来たばっかだろ」

　しかも、昨日は彼女の両親まで一いつ緒しよだった。家族ぐるみであんなに丁てい寧ねいにお礼やらお詫わびやらされたら、逆にこっちが気を遣つかう。だからもう放ほうっておいてほしいのだが。

「そりゃあ来るよ。干支川君は命の恩人だもん。だから、毎日だってお見み舞まいに来るよ」

「残念だったな。明日には晴れて退院だから、もう来たって俺はいねぇよ」

「それなら、明後日あさつてからはまた学校で会えるね」

　心底嬉うれしそうに微ほほ笑えまれ、言い返す気力も失うせる。

　なんでそうまでして俺に会いに来るんだよ。何考えてんだこの女。

「ね、その林りん檎ご、これから食べるところだったの？」

「ん？　いや、まぁ、そんなところだな……」

　何があったのかを説明するのも面めん倒どうだったので、もうそういうことにしておいた。

「それなら私、切ろっか？」

「いや、いい。このまま食うし」

「それじゃあ手とか布ふ団とんとかべちゃべちゃになっちゃうでしょ？　いいからそれ、貸して？」

　先せん輩ぱいは俺の手からさっと林檎を奪うばうと、早さつ速そく手慣れたナイフ捌さばきでしゅるしゅると皮を剝むき始めた。どこかの誰だれかさんとは大おお違ちがいである。

　というかこいつ、よく見たら指先まで白くて綺き麗れいなんだな……。美術品かよ……。

「……ね、さっきそこで小こ町まちさんとすれ違ったけど、もしかしてキミたちケンカしてた？」

　先輩は林檎の皮で器用に一本の長い帯を作りながら尋たずねてきた。

「あー……、どうだろうな……？　あいつとはいつもあんな感じだから、あれで普ふ通つうだ。だから別にケンカをしてたわけじゃない……ような気がする」

　逆に言えば、常に交戦状態なのだが。

「ふーん……？　ちなみに干え支と川かわ君、あの子とはどんな関係なの？」

「あいつはミステリ研の後こう輩はいだよ。けど、別に関係と言うほどの関係はない。つーか、先輩こそどうしてあいつのこと知ってんだよ？」

「どうしてって、あの子はつい最近日本ミステリー大賞を取ったばかりの有名人さんでしょ？　逆に今、桂けい林りん館かんで小町さんのことを知らない人なんていないと思うよ？」

　そうだった……。

　あのちんちくりんな外見と変な性格のせいで忘れてしまいがちだが、小町のやつ、実はプロのミステリー作家なのだ。しかもプロデビューは中二の時。さらに高一にして日本ミステリー大賞まで受賞した、いわゆる天才というやつだ。

「どうしたの、干支川君？　黙だまりこくっちゃって」

「……いや、別に。たしかにあいつはちょっとした有名人だよなって思っただけだ」

「ちょっとどころじゃないでしょ？　この前発売した新作もミリオン超こえたみたいだし、これで三作連続ミリオン超えだよね？」

「まぁそうなんだが、あいつってすげぇ変人だから有名人だっていう実感が持てないんだよ」

「ふふっ、それ、絶対本人の前では言っちゃダメだよ？　小町さんって多分、干支川君のこと好きだから」

「は……？」

　その発想は斬ざん新しんかつ残念すぎるだろ……。女ってどうしてこう何でもかんでも恋愛に結びつけたがるんだよ……。

「あ、やっぱり気付いてなかったんだ？　干え支と川かわ君らしいね」

「え、いや、ちょっと待て。勝手に自分の想像が正しかったことにするな。マジでないから」

「どうしてそう思うの？」

「どうしてもこうしても、俺はあいつから嫌いやがらせしかされたことないし、今日もそうだったし、多分これからもずっとそうだ。あいつは未来永えい劫ごう俺の敵なんだよ」

「ふふっ、可愛かわいいよね、そういうの。多分、小学生の男の子が好きな女の子にイジワルするのと同じ感覚なんじゃないかな」

「いや、マジでそんな可愛いもんじゃねぇよあれは。先せん輩ぱいはあいつの変人っぷりを知らないからそんなこと言えんだよ」

「そんなことないと思うよ？　だって女の子って、好きでもない人のところには一人でお見み舞まいに行ったりなんてしないもの」

　そこでふと、会話が途と切ぎれた。

　静かな病室の中で、先輩がしゃりしゃりと林りん檎ごを切る音だけが耳に響ひびく。

　俺は騒さわがしいよりも静かな方が好きだし、喋しやべっているよりも黙だまってる方が好きだ。

　が、そんな俺でもこの沈ちん黙もくにだけは耐たえられなかった。

「……その理り屈くつからすると、先輩も俺のことが好きってことになるが」

「……うん、好きだよ」

　彼女はそう言って、俺に林檎を綺き麗れいに盛った皿を差し出してくれた。

　林檎はすっかり皮が剝むけて白くなっている。だが代わりに、彼女の白かった頰ほおが林檎みたいに真っ赤になっている。

　冗じよう談だん……というわけではなさそうだ。

　俺はとりあえず、その皿を受け取りはした。だが、

「……悪い、俺は眞ま壁かべ先輩とは付き合えない」

　彼女の気持ちは受け入れられなかった。というより、悪いが信じられなかった。

　先輩の表情が、目に見えて沈しずんでしまう。

「もしかして、他ほかに好きな人、いるの……？」

「いや、そういうんじゃない」

「じゃあ、私のこと、嫌きらいかな……？」

「いや、そういうわけでもない」

「それなら、どうして……？」

　彼女の澄すんだ瞳ひとみが、切実に俺の瞳を覗のぞき込んでくる。吸すい込まれそうなほど綺麗だが、これに飲まれるわけにはいかない。

「……誰だれにも期待したくないんだ。だから俺は、誰とも付き合う気はない」

　刹せつ那な、彼女の瞳ひとみが潤うるんで揺ゆれた。

　これは多分、ふられて悲しんでいるからじゃない。この女は、俺のことを哀れんでいるんだ。

　彼女のこういうところが、母さんにそっくりで、どうしても無視できなくて、嫌いやになる。

「……はじめて会った時から思ってたけどさ、干え支と川かわ君って、なんだか捨すて猫ねこみたいだよね」

「なんだよ、それ」

「だって捨て猫って、捨てられて、傷ついて、本当は寂さびしいのに、自分から人を避さけるようになっちゃうでしょ？　そういう感じが、キミからもするっていうか……」

「知った風なことを言うな。それに仮にそうだったとして、だからなんだってんだよ」

「キミは、一生独ひとりぼっちでいるつもりなの……？」

「ああ、そうだよ。だからもう放ほうっておいてくれ」

「いやだ。放ってなんておけないよ」

　彼女が俺の手に、そっと自分の手を重ねてくる。

　ただそれだけのことで、重なった手から強きよう烈れつな電流が走ったような衝しよう撃げきを受けた。

　振ふり払はらいたいのに、振り払えない。

「……捨て猫を拾うような感覚で、人が拾えるとでも思っているのか」

　俺はなけなしの理性にしがみついて抵てい抗こうを続けようとした。だが、

「先に私のことを拾ったのは、キミの方じゃない」

「な、なんのことだよ？」

「拾ったでしょ、私の命。キミが助けてくれなければ、私はきっと死んじゃってたよ。だから、今度は私がキミを助けるの」

　繫つないだ手から流れる電流がどんどん強くなって、五感の全すべてが彼女に引き込まれていく。

　ダメだ、逆らえない……！

　先せん輩ぱいがおもむろにベッドに身を乗り出してくる。

　澄すんだ瞳がすぐ目前まで迫せまり、上気した体温や吐と息いきまでもがこちらに伝わってくる。

　そして俺は吸い寄せられるように、彼女の甘く瑞みず々みずしい唇くちびるに───、

「失礼します」

「どわああああああああああああああああ!?」

　突とつ然ぜん病室のドアが開け放たれ、俺と先輩は大おお慌あわてで距きよ離りを取った。

　くそっ、どこのどいつだ!?　こんなタイミングでノックもせずにいきなり入ってくる奴やつは!?

　と思ったら、入り口から現れたのは先ほど帰ってしまったはずの小こ町まちだった。

「ななな、なんだ、小町か……。ど、どうしたんだよ。帰ったんじゃなかったのか？」

「すみません、私大変なものを忘れてしまいまして」

「な、なんだ忘れ物かよ……。で、一体何を忘れていったんだ？」

「干支川先輩あなたの心です」

「くれてやった覚えがないんだが!?」

「問題ありません。これから盗ぬすみます」

「どこの大おお泥どろ棒ぼうだよ!?　っていうかマジで何なんだ!?　まさかお前まで俺のことが好きとか言い出さないよな!?」

「好きですね。カレーライスに付いている福ふく神じん漬づけ程度には」

「例たとえが微び妙みようすぎてわかんねぇよ！」

「先せん輩ぱい、福神漬けに謝って下さい」

「その前にお前が俺に謝れ！」

　俺は叫さけぶように訴うつたえたが、小こ町まちはそれをフッと鼻で笑うだけだった。

「先輩は福神漬けの偉い大だいさをまるでわかっていないようですね。まあいいです。それについては後日ゆっくりと話し合いましょう。そんなことよりも眞ま壁かべ先輩、とりあえず干え支と川かわ先輩で遊ぶのはやめて頂けないでしょうか」

　お前がそれを言うのかよ……。

　先輩も俺と同じことを思ったらしく、ちょっとムッとしながら反はん撃げきに出る。

「小町さん、私が干支川君に告白してたの、ドアの外で盗ぬすみ聞ぎきしてたんだね？　それこそあまりいい趣しゆ味みとは思えないけど？」

「盗み聞きなんてしてませんよ。私はただ、現在の状じよう況きようからここで起きていたことを推すい測そくしたまでです」

「それならどうして私の名前がわかったの？　私たち、初しよ対たい面めんのはずだよね？」

「……………」

　問い質ただされ、小町のくりくりした瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけ宙を泳ぐ。しかし、

「それはともかく、干支川先輩で遊ぶのはやめて下さい。見ての通り、彼はかっこつけてクールぶっている割にはつっこみ気質で流されやすい人ですが、こう見えて童どう貞ていなのです」

　このクソガキ、自分のことは完全に棚たなに上げておいて、俺のことは逆接でさえ貶けなし倒たおすのかよ。しかもなんで俺が童貞なのバレてんだよ。

「小町さん、人聞きの悪いことを言うのはやめてくれないかな。私は本気で干支川君のことが好きだよ。本当にずっとずっと好きだった。もしも彼のことを私に取られたくないのなら、変な言いがかりをつけてくるよりも、もっと他ほかにやるべきことがあるんじゃないかな」

「別に取る、取られるなんてどうでもいいです。ですがこれだけは言わせて下さい。眞壁先輩、あなたは噓うそを吐ついています。あなたは本当は干支川先輩のことを好いてなどいません」

「どうしてそんなことばかり言うの？　何か根こん拠きよでもあるの？」

「当然です。私は天才女子高生推すい理り作家ですから、ウソツキは簡単に見破れます」

「そこまで言うのなら、その根こん拠きよを言ってみてよ」

「いいでしょう。それでは言わせて頂きます」

　小こ町まちは自信たっぷりな様子で薄うすい胸を張り、小さな右手でびしりと先せん輩ぱいを指差した。




「───眞ま壁かべ先輩、あなたは犯人っぽいのです！」




　窓の外から、小鳥の囀さえずりが聞こえてくる。

　さらに隣となりの病室で『直なお子こさん、昼食はまだかね？』という老人の声に、『おじいちゃん、今日は抜ぬきよ』と答える鬼おに嫁よめの声まで聞こえてくる。

　それくらい、俺の病室内は静まり返ってしまっていた。

　しかしそれでも、小町は何の躊ちゆう躇ちよもなくその先の自論を展開する。

「───いいですか、眞壁先輩のキャラはミステリーにおいては確実に『真犯人』です！　主人公に一番好意的と見せかけておいて、実はそれを隠かくれ蓑みのにした心理トリックを駆く使しし、犯行を繰くり返す悪女キャラなのです！　よってあなたは干え支と川かわ先輩に噓うそを吐ついているとみて間ま違ちがいありません！」

　すると先輩は、なんだかどっと疲つかれた様子で俺の方に向き直った。

「……干支川君、さっき君がこの子のことを『変人』って言ってた意味が今ようやくわかった気がするよ……」

「だろ？　だから言っただろ？」

「本当に天才となんとかは紙一ひと重えなんだね……」

「というより、こいつは完全になんとかの方に分類してしまうべきだろ。でないと他ほかの天才たちに対して失礼だ」

　そんな俺たちのやりとりを見ていた小町が、大層不満げに憤ふん慨がいする。

「ちょっとそこのお二方。聞こえていますよ。公然と本人の前で悪口を言わないで下さい。それに私は変人でもなんとかでもありません。今をときめく天才女子高生推すい理り作家です」

　俺と先輩は、口をあんぐりと開けたまま言葉を失ってしまった。

　すると直後、再び勢いよく病室のドアが開け放たれる。

「ぶみゅっ!?」

　小町はそのドアパンチをもろに食らい、カエルが潰つぶれたような声を上げてドアと壁かべの間に挟はさまれてしまった。

「───くくくっ！　小町センセェ探しましたよぉ～！　って、あれぇ……？　小町センセェは何ど処こにぃ……？」

　入り口から入ってきたのは、妙みように甲かん高だかい声で喋しやべるキモイおっさんだった。外見はロン毛の江○２：50といったところか。

　で、誰だれだよこいつ。

　俺と先せん輩ぱいが訝いぶかしんでいると、そのおっさんはニヤニヤしながら名めい刺しを差し出してきた。

「くっくっくっ、これは失礼～、私こういう者なのですがぁ～、この辺りで小こ町まちセンセェをお見かけしませんでしたかねぇ～？」

　名刺を見たところによると、彼は出版社で編集をやっている須す藤どう王おう太た郎ろうというらしい。

　そういえば小町の奴やつ、追われているとか言っていたな……？

　すぐにピンときた俺は、ドアと壁かべの隙すき間まを指差しながら須藤に目配せをしてやった。

「くっくっくっ、なるほどそこでしたかぁ～……！　小町センセェは本当にかくれんぼがお好きですねぇ～……！」

　須藤がドアを捲めくると、小町が壁際ぎわでしゃがみ込み、ぶつけてしまったであろうおでこを涙なみだ目めで擦さすっていた。よほど痛かったのか、なにやら泣きそうな声で呻うめいている。

　自じ業ごう自じ得とくとはいえ、さすがにちょっと可哀かわい想そうな気がしてきたな……。

「くっくっくっ……！　もう逃にがしませんよぉ～……！」

　しかし須藤は情け容よう赦しやなく両手をワキワキさせながら小町に迫せまってゆく。自分から彼女を売っておいてなんだが、このおっさんは鬼おにか悪あく魔まか変質者だな。

　一方の小町は須藤に押され、青ざめながらジリジリと後退していく。

「さぁ、約束の原げん稿こうをお願いしますよぉ～……！　もうこれ以上締しめ切きりは延ばせませんからねぇ～……！」

　やはり予想通りだった。いかに売れっ子とはいえ、作家は作家。締め切りには勝てない。あの小町にもちゃんと恐おそれるものはあったのだ。

　狭せまい病室に逃げ場はなく、小町はすぐに窓際まで追い詰つめられてしまう。

　すると彼女はついに観念したのか、俺に向かって最後の言葉を投げかけてきた。

「───干え支と川かわ先輩、私は急用を思い出しましたのでこれにて失礼します。ですが覚えておいて下さい。魔ま女じよの林りん檎ごは毒入り林檎、もしも食べるおつもりなら、それ相応の覚かく悟ごをすることです」

　それを伝えるや否いなや、彼女は窓からひらりと身を躍おどらせた。

　……ここって二階のはずなんだけどな。

「こっ、小町センセェェェェッ───！」

　続いて須藤も窓から飛び出す。おい、だからここは二階なんだって。大だい丈じよう夫ぶなのかお前ら。

『原稿ならできてませんッ！　無い物は無いのでもう諦あきらめて下さいッ───！』

『くくくっ、無理ですよぉ！　私センセェを追いかけるのが趣しゆ味みですからねぇ───！』

『おまわりさん助けて下さいッ！　あの人、編へん集しつ者しやですッ───！』

　遠ざかりながらも聞こえてくる小町の悲鳴。

　俺と先輩はそれを病室で聞きながら、顔を見合わせて苦笑した。

「なんていうか、すごい編集者さんだね……」

「だな……。けど、おかげで邪じや魔まはいなくなっ」

　言いかけて、慌あわてて口を噤つぐんだ。が、もう遅おそかった。

「それって、告白の返事はＯＫだったって受け取ってもいいのかな……？」

　先せん輩ぱいは瞳ひとみを潤うるませながら、期待に満ちた表情で俺を覗のぞき込んでくる。

「……す、好きなように解かい釈しやくすればいいんじゃねーの……」

　できるだけそっけなく答えたつもりだったが、先輩の頰ほおはまた林りん檎ごみたいに赤く染まった。

　俺は何かを誤ご魔ま化かすように、皿に盛られた林檎を一切れ頰張る。

　当然、毒なんてどこにも入っているわけがなかった。

　小こ町まちはやっぱりおかしい。だが、俺も相当おかしい。

　人間不信のくせに彼女作るとか、なにやってんだろうなホント……。





＊






　検査の結果は良好で、俺は五月十三日（水曜日）には無事退院をすることができた。

　そして通学を再開して二日目の五月十五日、金曜日の放課後。

　俺がいつもの日課で文化棟とうの裏を訪おとずれると、そこには既すでに眞ま壁かべ先輩とフースケの姿があった。

　フースケはオスの黒くろ猫ねこで、野の良ら猫の割には毛並みが良く、右耳の先には去勢済みの証あかしである小さな切れ込みが入っている（桜の花びらのような形であることから、これを桜耳という）。

　去勢手術は、去年俺が病院に連れて行って強制的に受けさせた。そうしないと誰だれかに保健所に連れて行かれ、殺さつ処しよ分ぶんされる恐おそれがあったからだ。逆に言えば、桜耳でさえあれば、きちんと地域住民に管理されている猫とみなされるため、殺処分の対象にはならないのである。

　眞壁先輩は屈かがみ込み、そんなフースケの頭を愛いとおしそうに撫なでていた。

　……なんというか、とても絵になっている。この優やさしい空間に、俺という異物を混ぜるのが躊躇ためらわれるほどに。

　だが先輩は俺の存在に気付くと、むしろ歓かん迎げいするように破顔し、声をかけてきた。

「あ、圭けい一いち君、今日も来てくれたんだね！」

　しかも、何な故ぜか呼び方が名前に変わってるし……。

　って、そういえば昨日の別れ際ぎわ、『付き合ってるんだし、これからは名前で呼び合おうよ』とかなんとか言われたんだっけか。あのときは適当に聞き流してたんだが……。

「……別に眞壁先輩に会いに来たわけじゃねぇよ。俺はフースケに会いに来たんだ」

　名前なんぞで呼べるわけがないし、とりあえずそう返しておいた。

　すると先輩は、笑え顔がおのまま恐ろしいことを言い出す。

「圭一君、そんな冷たいことばかり言ってると、私毎朝校門の前で待まち伏ぶせして、キミが登校する度たびに『圭けい一いち君、おはよう～！』って周りの皆みなにも聞こえるように挨あい拶さつしちゃうよ？　ついでにキミの教室まで毎朝ついて行っちゃうよ？」

　どんな羞しゆう恥ちプレイだよそれは……。

　しかもこんな見み栄ばえのする女に公衆の面前で付きまとわれたら、学校中のアホな男子どもからやっかまれること請うけ合あいである。それじゃあ怖こわくて校門に近寄れねぇよ。

「お前は俺を登校拒きよ否ひにしたいのか……？」

「あ、それは困る……。じゃあ、朝じゃなくて、帰りに校門で待つことにするね？」

　いやまずは校門で待つという発想から離はなれてもらいたいんだが……。

　なんだか面めん倒どう臭くさくなってしまった俺は、もう別に呼び方なんかどうでもいいかと思い、半ば投げやり気味に彼女を名前で呼んでみることにした。

「瑠る璃り子こ」

「へっ……」

　瑠璃子の顔が一転して驚おどろきに染まり、ぼふっと煙けむりを噴ふきそうな勢いで紅潮する。

「んだよ。名前で呼んでほしいんじゃなかったのかよ」

「そ、そうだけど、ほんとに呼んでもらえるとは思ってなかったから、ちょっとびっくりしちゃったっていうか……」

　自分で要求しといて恥はずかしがるとか、アホの子なのかこいつは。

「まぁ、今後はちゃんと名前で呼んでやるから、校門で待つとかはなしな。あと、人前でベタつくのもなしだ」

「う、うん……。あ、でも、一いつ緒しよに帰ったりはしたい、な……」

　瑠璃子は怖おず怖ずと上うわ目め遣づかいでお願いしてくる。

　くそっ、今一いつ瞬しゆん、こいつのことを可愛かわいいと思ってしまった自分が忌いま々いましい……。瑠璃子は女である前に、避さけるべき人間であるはずなのに……。

　そのとき、フースケがうなーんと鳴いて俺にすり寄ってきた。

　ナイスタイミングだ、フースケ。このままお前をダシにして、瑠璃子の『一緒に下校要求』をうやむやにさせてもらうとしよう。

「瑠璃子、今日はもうこいつにエサをやったのか？」

「え、うん、ついさっきあげたばかりだよ」

「そっか。最近のこいつって、食べすぎたりしてないか？」

「ううん、そんなことないよ？　むしろ、あんまり食べなくなってきてる気がするし」

「その割にはなんか太ってきたよな……？　ひょっとしてこいつ、他よ所そでもエサをもらってるんじゃねぇか？」

「ふふっ、多分そうだね。だから私、この子をうちに連れて帰ろうかどうか悩なやんでるんだよ。もしかしたら、もう他ほかの誰だれかに飼われてるのかもしれないし」

「あり得るな……。当面の問題は、夏休みの間の世話を誰だれがしてやるかだが……」

「それだけじゃないよ。来年は私が卒業するし、再さ来年になったら圭けい一いち君も卒業するし、ちゃんとこの子をどうするのか考えておいてあげないと」

　俺の感覚だと、野の良ら猫ねこなんだから勝手に生きていくだろうくらいにしか思わないのだが、瑠る璃り子こはそうじゃないらしい。

「でも、たしか瑠璃子んち、もう猫飼ってんだろ？　連れて帰っても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん、平気だよ。十七匹ひきが十八匹になってもあまり変わらないし」

「どんな猫屋や敷しきだよそれ……」

　猫を数匹飼っているとは聞いていたが、まさかそんなアホみたいな数だとは思ってなかった。果たしてこいつの家に人間の居場所はあるのだろうか。

「ふふっ、捨てられてる子を拾ってたら、いつの間にかそうなっちゃったの。そのうち圭一君もうちの子になったりしてね」

「だから俺を捨て猫扱あつかいするなっての……」

「ふふっ、いいじゃない。私大事にするから、ね？」

「ね？　じゃねぇよ……」

　冗じよう談だんっぽく言ってはいるが、瑠璃子の頰ほおは未いまだに紅潮したままだ。多分名前で呼ばれる恥はずかしさを戯おどけて誤ご魔ま化かそうとし、戯けたことによってさらに恥ずかしくなってしまったのだろう。そんなに恥ずかしがるくらいなら最初から俺に絡からんでこなきゃいいのに……。

　と思っていたら、それまで明るかった彼女の表情に、急に陰かげが差した。

「圭一君のうちは……、猫は飼えない、よね」

　彼女はフースケに視線を移しながらそう言った。まるで俺の家庭事情を知っているかのような口ぶりだ。

「……うちの話なんか、したことあったっけか？」

「ううん……。圭一君が入院してたとき、私両親と一いつ緒しよに、キミのご両親の家にもお礼とお詫わびをしに伺うかがったんだけど……」

「俺には両親なんていない」

「ご、ごめん、保護者の方のところに、ね」

「そっか。会ったのか、養父母あいつらに。笑えるほど俺に無関心だったろ」

「そ、それは……」

「いいよ、言わなくたってわかる。見み舞まいにだって来やしなかったし」

　吐はき捨てるように言うと、瑠璃子はまた哀あわれむような目で俺を見た。

　まずったな……。

　こいつは捨て猫でさえ放ほうっておけないようなやつだ。あまりこういう話はすべきじゃないな。

「そんな顔すんな。今は許可をもらって一人暮らしをしてるから、悠ゆう々ゆう自じ適てきなもんだよ。瑠璃子は知らないだろうが、野の良ら猫って案外楽しく生きてるもんなんだぞ」

「圭けい一いち君が人を避さけるのって、あの保護者の方たちと何か関係があるの……？」

「おい、人が話題を変えてやろうとしてるのに蒸むし返すなよ」

「だって私、キミの彼女だもん。悩なやみがあるのなら何とかしてあげたいし……」

「何ともならねぇよ。だから気にするな」

「いやだ。気にする。ほっとけないよ」

　また瑠る璃り子この世話焼き病が発動し、ちょっとうんざりしてしまう。こいつって、こう見えて結構頑がん固こだよな……。

「……別に養父母あいつらのせいってだけでもねぇよ」

　俺は仕方なく、手短に身の上話をしてやることにした。




　───事の発ほつ端たんは、五年前の交通事故だった。




　あの日の夜、俺はテレビ局での収録を終え、母さんの運転する車に乗って家路を辿たどっているところだった。

　が、不運にも、そこに高速道路を逆走してきた酔よっ払ぱらいの車が突つっ込んできた。

　普ふ通つうなら助手席に座っていた俺が真っ先に死ぬところだったが、母さんが反射的に自分を盾たてにするようにハンドルを切ってくれたおかげで、俺は助かった。

　でもそのせいで、母さんは死んじまった。

　それに、俺はなんとか一いち命めいを取り留めたものの、その後半年もの間目が覚めず、病院のベッドで昏こん睡すいし続けた。しかも目覚めたときには、事故の後遺症しようで『スリープ・リーディング』の能力をきれいさっぱり失ってしまっていた。

　そしてそこから、本当の地じ獄ごくが始まる。

　片親だった母さんを失った俺は、伯お父じの家に引き取られることになった。

　当初、伯父は俺に優やさしかったが、俺が『スリープ・リーディング』の能力を取り戻もどせないことを知ると、豹ひよう変へんした。

　要するにあいつは、俺が超ちよう能のう力りよくで稼ぎ出す金が目当てで俺を引き取ったんだ。

　それからというもの、伯父は日常的に俺に暴力を振ふるうようになった。

　さらに、しばらくすると奴やつが俺の財産（超能力で稼いだ金と、死んだ母さんの保険金）を使って自分の借金を返済し、その上愛人まで囲っていたことが判明した。

　それを知った俺は伯父を糾きゆう弾だんし、家を出て行ったが、結局は親しん戚せきの家を転々とすることになり、どこに行っても冷れい遇ぐうされた。

　転校に次つぐ転校で、友人と呼べる者も誰だれもいなくなった。

　そして一人きりになった俺は、嫌いやというほど思い知ったんだ。

　俺はガキの頃ころから『奇き跡せきの人』だなんて言われてちやほやされ、ずっと自分は誰だれからも愛されているなんて思い込んでいたが、とんだ勘かん違ちがいだった。

　あいつらが愛していたのは俺じゃなく、俺のスリープ・リーディングが生み出す利益だったんだ。俺自身のことを見てくれていた人なんて、母さん以外、誰もいなかったんだ。

　それに気付いて以来、俺は誰のことも信じられなくなり、他人を避さけるようになった。

　そのせいかどうかは知らないが、中学では陰いん湿しつなイジメってやつにもに遭あい、さらに人間不信は加速した。

　だから俺は、もう誰も信じないし、誰にも期待しない。

　たとえ、それが恋人であってもだ。




「……ごめんね、圭けい一いち君……」

　話を聞き終えた瑠る璃り子こは、何な故ぜか瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだを零こぼした。

「お、おい、なんでお前が謝るんだよ。しかもなんで泣くんだよ」

　しかし瑠璃子はごめんね、ごめんね、と謝るばかりで、泣きやんでくれない。なんでだ。

「あ、あれか、わかった俺が悪かった……！　ちょっと時間はかかるかもしれないが、お前のことはちゃんと信じるように努力するから、だから泣くなって……！」

　だが瑠璃子はふるふると首を横に振ふる。

「違うの……、圭一君は何も悪くない……、悪いのは私だから……」

「………？」

　悪いって、何がだよ。全然意味がわかんねぇぞ……。

　瑠璃子のことが心配になったのか、フースケまで彼女の足あし下もとにすり寄ってうなーと鳴く。

「ごめんね、本当に違うの、だから気にしないで……。私のお母さんも行方ゆくえ不明になったままだから、なんだか話を聞いてたら同情しちゃって……」

「は……？　お前の母さん、俺が入院してたとき、一いつ緒しよに見み舞まいに来てくれてたじゃねぇかよ」

「あの人は翠みどりさんといって、私の継まま母ははなの……」

　瑠璃子はようやく泣きやんだかと思うと、気き丈じように微ほほ笑えみながらフースケの頭を撫なで始めた。

　だが平気なわけはない。無理をしているのは明白だ。

「……ということはお前の父さん、再さい婚こんしてんのか？」

「うん……。再婚したのは三年前……。私の本当のお母さん、眞ま壁かべ葵あおいが失しつ踪そう宣告を受けたときだよ……」

　そこはかとなく、事件の匂においがした。

　失踪宣告とは、生死の定かでない行方不明者を法律上は死し亡ぼうしたものとみなす制度のことだ。

　それが適用されれば、失踪者との夫ふう婦ふ関係は死別したものとして解消される。

　そしてそうなれば当然、別の人物との再婚が可能になる。

　俺は昔、スリープ・リーディングを使って何度も失しつ踪そう者の捜そう索さくをしたことがあるから、そのへんのことには詳くわしいのだ。

「葵あおいさんが失踪したのって、いつだ？」

「十年前だよ……。お母さんはある日突とつ然ぜんいなくなってしまったの。何の前まえ触ぶれもなく、まるで神かみ隠かくしに遭あったみたいに……」

　瑠る璃り子こは平静を装よそおっているが、その瞳ひとみは虚こ空くうを見つめていて、俺を映してはいない。

　───会いたいか？

　そう問おうとして、やめた。あまりにも愚ぐ問もんすぎる。

　会いたいに決まっている。もしも母さんがまだどこかで生きているというのなら、俺ならなんとしてでも絶対に会いに行く。会って、ありがとう、ごめんなさいと、そう伝えたい。

　抵てい抗こうは、あった。

　瑠璃子は恋人だが、他人だ。その他人に対して俺の能力の秘密を打ち明けるなんて馬ば鹿かげている。リスクはあっても何のリターンもない。だから絶対に伝えるべきではない。

　なのに、母親に会わせてやりたい。感情がどうしようもなくそう訴うつたえかけてくる。

　母親に会えれば、きっと瑠璃子は喜んでくれるだろう。俺よりもさらに五年も前に母親を失っていたなんて惨むごすぎる。もしも葵さんがまだどこかで生きているのなら、なんとかして会わせてやりたい。

　俺はしばしの間理性と感情の狭はざ間まで揺ゆれ───決断した。

「……瑠璃子、お前を母親に会わせてやるよ」

「え……？」

　虚空に向けられていた瑠璃子の視線が、ようやく俺に戻もどってきた。

「いいから来い、話がある」

　ここでは誰だれかに話を聞かれてしまう可能性がある。とりあえず場所を移さなければ。

「ちょ、ちょっと、どこへ……!?」

　俺は戸と惑まどう瑠璃子の手を引き、歩き出した。

　去り際ぎわ、フースケが別れの挨あい拶さつをするように、尻尾しつぽを立ててうなーんと鳴いた。
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　その後、俺たちは職員室で鍵かぎを借り、その足でミステリー研究部の部室へと向かった。

　現在、ミステリ研には俺と小こ町まちの二人しか部員がいない。

　その上で職員室にまだ鍵があったということは、小町は部室に来ていないということだ。

　だから今なら、部室が貸し切りで使える。秘密を打ち明けるには打って付けの場所だろう。

　俺は目的の部室前に到とう着ちやくすると、早さつ速そく引き戸を解かい錠じようして開けた。

　が、直後にそっこうでそれを閉める。

「ど、どうしたの、圭けい一いち君……？　なんで閉じちゃうの……？」

　瑠る璃り子こが不安げに尋たずねてきたが、それどころじゃなかった俺は今一度部室の位置を確かく認にんした。

　しかし、何度見直してもこの位置で合っている。たしかにここがミステリ研の部室のはずだ。

　そこでもう一度、恐おそる恐る部室の引き戸を開けてみると……、




　窓際ぎわに、棺かん桶おけが置かれていた。




　しかもその隣となりには、鉄の処女とフルプレートアーマーが並んでいる。

　さらに壁かべにはバッファローや鹿しかの頭部の剝はく製せい、各種銃じゆう器き、刀とう剣けん類が無む造ぞう作さに掛かけられていて、その他ほかにも鎖くさりでぐるぐる巻きにされた怪あやしげな箱とか、巨きよ大だいな鏡とか、水すい晶しよう玉だまとか、そういったわけのわからない物品が足の踏ふみ場ばもないほど部屋中に散乱している。

　男児三日会わざれば刮かつ目もくして見よというが、この部室は二週間ご無ぶ沙さ汰たすると魔ま窟くつになるらしい。しかもわざわざ刮目しなくても一目見てどん引きできる親切仕様だ。

「……こ、ここって、ミステリー研究部の部室なんだよね……？」

　瑠璃子は声を震ふるわせながら怯おびえていた。

「奇き遇ぐうだな、俺も今同じ疑問を抱いだいていたところだ……」

　俺たち案外相性がいいのかもな。ここを見れば大たい抵ていの奴やつが同じ反応をするような気もするが。

　どうしてこんな惨さん状じように……と考えていたら、ふと思い出した。

「そういえば……、たしかゴールデンウィークに入る前、小こ町まちがここでトリックの検証をやってもいいかと聞いてきたような……」

「え。じゃあ、ここにあるものってトリックで使う小道具なの……？　これ、全部……？」

「奇遇だな、俺も今同じ疑問を抱いていたところだ……」

　というか、小町のことについてあまり俺に聞かないでほしい。あんな変人の考えていることなんて俺にわかるわけがない。

「ま、まぁいい……。とりあえず中に入ろう。死にはしないだろう、多分」

　俺たちは四苦八苦しながらガラクタをかきわけて部室に入り、奥の長机で向かい合うようにして椅い子すに腰こしを下ろした。

「あ、あの、それで、話って何かな……？」

　瑠璃子はどうにも落ち着かない様子で、背後のフルプレートアーマーや鉄の処女をちらちらと気にしながら切り出してくる。

　安心しろ、瑠璃子。そいつらが動き出すことはないから。……多分。

「じゃあ、面めん倒どうだから単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うぞ。実は、俺は今でもスリープ・リーディングが使える。だから失しつ踪そうしたお前の母親を見つけてやれる。喜べ」

「へ……？」

　瑠る璃り子こは口をぽかんと開けたまま、目をぱちくりとさせた。随ずい分ぶん間ま抜ぬけな顔になっているが、それでも綺き麗れいというか可愛かわいいというか、ホントに美術品かよこいつは。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか。俺の話聞いてるか。日本語わかるか」

「え、いや、だって、圭けい一いち君って、事故の後遺症しようでスリープ・リーディングは使えなくなったはずだよね……!?」

「ああ、たしかに使えなくなったな。一時的に」

「で、でも、さっき能力はきれいさっぱり失われたって……！」

「悪い、俺は基本的に人間不信だから、さっきは一部本当のことを伏ふせさせてもらったんだ。けど実際には、俺は能力を失ったわけじゃなく、母さんが死んじまったショックで何ヶ月かの間まともなリーディングができなくなっていただけだったんだよ。精神状態と夢には密接な関係があるからな」

「じゃあ昔マスコミで報道されてた、圭一君はもう超ちよう能のう力りよく者じゃなくなったっていう情報は間ま違ちがいだったの……？」

「間違いっていうか、あれは当時、治ち療りようが長引いてたし、回復が見込めるかどうかも全くわからなかったから、とりあえずマスコミにはそう言っておいたって感じだな」

「そ、それなら、能力が戻もどったのに伯お父じさんから虐ぎやく待たいを受けたのはどうして……？」

「いや、逆だよ。俺の能力は虐待を受けるようになってしばらくしてから戻ったんだ。だから俺は能力が戻ってもそのことを伯父に話す気にはなれなかった。あんな奴やつに利用されるなんて冗じよう談だんじゃなかったからな」

　それであらかた疑問も尽つきたのか、瑠璃子はついに言葉を失ってしまった。

　まぁ、驚おどろくのは無理もないか。実は超能力が使えるだなんて話、はいそうですかと納なつ得とくされたら逆にこっちが引くし、これが普ふ通つうの反応だろう。

「……驚いているところ悪いが、俺の話に噓うそ偽いつわりはないぞ。現にお前を事故から助けることができたのだってスリープ・リーディングのおかげだったんだからな。俺はあの日の朝、お前が事故に遭あうのを予め知ってたんだよ」

　ちなみに、俺が使えるスリープ・リーディングは、厳密には二種類ある。

　一つは、枕まくら元もとに読み取りたい物を置いて眠ねむる『意図的』なリーディング。

　もう一つは、普通に眠ってランダムでこの世の何かを読み取る『偶ぐう発はつ的』なリーディング。

　瑠璃子の事故を予知できたのは、後者の偶発的なリーディングのおかげである。

「ま、そういうことだから、来週の月曜には葵あおいさんの写真か何かを持ってきてくれ。それでリーディングをしてやるから」

　するとそれまで絶句していた瑠璃子が、急に我に返ったように口を開いた。

「ちょ、ちょっと待って圭一君……！　キミが今でもスリープ・リーディングを使えることはわかった……！　そしてその能力で私を助けてくれたことにもすごく感謝してる……！　でも能力が戻もどっているのなら、どうしてそれを世間に公表しないの……!?　世界中の人たちがキミの復活を待っているんだよ……!?」

「そいつらが待ってるのは俺の復活じゃなくて、スリープ・リーディングの復活だろ。俺はもうそんな奴やつらのために能力を使う気なんてない。だから公表するなんてまっぴらご免めんだね。今のところ俺に能力が戻っているのを知っているのは、俺の心理カウンセラーだった高たか山やまって医者とお前の二人だけだ。他た言ごんは無用だぞ」

「ふ、二人だけ……？　お医者さんはともかく、どうして私なんかに……？」

「どうでもいいだろ、そんなこと。捜そう索さくに協力してやるって言ってんだから、瑠る璃り子こは素す直なおに喜んでりゃいいんだよ。それともなにか、お前は葵あおいさんに会いたくないのか」

「あ、会いたい！　会いたいに決まってるよ！」

「なら、月曜に葵さんのリーディングができる物を何か持ってこい。以上、この話はこれで終わりだ。いいな」

　俺はそれ以上まともに瑠璃子の顔を見ていられなくなって、視線を逸そらした。

「……ありがとう、圭けい一いち君。私のこと、信じてくれたんだね……」

　瑠璃子はそう言って、そっと俺の手を握にぎってくる。おい、やめろ、ここは密室だぞ。

「べ、別にまだ信じたわけじゃねぇよ。ただの気まぐれだ」

「それでも、ありがとう……。キミには命も助けてもらったし、私もう、なんてお礼を言ったらいいのかわからないよ……」

「そんなもん、必要ない。これは俺が勝手にやってることだ」

　事故から助け出したのは、瑠璃子がほんの少しだけ母さんに重なって見えたからだし、葵さんを捜さがしてやるのだって、母さんがいない苦しさを俺も嫌いやというほど知っているからだ。

　つまり俺は単なるマザコンであって、こいつのことなんか、

「……決めた。もしも圭一君がお母さんを見つけ出してくれたら、そのときは私、何でもキミの言うことを聞くよ」

　ドクン、と心しん音おんが跳はね上がった。

　おい、これは不整脈か。不整脈だよな。不整脈だと言ってくれ俺の心臓。

「お、お前、バカだろ。それとも俺が人間不信だから何もしてこないとでも思ってるのか？」

「ううん……。私、圭一君になら、何をされてもいいから……」

　思わず瑠璃子と目を合わせると、ますます不整脈が激しくなった。

　彼女の雪のように白い肌はだは、すっかり桜色に染まってしまっている。そして濡ぬれた瞳ひとみは、これ以上ないくらいに恥はじらいながら俺を見つめている。

　目が、離はなせない。

「……圭一君、明日って、予定はあるのかな……？」

「え、い、いや、特にねぇけど……」

「じゃあ、土曜日だし、うちに遊びに来ない……？」

「え、ま、まぁ、構わないが、瑠る璃り子こは大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「うん……。だってお母さんが暮らしていた場所に直じかに接しておいた方が、圭けい一いち君もリーディングをしやすくなるよね……？」

「あ、ああ、そういうことか。そ、それもそうだな。じゃあちょっとだけ邪じや魔まするかな……」

「ふふっ、ありがとう……。圭一君が来てくれるなんて、私、嬉うれしいよ……」

　瑠璃子が俺の手を握にぎったまま、おもむろに身を乗り出してくる。

　濡ぬれた瞳ひとみがすぐ目前まで迫せまり、上気した体温や吐と息いきまでもがこちらに伝わってくる。

　そして俺は吸い寄せられるように、彼女の甘く瑞みず々みずしい唇くちびるに───、

『お待ち下さい、そこのお二ふた方かた』

「どわああああああああああああああああ!?」

　どこからか何かくぐもったような不吉な声が聞こえてきて、俺と瑠璃子は飛び退のくように距きよ離りを取った。

　これはデジャヴか!?　前にもこんなことがあったような気がするんだが!?

　次の瞬しゆん間かん、窓際ぎわに置かれていた棺かん桶おけの蓋ふたがはじけるように宙に飛ぶ。

「その話───私もぶぎゅぼっ!?」

　棺桶の蓋が鉄の処女に当たって跳はね返り、中から立ち上がろうとしていた例のあの人を封ふう印いんするかの如ごとく、再びガコンと棺桶に覆おおい被かぶさった。

　ナイス棺桶の蓋！　できればそのまま永久封印を頼たのむ！

　しかしその僅わずか三秒後───、今度は棺桶の蓋が横にずらされるようにして開いてゆき、その中からゆっくりふらふらと小こ町まちが立ち上がった。

　出オチが酷ひどかった分、本人へのダメージも相当なものだったのだろう。彼女は『～～～っ』と声にならない声を上げながら、涙なみだ目めで後頭部を擦さすっていた。

「……ま、眞ま壁かべ先せん輩ぱい、先輩のお母さんを思う気持ちに心を打たれてしまいました。ここはこの天才女子高生推すい理り作家にも、葵あおいさんの捜そう索さくを手伝わせて頂けないでしょうか」

　が、瑠璃子は突とつ然ぜんの小町襲しゆう来らいに度ど肝ぎもを抜ぬかれ、石化してしまっていた。

　そこでとりあえず、この場は彼女に代わって俺が小町の相手をしてやることにする。

「よし、建たて前まえはわかった。本ほん音ねを言え」

「ネタの匂においがぷんぷんします。是ぜ非ひとも葵さんがいなくなった前後の状じよう況きようについて詳くわしく取材をさせて下さい」

「ふざけんな。瑠璃子の家庭事情を小説のネタにするなんて俺が絶対に許さないからな」

「そこをなんとかお願いします。私今、ネタに詰つまって本当に困っているのです」

「丁てい寧ねいに言い直してもダメなものはダメだ」

「絶対にお二人のプライベートの邪じや魔まはしませんから。それにもしも取材をさせてくれるのなら、今後も恒こう久きゆう的にお二人の邪魔をしないことをお約束します」

「あのな小こ町まち、そもそもお前は俺のことなんかなんとも思ってないだろうが」

「そんなことはありません。私は干え支と川かわ先せん輩ぱいのことが」

「───待って」

　瑠る璃り子こがようやく復活したかと思ったら、鋭するどく刺さすような口調で小町を制した。

「小町さん、本当にうちの取材を許可すれば、私たちへの干かん渉しようをやめてくれるの？」

「はい。私は約束を守る方です」

　その返事を聞き、瑠璃子は何かを思い悩なやむ。

　が、ここは絶対に断っておくべきだ。小町は『約束を守る方』だとは言っているが、『約束を守る』とは言っていない。つまりこいつには、端はなから約束を守るつもりなんてないのだ。

「眞ま壁かべ先輩、何を悩むことがあるのですか。こう見えて私の推すい理りの力は本物ですから、葵あおいさんの捜そう索さくには必ずお役に立てるはずですよ。それに干支川先輩のことで私が鬱うつ陶とうしいのならいい機会ではありませんか。……それとも、もしかしたら」

　刹せつ那な、小町の氷のような瞳ひとみが瑠璃子を捉とらえた。




「───何か、私に調べられると困ることでもおありですか？」




　一いつ瞬しゆんだけ、瑠璃子が怯ひるんだように見えた。

　だが、やましいことなどあるはずもない彼女はすぐに落ち着きを取り戻もどし、小町に挑いどむように宣言する。

「い、いいよ……！　なら、好きなだけ取材するなり調べるなりすればいいじゃない。その代わり約束だよ。もう二度と、圭けい一いち君と私のことを邪魔するようなことはしないで」

「ありがとうございます。眞壁先輩ならきっとそう言ってくれると思っていました。それでは皆みなさんごきげんよう。おやすみなさい」

　小町はそう言って満足げに微ほほ笑えみ、再び棺かん桶おけの中へと戻もどっていった。

　おやすみ小町、良い夢を───、

　とでも言うと思ったか、この不法侵しん入にゆう者め！

　すかさず俺が棺桶の蓋ふたを開けると、中は完全に小町仕様のベッドと化していた。底にはちゃんとマットが敷しいてあり、その上には毛布にくるまった小町がちんまりと横になっている。

　なんかこいつ、巣す穴あなにこもった小動物みてぇだな……。

「……なんですか。私は眠ねむいのです。用がないのならさっさと閉めて下さい」

　小町がさも迷めい惑わくそうに俺を睨にらむ。なんだこの俺が悪いみたいな空気は。

「用ならある。お前、今日はどうやって部室に入ったんだよ」

　職員室で部室の鍵かぎを借りたのは俺だ。そして部室の鍵を開けたのも俺だ。なのに小こ町まちの方が俺たちよりも先に部室に入って昼ひる寝ねをしていたというのはどう考えてもおかしい。

「……干え支と川かわ先せん輩ぱい、これ、なんだかわかりますか？」

　小町は面めん倒どう臭くさそうにむくりと起き上がり、ポケットから一本の鍵を取り出して見せた。

「合鍵、だと……？　お前、いつの間にそんなものを作ったんだよ」

「先輩、よく見て下さい。これは合鍵ではなく万能鍵です。この部室棟とうの錠じようなら全部これ一本で開けられますよ」

「人はそれを犯罪と言うんだが」

「人聞きの悪いことを言わないで下さい。これはトリックを検証するために試験的に作ってみただけの物です。別に悪用はしていません」

「いや、実際にそれを使って部室に入ってるから犯罪だよな」

「何を言いますか。ミステリ研の部員がミステリ研の部室に入って何が悪いのです。むしろ堂々と部外者を連れ込む先輩の方がよほど問題です。といいますか眞ま壁かべ先輩と密室で二人きりになって一体何をするつもりだったのですかこのエロカワ先輩は」

「小学校のときの渾あだ名なで俺を呼ぶな。俺はただ大事な話を……、って、ああああッ───!?　こ、小町っ、お前、俺の話を全部聞いちまったよな!?」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。私眠ねむっていたので、超ちよう能のう力りよくがどうだのスリープ・リーディングがどうだの、全く聞いていませんでしたから」

「しっかり全部聞いてんじゃねぇか!?」

「ご安心下さい。私非科学的な話は一いつ切さい信じない主義ですから。先輩のことは『好きな女子の気を引きたくて、ついホラ吹ふいちゃったイタイ高校二年生』程度にしか認にん識しきしていませんよ」

「それはそれで嫌いやすぎるんだが───!?」

　俺は『クラスに一人はいる自じ称しよう霊れい能のう力りよく者』と同等の扱あつかいを受け、脆もろくも崩くずれ落ちた。

　これまで利用されるのが嫌で超能力のことを隠かくし続けてきたのだが、まさか利用されるでもなく、単なるホラ吹ふきとしてバカにされる日がこようとは……。

　そのとき瑠る璃り子こは、無言で小こ町まちのことを睨にらみ付けていた。いかに人じん畜ちく無害そうな彼女でも、さすがに小町のことはむかつくらしい。

　この面子めんつで休日に集まるなんて、今から先が思いやられるんだが……。
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　眞ま壁かべ邸ていは、想像を絶する豪ごう邸ていだった。

　何がすごいって、とりあえず広すぎて敷しき地ちの端はしから端までを見渡わたすことができないのがすごい。しかも贅ぜい沢たくにも、その敷地の大半が緑豊かな日本庭園になっているのがまたすごい。

　で、その中には北側がわから順に、




　モダン和風建築の『新館』

　豪ごう華か数す寄き屋や造りの『母おも屋や』

　大正ロマンの面おも影かげを残す二階建ての『離はなれ』

　六棟とうの蔵くらが立ち並ぶ『倉庫区画』




　が、それぞれ日本庭園に溶とけ込むように佇たたずんでいる。

　これはもはや個人宅に見えない。むしろ超ちよう高級旅館と言われた方がよほどしっくりとくる。

　まさか瑠る璃り子こがこんな金持ちの家のお嬢じよう様だったとは……。

　五月十六日、土曜日の昼下がり。

　俺はそんな眞壁邸母屋の縁えん側がわに腰こしを下ろし、一人広大な日本庭園を眺ながめていた。

　現在、小こ町まちはこの敷地内で行方ゆくえ不明（迷子）になっている。

　しかもあのクソガキ、何な故ぜか電話にもメールにもラインにも応じない。

　そのせいで瑠璃子は小町を探しに行ってしまったため、俺は今ここでこうして放置されているのだ。

　暇ひまな上、場ば違ちがいすぎて落ち着かない。

　こういうときって何をしていればいいのだろうか。携けい帯たいをいじって時間を潰つぶすのもなにかもったいない気がするし……。

　するとそのとき、庭木の陰かげからふらりと一匹ぴきの三み毛け猫ねこが現れた。

　俺はとりあえず、気を紛まぎらわせるためにそいつに近寄り、小さな頭を撫なでてみる。

　初しよ対たい面めんだから逃にげられるかと思いきや、いきなりゴロゴロ言われた。異様に人懐なつっこい。多分瑠璃子に甘々に育てられたのだろう。

　十七匹も猫を飼っていると言われ、どんな猫屋敷だよと思っていたが、何の事はない。この家なら百匹飼っても問題なさそうだ。きちんとトイレの躾しつけができれば、だが。

　そんなことを思いながら猫と戯たわむれていたら、不意に着物姿の女性───眞壁　翠みどり───から声をかけられた。

「───干え支と川かわ君、お茶の用意ができたのだけど、よかったらご一いつ緒しよにいかがかしら？」

　こうして彼女と対面するのは見み舞まいに来てもらったとき以来だ。

　あのときからやたらといい女だとは思っていたが、大金持ちの家の後ご妻さいと聞けば妙みように納なつ得とくだな。お前らみんな金好きすぎだろ。

　……とは面と向かって言えるはずもなく、とりあえず社交辞令を返しておく。

「じゃあ、頂きます。すみません、気を遣つかってもらって」

「ううん、そんなに畏かしこまらないで？　ここを自分の家だと思って寛くつろいでもらえると嬉うれしいわ」

「……はい。ありがとうございます」

　とりあえず適当に相づちを打っておいた。が、六畳じよう一間のボロアパートに住んでいる俺がこんなところを自分の家だと思えるわけがない。

「じゃあ、上がってらっしゃい」

　そう言って、翠みどりさんは庭園に面した部屋の障しよう子じを次々と開放してゆく。

　するとその障子の先は大きな広間になっていて、そこに茶と菓か子しが用意されていた。

　俺は誘さそわれるままその広間に移動し、腰こしを下ろす。

　……が、やはり落ち着かなかった。

　翠さんが向かいに座っているせいもあるが、それ以上に部屋が広い。広すぎる。

　面めん倒どう臭くさくていちいち畳たたみの枚数を数える気にもなれないが、これはおそらく百畳敷じきというやつだ。しかも壁かべには時代がかった故人たちの遺い影えいがずらりと並べられている。

　どんだけ由ゆい緒しよ正しいんだよ眞ま壁かべ家。本当に俺なんかが敷しき居いを跨またいでよかったのか。




　ん……？




　ふと、一枚の遺影に目が留まった。

　そこには何な故ぜか生きているはずの瑠る璃り子こが写っている……かに見えたが、よく見るとそれは別人だった。

「……瑠璃ちゃんに、よく似ているでしょう？」

　そう言った翠さんは、どこかもの悲しげに微ほほ笑えんでいた。

「もしかして、あの人が葵あおいさんですか……？」

「あら、もう葵のことまでご存知なのね？」

　しまった。

　俺は瑠璃子から、葵さんを捜さがしていることは誰にも口外しないよう釘くぎを刺さされてるんだった。

　瑠璃子はああいう性格だから、継まま母ははである翠さんに気き兼がねしている。

　それなのに、これでは『あなたの義理の娘むすめから、母親に関する相談を受けました』と自ら言っているようなものだ。

　ここはなんとかして誤ご魔ま化かさなければ。

「……すみません。実は以前、『両親とあまり似てないな』と瑠璃子さんに言ってしまったことがありまして」

「ああ、それで葵の話になったのね。瑠璃ちゃんは葵の生き写しみたいな子だものね」

　葵あおい……？

　そういえばさっきから呼び捨てだな。まるで旧知の仲みたいだ。

「もしかして、翠みどりさんは葵さんとお知り合いだったんですか？」

「あら、そこは瑠る璃りちゃんから聞いてないのね？　知り合いも何も、葵は私の妹よ？」

「えっ……？」

　意外な事実だった。

　つまり翠さんは、瑠璃子の継まま母ははであるのと同時に、血けつ縁えん上は伯お母ばでもあったのだ。

　しかしだとすると、信じられない若々しさだな。

　葵さんの姉ということは、若くても三十代後半以上のはずなのに、どう見ても二十代くらいにしか見えない。これがいわゆる美び魔ま女じよというやつか。

「……あれからもう十年も経たつのね……。なんだか、葵がいなくなったなんてまだ信じられない……。ある日突とつ然ぜんひょっこりと帰ってきて、何事もなかったようにまた平へい穏おんな暮らしに戻もどれるんじゃないかって、そう思わずにはいられないわ……」

　翠さんは寂さびしげに葵さんの遺い影えいを仰あおぎ見ながらそう言った。いかにも辛つらそうだ。

　だが俺は、その言葉に激しい違い和わ感を覚えた。

「……でも、もし葵さんが帰ってきたら、この家の奥さんって二人になりますよね」

　訊ききにくいことをズバッと訊いてみる。すると、

「そのときは私が身を引くつもりよ。私ね、本当はわかっているの。夫の総そう司しさんと、それに瑠璃ちゃんにとって一番大切なのは、やっぱり葵なんだって」

　返答に窮きゆうするかと思いきや、翠さんはあっさりと答えてしまった。

「でも、それじゃあ翠さんが……」

「いいのよ。私はそれがわかっていて葵の代役をやっているの。私は、私の大切な人たちが幸せでいてくれればそれでいいわ」

　そう言った翠さんは、諦あきらめとも慈じ悲ひとも取れる穏おだやかな笑えみを浮かべていた。

　涙なみだぐましい話だな。……それが本心なら、だが。

　あっさりと『身を引く』なんて答えられるのは、彼女が『ものすごくいい人』か、もしくは『絶対に眞ま壁かべ葵が戻って来ないと確信している人物』かの、どちらかだからだ。

　もしも後者だとすると、この人は失しつ踪そう事件に関かん与よしている可能性さえ出てくる。

　なにせ葵さんがいなくなって得をしたのは、おそらく彼女だけなんだからな。

「……すみません、変なことを訊いてしまって」

「ううん、気にしないで。私、むしろ安心したから。干え支と川かわ君って、本当に瑠璃ちゃんのことが好きなのね」

「ゴフッ!?」

　俺は盛大に茶を噴ふいてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　翠みどりさんはフキンで甲か斐い甲が斐いしく零こぼれた茶を拭ふいてくれる。が、

「ゴホッ！　ゴホッ、ゴハッ！　だ、大丈夫じゃないですよ！　今の話の流れでなんでそうなるんですかゴホッ！」

「だ、だって、キミが瑠る璃りちゃんのことを本気で心配してくれてるみたいだったから……」

「お、俺は単に疑問に思ったことをすぐ口にしてしまう質たちで……！」

「ふふっ、じゃあそういうことにしておくわね。ふふふっ」

　くっ……!?　手玉に取るつもりが、逆に取られている……!?

　どうにも俺は瑠璃子の家系の女には弱いらしい。こいつらどうして揃そろいも揃ってこんなに美人でお人ひと好よしなんだよ。これじゃあ疑ってる俺の方が悪者みたいじゃないか。

　決まりが悪くなった俺は、とりあえず翠さんから意識を逸そらそうと、縁えん側がわからついて来た三み毛け猫ねこに茶ちや菓が子しを一切れやってみた。すると……、

　おお、食ってる食ってる。猫って茶菓子なんて食うんだな。

　なんて思っていたら、うなーん、うなーん、と鳴き声を上げ、別の二匹ひきの猫も大広間にやって来た。

　なんだ、お前らも欲しいのか。

　茶菓子をやってみると、食べる食べる。さてはこいつら、普ふ段だんからもらってるな。

　って、お、おい……？

　うなーん、うなーん、うなーん、うなーん、うなーん。

　追加で五匹やって来た。マジか。俺の菓子が……、まぁいいけど……。

　俺は菓子を大放出してやったが、猫どもはもっともっとと俺にすり寄ってくる。

　お前ら、猫のくせに俺より人間に対して警けい戒かい心がないのってどうなんだよ。

「ぷっ……、干え支と川かわ君、本当に瑠璃ちゃんの言っていた通りなのね」

　翠さんが吹ふき出し、くすくすと笑う。

「言っていた通り……？」

「その子たちね、瑠璃ちゃん以外には懐なつかないのよ。うちの家族にさえね」

「は？」

　思わず素すで聞き返してしまった。だってめちゃめちゃ懐いてるし。

「多分、一度捨てられてしまったからでしょうね。人間のことを全然信用していないの。でも、ときどき干支川君みたいな例外の人がいてね、そういう人見つけると、こうして際限なく甘えるのよ。きっとこの子たちには本当に優やさしくていい人がわかるのね」

「……俺は優しくていい人なんかじゃないんですが？」

「ふふっ、だから、そういうところが瑠璃ちゃんの言っていた通りなの。いつも無愛想で、そっけなくて、可愛かわいい猫を見てもにこりとも笑わないのに、本当は誰だれよりもお人好しで優しい人。ね、そのまんまでしょう？」

「やめて下さい。合ってるのは前半部分だけです」

　が、八匹ぴきの猫ねこにすり寄られながら言っても全然凄すごみが出ない。ムツゴ○ウさんかよ俺は。

　そうしているうちに、廊ろう下かから二人分の足音が聞こえてきた。

「あ、瑠る璃りちゃんたちが戻もどってきたみたいね。干え支と川かわ君、葵あおいが戻ってきたらって話をしたこと、あの子には内ない緒しよでお願いね？」

　翠みどりさんは人差し指をぴんと立て、悪戯いたずらっ子のようにウィンクをしてみせた。その姿はやっぱり二十代くらいにしか見えない。眞ま壁かべ家のアラフォーは化け物か。

「───圭けい一いち君、遅おそくなってごめんね……って、わわっ？」

　瑠璃子が戻ってくると、猫どもが一いつ斉せいに俺から離はなれて彼女にすり寄っていった。おかげで瑠璃子が着ているシルクシフォンワンピースが一いつ瞬しゆんにして猫の毛まみれになるが、それでも彼女は嫌いやな顔一つせず、柔やわらかい笑え顔がおで猫どもと戯たわむれる。

　で、そのすぐ後ろには、無事連れ戻された小こ町まちの姿もあった。今日の彼女はドルマンスリーブブラウスにショートデニムを合わせていて、制服姿のときよりもさらに幼く見える。迷子という言葉がこれほどしっくりとくる高校生も珍めずらしいだろう。

「……それで小町、お前は一体どこへ行ってたんだよ」

「蔵くらの中です」
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「よし、瑠る璃り子こ、すぐに１１０番通報を」

「先せん輩ぱい、早まらないで下さい。私はただ怪あやしい人物を追っていただけです」

「偶ぐう然ぜんだな、今ちょうど俺の目の前にも怪しい人物がいるんだ」

「偶然ですね、私の目の前にもいます。って真ま面じ目めに聞いて下さい先輩。今はこんな漫まん才ざいをしている場合ではないのです。実は───」

　彼女の言い分は、以下の通りだった。




　それは、小こ町まちが俺たちとはぐれてしまってからすぐのことだった。

　彼女はどうも新館の辺りで迷っていたようで、そのことを瑠璃子に伝えるために電話をかけようとしていたらしい。

　ところがそのとき、彼女の前に一人の怪しい人物が現れた。




　顔には般若の面、体には白装束、右手には刃は渡わたり30～40cmほどの大鉈───、




　どう見ても不ふ審しん者だった。

　だがそれを見て、不審者生態ピラミッドの頂点に君くん臨りんする小町は思った。

　───とりあえず、捕つかまえてみましょう。

　まるで登校中に偶然カブトムシを発見した小学生男子の反応である。

　というわけで、俄が然ぜん猛もう然ぜん、般はん若にやに向かって走り出す小町。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出す般若。

　絵的には捕ほ食しよく者と被ひ捕食者の関係が完全に逆転してしまっていたが、とにかくそういう珍ちん妙みような追いかけっこが昼下がりの眞ま壁かべ邸ていで繰くり広げられた。

　その走り方や体格から察するに、般若はおそらく女性だった。

　足の速さは遅おそくもなく、速くもなく、普ふ通つう。

　それに対し、小町の１００ｍ走の平均記録は十三秒台前半らしい。これは運動部に所属していない女子としてはかなりの俊しゆん足そくであり、般若捕ほ獲かくは時間の問題だと思われた。

　ところが、小町は追いつけなかった。

　何な故ぜならその般若は、建物や植しよく栽さいの死角を巧たくみに利用し、小町から身を隠かくすように逃げ続けたからだ。

　そして激走の末、小町は倉庫区画の辺りでついに般若を見失ってしまう。

　しかしあの走力差で振ふり切られるはずはない。きっとこの辺りに隠れたのだろう。

　そう考えた小町は蔵くらの中を調べに行ったのだが、それが裏目に出た。

　彼女は蔵の中程まで入ったところで、まんまと般若に外側がわから扉とびらを閉められ、さらに南ナン京キン錠じようまでかけられてしまったのだ。




「───というわけで、私は蔵くらの中から出られなくなっていたのです」

　俺は軽く目め眩まいを感じてしまった。

　こいつ、なに他人の家で勝手に不ふ審しん者王座決定戦を繰くり広げてるんだよ。小人さんが他人の家で勝手にやっていいのは借りぐらしまでと相場が決まっているはずだろうが。

「なんですかその目は。先せん輩ぱい、今絶対何か失礼なことを考えてますよね」

「……別に。そんなことよりお前、不審者を見かけたのならまずは俺たちなり警察なりに連れん絡らくしろよ。そんなの自分で追いかけたら危ないだろうが」

「別に問題なかったと思います。私こう見えて武道の心得もありますので」

「だからって鉈なたを持っている相手に単身丸まる腰ごしで突つっ込む奴やつがあるかよ。って、今はこんなこと話してる場合じゃないか。瑠る璃り子こ、翠みどりさん、早くこのことを警察に通報しないと」

　最近は資産家を狙ねらう物ぶつ騒そうな事件も多い。だから冗じよう談だん抜ぬきでただちに彼女たちの身の安全を確保すべきだと思った。

　……ところが、

「ふふっ、大だい丈じよう夫ぶよ干え支と川かわ君、小こ町まちさんが見たのはただの『鬼おに』だから」

　翠さんは、何な故ぜかおっとりとした笑えみを浮かべたままだった。

「鬼……？」

「ええ。実は今日はね、この地域一帯で『雛ひな森もり祭り』っていう鬼祭りをやっているの。それで青年団の方たちが『鬼』に仮装して街中を徘はい徊かいしているのよ」

「じゃあ、小町が見たのはその青年団の……？」

「ええ、そうよ。うちにはお祭りで使われる祭具用の蔵もあってね、あの般はん若にやの子、備品の補ほ充じゆうのために訪ねてきていたのよ。でも私、あのときちょうどここでお茶の用意をしているところだったから、インターフォンで勝手に入って持って行っていいわよって言っちゃったのよね。あの子が来たのは新館の玄げん関かんで、ここからだと歩いて十分はかかる距きよ離りだったから」

「……なるほど、そういうことでしたか」

　眞ま壁かべ家には、新館と母おも屋やの付近にそれぞれ専用の門と玄関がある。また、それとは別に来客用の駐ちゆう車しや場じようを備えた西門もあり、それぞれが徒歩十分ほどかかるくらい離はなれている。

　この仕様は一見豪ごう華かだが、実は来客時にマラソン必至の構造である。あまりに家が広すぎるというのもちょっと考えものだった。

「……ということは、やっぱり一番の不審者は小町だったってことだな」

　俺は睨にらみ付けるが、小町はまるで反省の色を見せない。

「何を言いますか。私はこの家の安全を思って追いかけたというのに」

「噓うそ吐つけ、どうせ半分くらいは好こう奇き心しんだったんだろ」

「そんなことはありません。むしろ九割方好奇心でした」

「一応、残りの一割が何だったのかも訊きいておこうか」

「もちろん、知的探究心です」

　悪びれもせず言い切る小こ町まち。もはやつっこむ気も起きない。

「そもそも、事情があったのなら逃にげずに説明してくれればよかったのです。やましいことがないのに逃げる意味がわかりません。しかも私を蔵くらに閉じ込めるなんて悪質だと思います」

　たしかに、それについてはこいつの言い分にも一理あるように思えた。

　しかし瑠る璃り子こは、苦笑しながら小町をなだめにかかる。

「ごめんね小町さん、気持ちはわかるけど、今回は大目に見てあげてくれないかな？　多分その鬼おにの人、相当酔よっ払ぱらってたんだよ」

「どうしてそんなことがわかるのでしょうか。眞ま壁かべ先せん輩ぱいはあの般はん若にやには直接会っていないはずですよね？」

「あのね、雛ひな森もり祭りには、鬼役の人たちにたくさんお酒を飲ませておく変な習慣があるんだよ。だからお酒に慣れてない若い鬼役の人はときどきはめを外しすぎちゃうことがあるの。勢い任せに暴れて屋台を薙なぎ倒たおしちゃったりとか、人の家に勝手に上がり込んで眠ねむりこけちゃったりとか、他ほかにもいろいろとね」

「……なるほど。随ずい分ぶん豪ごう快かいなお祭りなのですね」

「うん。だから多分、その鬼の人は追いかけられたことに驚おどろいて逃げちゃって、その後腹いせに小町さんを倉庫に閉じ込めちゃったんじゃないかな。酔った勢いで」

「ふむ……。そうなのでしょうか……」

　小町はどこか釈しやく然ぜんとしない様子ながらも、その場は一いつ旦たん引き下がった。

　だが、この件に関しては俺もちょっと引っかかるな。

　酔っ払っているからといって、追いかけられたら逃げてしまうものだろうか。それにそもそも、正常な判断ができないほどに泥でい酔すいしている人間が走り回ったりできるものだろうか。

「……やっぱりあの般若の子は私が案内しておくべきだったわね。ごめんなさいね、小町さん、怖こわい思いをさせてしまって」

　翠みどりさんが丁てい寧ねいに頭を下げるのを見て、俺はそれを止めに入った。

「いや、翠さんが謝る必要なんてないですよ。元はと言えば勝手にはぐれた小町が悪いんですから。あと怖い思いをしたのはこいつじゃなくて、むしろ青年団の方かただったと思いますし」

　よく考えたら、俺もこんな凶きよう悪あくな小人に追いかけられたら逃げるな。軽くホラーだ。

「失敬です。私ははぐれてなどいません。むしろ先輩方が私からはぐれたのです。あと私のどこが怖いというのですか。どこからどう見ても儚はかなげな美少女ではありませんか」

「お前は本当に口が減らないな」

　俺は脳天にゲンコツを食らわしてやりたい衝しよう動どうを抑おさえつつ、小町の両頰ほおを摑つかんでおもいきり引っ張ってやった。口から出任せも大たい概がいにしやがれ。

「しょのことふぁ、しょっくりしょのままおかえひひまふゅ（その言葉、そっくりそのままお返しします）」

　小こ町まちは小町でおもいきり俺の両頰ほおを引っ張り返してきた痛い。お前どんだけ負けず嫌ぎらいなんだよ痛い。とにかく延々びよびよと引っ張り合う痛い。

　翠みどりさんと瑠る璃り子こはそんな俺たちの様子を見てくすくすと笑っていた。なにかこっち側がわとあっち側で明らかに世界が違ちがう。これが世に言う格差社会か。

「いいはへんにへをははへよ……！（いい加減に手を離はなせよ……！）」

「しぇんはいがはにゃしぇははにゃしまふゅ……！（先せん輩ぱいが離せば離します……！）」

　眞ま壁かべ家の昼下がりは、どこまでものどかだった。





＊






　立ち並ぶ屋台の照明が、夜の境けい内だいを煌こう々こうと照らす。

　軽快な祭り囃ばや子しが耳に心地ここち良く、道行く人たちは皆みな一様に笑え顔がおを浮かべていた。

　同日、午後八時過ぎ。

　俺と小町は瑠璃子に連れられ、雛ひな森もり山という小さな山の中にある『雛森神社』を訪おとずれていた。

　今ここで開かい催さいされているのが、例の雛森祭りだ。地元のマイナーな祭りにしては人ひと出でも出で店みせの数も相当多く、かなりの盛せい況きようぶりである。

　見れば境内の広場では、酒に酔よった般はん若にやが大きな鉈なたを振ふり回しながら小さな子供たちを追い回していた。追われるスリルを楽しんでいるのか、子供たちも大はしゃぎだ。

「……なぁ瑠璃子、あれってやっぱり玩具おもちやの鉈なのか？」

「うん、たしかアルミ製だよ。あ、でもね、おもいきり叩たたかれたら意外と痛かったりするから、あまり侮あなどっちゃダメだよ？」

　瑠璃子は悪戯いたずらっぽくそう答えた。が、俺は冗じよう談だん抜ぬきで侮れないと思った。

　アルミ製だと、ぱっと見では玩具と本物の区別がつかない。それってかなり危険なことのような気がするのだが。

　一方、小町は我関せずな様子で金魚掬すくいに没ぼつ頭とうしていた。

「っていうか小町、お前一体何匹びき掬うつもりなんだよ。そんなにたくさん飼えんのか」

「問題ありません。眞壁先輩の家に大きな池がありました」

「自分で飼う気ゼロだよこいつ……。何のために金魚掬ってるんだよ……」

「それはもちろん、この干え支と川かわ先輩の理性並に薄うすくて脆もろいポイ（金魚を掬うための道具）の水濡ぬれ耐たい久きゆう性せいをテストするためです」

「俺の理性並に頑がん丈じようなら余よ裕ゆうで全部掬えるな」

「あ、破れました」

「お前ホントいい性格してんな……」

　わざと破るよう仕向けたのだが、それでもなんかむかついた。

　それまで青ざめていた店主がようやくほっと胸を撫なで下ろし、小こ町まちが掬すくった金魚をビニール袋ぶくろに入れて差し出してくる。その数なんと十九匹ひきだ。

「本来ならあと十匹は余よ裕ゆうでいけたのですが……」

　小町がぼそりと呟つぶやくと、店主の肩かたがびくりと震ふるえた。

　それから小町はぱたぱたと林りん檎ご飴あめの屋台に突とつ入にゆうし、それを食べきらないうちにとてとてと射しや的てき屋に入り、そこから出るなりさらにたこ焼きとわたあめを購こう入にゆうした。

　って、なんで俺いつの間にか荷物持ちやらされてんだよ……。

「お前、瑠る璃り子こんちであれだけ夕飯を食ったのに、よくまだ食えるな」

「私の頭は回転が速い代わりに大量のブドウ糖を必要とするのです」

「瘦やせの大食いってやつか……」

「あ、あんなところにお面屋が」

　小町はまた興味を惹ひかれた屋台に飛んで行ってしまった。まるで小学生だ。

「ふふっ、可愛かわいいよね、小町さんって。私もあんな風に可愛く生まれてきたかったな」

「どんなナイトメアだよそれは。俺は月の代わりにスッポンが浮かぶ空なんて見たくないぞ」

「え……。それってつまり、私の方が好みだって言ってくれてるのかな……？」

「あれと比べたらなんだって好みだ」

「むぅ……。でもそう言う割には、圭けい一いち君って小町さんとだけは自然体で話すよね」

「無視すると信じられない報復をされるからな。別に好きで話してるわけじゃない」

「そうなんだ……」

　瑠璃子は納なつ得とくしたようなしていないような、微び妙みような上うわ目め遣づかいで俺を見る。何なんだよ一体。

　そこへ、小町があどけない笑えみを浮かべながら、小走りで戻もどってきた。

「───お二ふた方かた、いいものを見つけましたよ」

　彼女は早さつ速そく、屋台で購こう入にゆうした面を被かぶってみせる。

「お、それ、鬼おにが被ってるのと同じ般はん若にやの面か？　そんなのまで売ってるんだな」

「………………」

　だが小町は、自分から話しかけてきておいて返事をしない。面を被ったまま、何な故ぜか棒立ち状態である。

「小町……？」

　訝しく思った俺が呼びかけると、彼女はおもむろに面を外した。が、その表情からは、先ほどまでの笑えみがすっかり消えてしまっている。

「……すみません、私は少し疲つかれたのでそこのベンチで休んでいます。お二人はどうぞお気になさらず遊んできて下さい」

　そして彼女はそのままベンチに座り、何やら考え事を始めてしまった。

　童顔の割にクールな小こ町まちの瞳ひとみが、徐じよ々じよにその鋭するどさを増していく。

　あれはどう見ても疲つかれたなんて様子ではない。むしろ周りが見えないほどに集中している感じだ。いつもながら何を考えているのかさっぱりわからない奴やつである。

「じゃあ、私たちも少し休もっか。圭けい一いち君、小町さんの荷物を抱かかえちゃってるしね」

　それもそうだと思い、俺も瑠る璃り子こと一いつ緒しよに小町の隣となりのベンチに腰こしを下ろすことにした。

　それからしばらくの間、俺と瑠璃子はそこで他愛たわいのない世間話をしていた。

　そして小町はというと、その脇わきでさっき買ったわたあめやらたこ焼きやらをはむはむと食べながら、相変わらず考え事に没ぼつ頭とうしているようだった。

　こいつは普ふ段だんから変な奴だが、今はそれに輪をかけて変な気がする。たしかこうなったのは、あの般はん若にやの面を被かぶった直後からだが……、

「瑠璃子、そういえばこの祭りって、やたらと般若を前面に出してるよな」

「うん。だって雛ひな森もり祭りって、元々は般若の祟たたりを鎮しずめるためのお祭りだったからね」

「ってことは、御ご霊りよう信しん仰こうか……。道理で祭りが盛大なわけだ」

「わ、そういうのに詳くわしいんだね。ちょっと意外」

「自分が超能力者こんなだからな。一応オカルト方面の知識は一通り身につけたんだよ」

「あ、納なつ得とく……。って、ごめんね、外でそんな話させちゃって」

「気にすんな、これくらいなら誰だれにもわかりゃしねぇよ。それより、ここの祟り神ってどういう経緯で祀まつられてるんだ？」

　神社で般若が祀られるなんて相当特とく殊しゆだ。何な故ぜなら般若は仏教用語だからな。

「えっと……、私もそんなに詳しくは知らないんだけど、たしか……」

　瑠璃子は記き憶おくの糸を手た繰ぐりながら、この地に残る伝承を話してくれた。




　───それはまだ、平安時代だった頃ころの話。




　かつて、この地には身分の低い一人の受ず領りようがいた。

　そんな彼は幸運にも、とても身分の高い貴族女性に求愛され、彼女と結けつ婚こんすることになる。

　しかし、受領の目当ては彼女の身分や財産であったため、彼は結婚してからもかねてからの恋人『綾あや姫ひめ』との逢おう瀬せを重ねるばかりで、妻には見向きもしなかった。

　すると当然、彼の不ふ倫りんを知った妻は激げき怒どした。

　そしてその怒いかりの矛ほこ先さきを不倫相手に向けた妻は、綾姫を政略的な罠わなにかけ、謀ぼう殺さつしてしまう。

　結果、受領は綾姫の死を嘆なげき悲しむあまり病に臥ふせ、妻の復ふく讐しゆうは見事果たされたかのように思われた。

　……ところが、

　それから数日が経たったある日の深夜、その妻の前に死んだはずの綾あや姫ひめが般はん若にやとなって現れる。

　そして妻は、その般若に鉈なたでめった打ちにされ、あえなく惨ざん殺さつされてしまった。

　しかも翌日には妻の父が、さらにその翌日には兄が、同様に殺された。般若は妻を殺すだけでは飽あき足らず、彼女の一族の者を見境なく襲おそうようになったのだ。

　一族郎ろう党とうは、夜よ毎ごと現れては惨殺を繰くり返す般若に恐きよう怖ふした。

　そこで彼らはどうにかして綾姫の祟たたりを鎮しずめようと、彼女を祀まつる神社を造ることにする。

　その際に建造されたのが、今でいう雛森神社だ。

　不思議なことに、神社ができてからは、般若はぱたりとその姿を現さなくなったのだという。

　だがこの地では、何な故ぜか未いまだに十年に一度、必ず原因不明の死者や行方ゆくえ不明者が出る。

　そのため人々はいつしかそれを般若の祟りだと信じるようになり、祭りを行うことによってその災さい厄やくを回かい避ひしようとする習わしができた。

　それこそが、この雛森祭りの原型なのだ。




「……なるほど。つまりこの地域で言う般若ってのは、『鬼おにになった女』って意味なんだな」

「うん、そうだよ。っていうか、もしかして他よ所そでは違ちがうの？」

「まぁな。でも、日本ではいろんな宗教がごっちゃに混ざっちまってるから、呼び方なんて別にどうだっていいんじゃねぇの。まさか本当に神がいるわけでもあるまいし」

　いもしないものに名前を付けるなんて、エア友達に名前を付けるのと同じくらいイタイ行こう為いだ。だから神の呼称が正しいかどうかなんてマジでどうでもいい話である。

　ちなみに俺が思うに、もしもこの地の伝承が史実だとするなら、般若の正体はおそらく受ず領りよう（またはその部下）だ。

　彼は綾姫を殺されたことに逆さか恨うらみをし、財産と身分の乗っ取りも兼かね、妻とその一族の者を手にかけていったのではないだろうか。

「もう……、圭けい一いち君、そんなこと言ってたら祟られちゃうよ？」

「は？　なに言ってんだお前？　祟りなんてあるわけ」

「あるよ。般若の祟りは実在するの」

　珍めずらしく、瑠璃子が語気を強めた。

　その表情はどこか張り詰つめていて、いつもの穏おだやかな彼女とは明らかに様子が違う。

「あのね圭一君、真ま面じ目めな話、この地域では十年に一度、大体このくらいの時期になると本当に原因不明の死者が出たり、行方不明者が出たりするの。だから絶対に般若の祟りを甘く見ちゃダメだよ」

「そんなもん、偶ぐう然ぜんたまたまだよ。それに普ふ段だんは気付かないだけで、原因不明の死者や行方不明者なんて毎年いくらでも出てるだろ」

「私のお母さんがいなくなったのもちょうど祟りの年だった、って言ってもそう思う？」

「……………」

　なるほど、瑠る璃り子こが神経質になっているのはそのせいか。

　葵あおいさんが失しつ踪そうしたのはちょうど十年前だ。

　そして十年前が祟たたりの年だったというのなら、今年もそうだということになる。

　正直祟りなんてバカバカしいと思うが、瑠璃子の気持ちを考えると、これ以上反論する気にもなれなかった。

「……本当はね、十年前にいなくなるはずだったのは、私の方なの」

「どういう意味だよ、それ……？」

「私はね、あのとき般はん若にやに生いけ贄にえとして選ばれてたんだよ。その証しよう拠こにあの頃ころの私、本物の般若に何度も迎むかえに来られてたもの」

「あるわけないだろ、そんなこと。大方昼間の小こ町まちみたいに、祭りの鬼おにでも見たんだろ」

「お父さんとお母さんにも同じことを言われたよ。私は般若に迎えに来られる度たびに高熱にうなされて両親に泣きついたんだけど、二人には本物の般若は見えなかったみたいで、それはきっと青年団の人だよってなだめられて……。そして熱が引いたときには、お母さんはもういなくなってたの。今にして思えば、お母さんはきっと私を守ろうとして、私の代わりに連れていかれちゃったんだよ。私の……、私のせいでお母さんは……」

　瑠璃子が今にも泣き出しそうになる。だが、




「───落ち着いて下さい、眞ま壁かべ先せん輩ぱい」




　いつの間にか、小町が考え事から復帰していた。

「葵さんがどうしていなくなったのかも、今どこにいるのかも、必ず私が突つき止めてみせます。ご自身を責めるのは真相がわかってからでも遅おそくはないと思いますよ」

　抑よく揚ようのない、無機質な口調だった。なのに有う無むを言わせぬ妙みような迫はく力りよくがある。

「……瑠璃子、このちんちくりんはともかくとして、俺もついてるんだから安心しろ。葵さんは必ず俺が見つけてやるから」

「何を言いますか。むしろこの私の頭脳さえあれば、エロカワ先輩のストリップ・ヒーリングなど不要です」

「なんだその使うのに風営法の許可が必要そうな技わざの名前は!?　俺のはスリープ・リーディングだからな!?　別に脱ぬいだりとか癒いやしたりとかしねぇからな!?」

「はいはい、わかりましたからそんなにムキにならないで下さい。先輩のストップ・アイドリングはすごいですから」

「俺はエンジンを切らない派なんだが!?」

「先輩、『できることからコツコツと』ですよ？」

「そこは二輪車なんだから大目に見ろよ！」

　そんな風に俺たちが脱だつ線せんしていたら、さっきまで泣きそうだった瑠る璃り子こがぷっと吹ふき出した。

　とりあえず、助かった。小こ町まちなんかでもたまには役に立つことがあるんだな。

　そう思って小町に視線を戻もどすと、背筋にゾクリと悪お寒かんが走った。

　瑠璃子を見る小町の瞳ひとみは、どこまでも凍いてつくように冷たかったのだ。





＊






　事件は、その夜起きた。




　時刻は午後九時過ぎ。天候が急変し、雷かみなりを伴ともなう激しい雨が降り始めた頃ころ。

　幸いにも、そのとき俺たちはちょうど神社から眞ま壁かべ邸ていに戻もどったところで、ギリギリで濡ぬれ鼠ねずみになることは免まぬかれていた。しかし……、

「参ったな……、俺バイクなのに……」

「参りましたね……、後ろに乗せてもらう予定だったのですが……」

「いや、ないから。俺的にも法的にもお前と二人乗りとかマジであり得ないから」

「なら、爆ばく破はしましょう」

「その前にお前が爆発しろ」

　俺と小町はこれから自宅に帰ろうと思っていたのだが、突とつ然ぜんの豪ごう雨うを前にして新館の玄げん関かんで足止めをくらっていた。

「ね、圭けい一いち君、もしよかったら、今夜はうちに泊とまっていかない？」

「いや、さすがにそれはまずいだろ。お前の親にどんな顔されるかわかったもんじゃないし」

「そんなの全然平気だよ。キミは私の命の恩人でしょ」

「それ以前に男だし、しかもお前と付き合ってる。どう考えてもヤバいだろ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。なんだったら、今お父さんに確かく認にん取ってくるよ。すぐだからちょっと待っててね」

　そう言って瑠璃子が背を向けると、小町がそれを呼び止めた。

「お待ち下さい眞壁先せん輩ぱい。私も泊めて頂けるのでしょうか」

「傘かさなら自由に持って行っていいよ。駅までは歩いて十分くらいだから、がんばってね」

　瑠璃子が笑え顔がおなのになんか怖こわい。

「わかりました。それなら今夜は干え支と川かわ先輩の部屋に忍しのび込んで泊めてもらうことにします」

　いや小町も笑顔で何言ってんだお前。泊めるわけねぇだろうが。そもそもそれ以前の問題として俺も泊まるつもりがねぇし。

「やだな、小町さん。今のはほんの冗じよう談だんだよ。ちゃんと小町さんの部屋も用意するように頼たのんでくるから心配しないで」

「私は干え支と川かわ先せん輩ぱいの部屋で構いませんよ？」

「私が構うの。いいから待っててね」

　そして今度こそ、瑠る璃り子こは廊ろう下かの奥へと消えて行った。

　二人の間に妙みようなブリザードが吹ふき荒あれていたせいで全く口を挟はさめなかったが、なんだか面めん倒どうなことになっちまったな……。

　というのも、夕食のとき聞いた話によると、瑠璃子の父親───眞ま壁かべ総そう司し───は、資産家であるのと同時に県会議員でもあるらしいのだ。

　そんなお偉えらいさんが、俺のような下げ賤せんの輩やからが大切な一人娘むすめの周りをうろついているのをよく思うはずがない。だからなし崩くずし的に泊とまっていくなんて許されるはずがないのである。

「……干支川先輩、卑ひ屈くつな根性が顔にダダ漏もれてますよ。別に眞壁家などに気き後おくれする必要はないでしょう。もっと堂々と構えていればいいのですよ」

「うるせぇよ。俺が卑屈なんじゃない。お前が誰だれに対しても尊大すぎるだけだ」

「私は天才女子高生推すい理り作家ですから、誰かに謙へりくだる必要などないのです」

「ほーう……？　ならお前は今日、葵あおいさんの行方ゆくえについて何か摑つかめたのか？　天才女子高生推理作家様なら、当然なんらかの収しゆう穫かくがあったはずだよな？」

　皮肉を込めて嫌いやみたらしく訊きいてみた。どうせたったの一日では何もわかるはずがないと思ったからだ。

　……ところが、

「ノーコメントです」

「……なんだよ、それ。収穫がなかったのならなかったって素す直なおに言えよ」

「収穫はありましたが、ノーコメントです」

「なるほど。つまり何もわからなかったのが悔くやしいんだな」

　小こ町まちはその言葉にムッとして、リュックの中から夜祭りで購こう入にゆうした般はん若にやの面を取り出し、それを俺に差し出してきた。

「……この面がどうかしたのかよ？」

「いいから被かぶってみて下さい」

「………？」

　俺はとりあえず、言われるままに面を被ってみた。すると、

「んん……？　これ、随ずい分ぶん視界が狭せまいんだな……？　周りがほとんど見えないじゃないか」

「はい、ヒント終しゆう了りようです」

　小町はそう言って、俺から面を引ひっ剝ぱがしてしまった。

「お、おいおい、今のと葵あおいさんに何の関係があるんだよ」

「ノーコメントです」

「ひょっとして、小こ町まちが神社で何か考え事をしていたのもこれのせいなのか？」

「ノーコメントです」

「小町の物は小町の物、俺の物は？」

「私の物です」

「そこは『ノーコメントです』って言うとこだろ!?」

「ノーコメントです」

　ヤバい。弁護士を雇やとったジャイ○ンを相手にしているような気分だ。これはドラ○もんがいないと勝てない。

　そうこうしているうちに、長い廊ろう下かの先から瑠る璃り子こが戻もどってきた。

「圭けい一いち君、小町さん、ＯＫ出たよ。母おも屋やの客室を使ってもいいって。今、翠みどりさんがお部屋の用意に向かってくれたから、私たちも行こう？」

「マジか……？　よくそんな許可なんて下りたな……？」

「ふふっ、許可もなにも、是ぜ非ひ泊とまっていってもらいなさいって言われたよ。お父さん、キミのこと相当気に入ってるみたい」

「なんだよそれ……？　お前の父さんおかしいんじゃないのか……？」

「干え支と川かわ先せん輩ぱい、それ卑ひ屈くつを通り越こして上から目線になってますよ。いいからさっさと行きましょう」

「お、おいっ、押すなよっ……！」

　俺は小町に背中を押され、半ば強ごう引いんに廊下を歩かされた。

　瑠璃子といい、翠さんといい、総そう司しさんといい、どうかしてると思う。俺なんかのどこに気に入る要素があるってんだよ。

　俺はどうにも腑ふに落ちないまま、瑠璃子の後について母屋の客室を目指すことになった。

　ここからだと、母屋は相当遠い。

　ざっくりとした道筋で言うと、俺たちはまず、新館と母屋を繫つなぐとんでもなく長い連れん絡らく通路を渡わたった。

　そして母屋に入ると、次は途と方ほうもなく長い廊下を南下し続けた。

　さらに母屋の南なん端たんに突つき当たると、今度はべらぼうに長い縁えん側がわに沿って進路を西へと変えた。

　改めて、眞ま壁かべ邸てい広すぎである。

　しかも縁側の窓越しに見える日本庭園は、猛もう烈れつな雷らい雨うに晒さらされてなお風流だ。一体いくら払はらったらこんな家が建つのだろうか。

「マジですごいなこの家……。もう十分は歩いてるってのに……」

「ほんと、嫌いやになっちゃうよね。どうしてこうムダに広いかな」

　俺は褒ほめたつもりだったのだが、瑠璃子はそれを否定的な意味に捉とらえたようだった。

「え、いや、ムダってことはないだろう」

「ううん、本当にムダなの。だって私たち、普ふ段だんは新館しか使ってないんだもの」

「うわ、もったいねぇ……。なんでこっちは使わないんだよ」

「だって母おも屋やの部屋って広すぎて落ち着かないんだもん。それに部屋と部屋の間が襖ふすまで仕切られているだけっていうのも、ちょっとね」

　……言われてみれば、たしかにここに実際に住むのはどうかなという気もしてきた。

　というのも、この母屋にはほとんど壁かべがないのだ。その代わりと言っては何だが、各部屋や廊ろう下かは大量の襖で仕切られている。

　この襖を全部開けたらさぞや開放的だろう。しかし、これでは逆にプライベート空間を確保することができない。それ故ゆえに落ち着かないのだ。

「眞ま壁かべ先せん輩ぱい、もしかして私たちが泊とまる部屋もこういう感じなのでしょうか」

「ううん、安心していいよ。客室は端はしっこの方にあって、ちゃんと壁で隔かく離りされてる独立した部屋になってるから」

「それは残念です。むしろ私と干え支と川かわ先輩の間に壁などいらないのですが」

「そう思ってわざわざ壁で仕切られている部屋を選んだんだよ。そういう部屋は遠いから、行くのがすっごく面めん倒どうなんだけどね」

　また二人の間に妙みような冷気が流れ出す。もう五月なのに寒いからやめてもらいたいのだが。

　俺は仕方なく、場を和なごませるために会話を繫つなぐことにした。っていうか普段は場を凍こおりつかせる側がわの俺に場を和ませるなんて、この二人どんだけ険悪なんだよ……。

「いや、それにしても、この屋や敷しきはやっぱりすげぇな。自分の家の中に遠くて行くのがめんどくさい部屋があるなんて信じられねぇよ。俺も一度はこういう家に住んでみたいもんだな」

　馴なれないことをしたらさぶいぼが立ってしまった。我ながらセリフがわざとらしすぎる。

　が、瑠る璃り子こは特にそれを気にした様子もなく、むしろどこか嬉うれしそうに応こたえた。

「なら、願えばいいんだよ」

「は？　願う……？」

「言ったでしょ。本当にお母さんを見つけてくれたら、そのときはなんでもキミの言うことを聞いてあげるって。だからこの家が欲しいのなら、そう願えばいいよ」

　笑え顔がおのまま、さらりとそんなことを言われてしまった。

　これにはあの小こ町まちでさえ目を見張る。多分俺も今、こんな顔をしているのだろう。

　だが俺は、すぐにそれが冗じよう談だんだということに気付いた。家を譲じよう渡とするだのしないだのなんて、瑠璃子にどうこうできるはずがないし、できたところで本当にもらえるわけがないからな。

「よーし、じゃあ来週にはこの家は俺のものだな。これで一気にやる気が出てきたぞ」

「ふふっ、でも圭けい一いち君、気合いを入れすぎて眠ねむれなくならないように気を付けてね」

　痛いところを突つかれてしまった。なにせ俺のやることなんて寝ねることだけだからな。やる気なんか一いつ切さいいらないし、むしろ邪じや魔まだ。




　……って、んん？




　俺はふとそこで足を止め、目を凝こらして窓の外を見た。

　今一いつ瞬しゆん、窓越ごしに見える離はなれの中に、妙みような人ひと影かげが動いた気がしたのだが……。

　いや……、これは気のせいなんかじゃないな。たしかに誰だれかがいる。離れの二階の窓から、何者かがこちらの様子をじっと窺うかがっている。

「どうしたの、圭けい一いち君？」

　数歩先で、瑠る璃り子こと小こ町まちも立ち止まる。

「……瑠璃子、あれも青年団の人間だと思うか？」

　俺は目配せをして、離れの二階を見るように促うながした。

「……？　あれって何のこと？　真っ暗で何も……」

　刹せつ那な、一ひと際きわ激しい雷らい鳴めいが轟とどろき、鮮せん烈れつな稲いな光びかりが闇やみに浮かぶその像を照らし出す。




　顔には般若の面、体には白装束、右手には巨大な鉈───、




「い、いやあああぁぁぁッッ───！」

　瑠璃子は恐きよう怖ふのあまり悲鳴を上げて後ずさった。

　なるほど、どうやらあれは青年団員ではないらしい。ということは、空あき巣すか暴ぼう漢かんかってところか。どっちにしてもろくなもんじゃないな。

「───眞ま壁かべ先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですから落ち着いて下さい。アレは私が捕まえます」

「おい、ちょっと待て小町。捕まえるってどうやってだよ」

「もちろん走ってですよ。もし抵てい抗こうするようならちょっと痛い目に遭あってもらいます」

「アホかお前は。瑠璃子よりもまずはお前が落ち着け」

「私はいつだって落ち着いてますよ。それよりも眞壁先輩、離れの鍵かぎは開いていますか？」

「あ、あそこは老ろう朽きゆう化が激しくて、今は閉めきられているはずなのに……！」

　ということは、鍵をピッキングされたか、窓を破られて侵しん入にゆうされたってことか。防犯システムも作動しなかったみたいだし、もしかしたらプロの犯行かもしれないな。

「では、眞壁先輩は念のため離れの鍵を持ってきて下さい。干え支と川かわ先輩は彼女をサポート。懐かい中ちゆう電でん灯とうと、何か武器になる物を持ってきて下さい」

「だから待てっつーの。警察への通報が先だろうが」

「それも先輩方にお任せします。悠ゆう長ちようなことをしていたらまた逃にげられてしまいますからね」

「いやそういう問題じゃなくてお前」

「私は離れを押さえます。後のことはよろしくお願いします」

　小こ町まちは俺の制止も聞かず、窓を開けるや否いなや、迷わず雷らい雨うの中に飛び出してしまった。

「あああ、くそッ───！　鉄てつ砲ぽう玉だまかあいつはッ！」

　わかっていたのに止められなかった。すばしっこすぎる。あいつ絶対小学校のときの通信簿ぼに『優ゆう秀しゆうですが、落ち着きがありません』って書かれてたタイプだ。

「け、圭けい一いち君、どうしよう……!?」

　パニックに陥おちいる瑠る璃り子こを見て、俺は盛大にため息を吐ついた。

　まったく面めん倒どうなことだが、いくら小町がむかつく奴やつとはいえ、このまま見殺しにするわけにもいかないだろう。

　俺は仕方なく、小町に言われた通り、瑠璃子を連れて鍵かぎや武器を取りに向かうことにした。

　しかし走りながら１１０番通報とか、マジで何の罰ばつゲームだよ……。





＊






　滝たきのような雨だった。

　俺も瑠璃子も傘かさを差しながら走っているが、雨あま脚あしが強すぎてほとんどその恩おん恵けいを感じられない。特に靴くつの中なんてもうぐちょぐちょのべちゃべちゃで最悪だ。

「───いた、小町だ！　瑠璃子、こっちへ！」

　俺たちが離はなれの前に駆かけ付けたときにはもう、小町は全身雨に打たれて見事なまでにズブ濡ぬれになっていた。ブラウスが透すけてしまっていて目のやり場に困る。というか、そんなに慎つつましい胸でもブラジャーって着けるもんなんだな。

「……遅おそい」

　小町はずびっと洟はなを垂たらしながら、恨うらみがましく俺を睨にらんだ。

「来てやっただけありがたいと思え。それより、状じよう況きようは？」

　二階の窓には既すでに般はん若にやの姿がない。どこかへ移動してしまったようだ。

「残念ながら戸と締じまりが厳重で、私は中には入れませんでした。ですが般若もまだここから出て来てはいません。私がずっとこの辺りを監かん視ししていたので、それはたしかだと思います」

「……？」

　戸締まりがされているってことは、あの般若はピッキングでこの建物に侵しん入にゆうした後、わざわざそこに鍵をかけたってことか？　だとしたら、何のためにそんなことを？

「干え支と川かわ先せん輩ぱい、考えるのは後にしましょう。今はまず、捕つかまえることが先決です」

　小町も俺と同じ疑問を抱いだいていたのかもしれない。たしかに現状では、ぐだぐだ考えるよりも般若を捕まえて直接問い質ただす方が早そうだ。

　俺は早さつ速そく懐かい中ちゆう電でん灯とうと竹刀しないを小町に渡わたし、離れの鍵（キーホルダー付きの一本のシリンダーキー）を使って玄げん関かん扉とびらを解かい錠じようした。

　そしてまずは自分からその中に突とつ入にゆうするが、

「───ストップです、干え支と川かわ先せん輩ぱい」

　すぐに小こ町まちにシャツの裾すそを摑つかまれ、再び玄げん関かんの外に引き摺ずり出されてしまった。

「な、なにすんだよ……！」

「干支川先輩は眞ま壁かべ先輩と外で待機していて下さい。中には私が突入します」

「はぁ……!?　もしかしてお前、一人であの般はん若にやを捕つかまえるつもりなのか……!?」

「当然です。危険が伴ともなうかもしれませんからね」

　小町が背を向け、一人で離はなれの中に入って行こうとする。

　刹せつ那な、ハンドルを左に切った母さんの姿が閃せん光こうのように脳裏に浮かび上がった。

　心臓が破は裂れつしてしまいそうなほど爆ばく発はつ的な動どう悸きに襲おそわれる。




　赤い───、




　目の前が、全部真っ赤に───、

「───ざ……けんなッッ！　俺はそんなの認めないッッ！　勝手に盾たてになって勝手に死ぬなんて、もう絶対に許さねぇからなッッ！」

　気付けば、俺は小町の肩かたを摑んで絶ぜつ叫きようしていた。

　が、直後に動悸が収まり、急に我に返る。

　な、なにをやってるんだ、俺は……？

　小町は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔をして、固まってしまっていた。

「……と、とにかく、一人で入るのはダメだ。まずは俺が先行するから、お前はその後に続け。いいな」

　しかし小町は呆あつ気けにとられ、口をぽかんと開けたままだ。

「な、なんだよ。文句あるのかよ」

「……い、いえ、すみません。先輩の反応が意外でしたので、少し驚おどろいただけです。でも、そういうことならわかりました。ここは先輩に先行をお任せします。ですから思う存分私の盾となるがいいです」

「誰だれも盾になるとまでは言ってねぇよ!?」

「そんなに照れないで下さいツンデレ先輩」

「いやデレてねぇから！　むしろキレてるから！」

　実は般若なんかよりもこいつの方がよっぽど厄やつ介かいな気がしてきた。

「け、圭けい一いち君、私も行くよ……！　小町さんと圭一君だけを危ない目に遭あわせるわけにはいかないし……！」

「いや、瑠る璃り子こは外で周囲の警けい戒かいをしてろ」

「えっ、で、でも……！」

「般はん若にやが建物から逃にげ出したり、仲間を呼んだりしないとも限らない。だから一人は見張りが必要なんだ。何かあったらすぐに大声で俺たちに報しらせろ。いいな」

「あぅ……。わ、わかったよ……」

　瑠る璃り子こは不服そうな顔をしながらも、渋しぶ々しぶその役を引き受けてくれた。我ながらよく舌が回ったものだ。ぶっちゃけ足あし手で纏まといだなんて言ったらこいつ絶対泣くだろうしな。

「では入りますよ、干え支と川かわ先せん輩ぱい」

「了りよう解かい。けど小こ町まち、重ねて言うが前には出るなよ」

「先輩はどうぞ遠えん慮りよなく前に出て私の盾たてになって下さいね」

「お前鬼おにだろ。マジで般若より鬼だろ」

　こんな状じよう況きようだというのに、小町は何な故ぜか機き嫌げん良さげに微ほほ笑えんでいた。本当にわけのわからない奴やつだ。

　俺はそんな小町と一度だけ目を見合わせ、それを合図に建物内に侵しん入にゆうする。

　玄げん関かんを入ってすぐのところに配電盤ばんがあったが、ブレーカーを上げても屋内の照明は点てん灯とうしなかった。どうやら電気契けい約やくそのものが切れているらしい。

　俺たちは仕方なく、右手に竹刀しない、左手に懐かい中ちゆう電でん灯とうをそれぞれ構え、まずは建物の一階部分を調べにかかった。

　懐中電灯の光が、離はなれの廊ろう下かを青白く照らす。

　床ゆか板いたも、壁かべも、天てん井じようも、相当に古めかしいものだった。大正ロマンらしい和洋折せつ衷ちゆうの独特の雰ふん囲い気きがそのまま残されている。ただし経年劣れつ化かや損傷もそのまま放置されている上に薄うす暗ぐらいので、文化的価値云うん々ぬん言う前にとりあえず薄気味悪い。

　しかも老ろう朽きゆう化のため閉めきられていたというだけあり、屋内には古い建物特有の木の臭においが充じゆう満まんしていた。空気が淀よどんでいて気持ちが悪い。無性に換かん気きしたい。というか帰りたい。




　不意に、ガラスケースに閉じ込められた子供と目が合った。




　って、なんだ、ただのフランス人形じゃねぇか……。

　心臓がドクドクと早はや鐘がねを打つ。なんだ、また不整脈か。最近多いな。治まれよちくしょうめ。

　あと、なんだろうな、この窓の多さは。これじゃあほとんど外壁の代わりみたいだ。

　そしてその窓は今、強きよう烈れつな風雨に煽あおられて一いつ斉せいにガタガタと激しく揺ゆれている。今にも割れてしまいそうな勢いだ。

　しかも歩ほを進める度たび、床板がギシギシと嫌いやな音を立てて軋きしむ。

　ギシギシ、ガタガタ、ギシギシ、ガタガタ、ギシギシ、ガタガタ、グー～、




　グー～……？




　何の音かと思ったら、慎しん重ちように歩ほを進める俺の横を、小こ町まちがしれっとした顔ですたすたと追い越こして行った。

　え、まさか今の、腹の音か？　こいつ、あれだけ食ったのにもう腹が減ったと？　っていうかこの状じよう況きようで腹が減るってどういう精神構造してんだ？　もしかしてサイヤ人なのか？

　呆あきれるのを通り越こしてちょっと感心してしまった。認めたくはないが、こいつ俺よりも肝きもが据すわってやがる。さすがは普ふ段だんから態度がでかいだけのことはあるな。

　だが、それでも俺は小町の後うしろ襟えりを摑つかみ、俺の後ろに強制送そう還かんした。

　こいつは武道経験者だと言っていたが、実は俺も多少は腕うでに覚えがある。だからこんなちんちくりんに先行を任せるわけにはいかない。これは俺のプライドの問題だ。

　そうこうしているうちに、一階の調査はあらかた終わった。

　残るはこの台所だけだが、ここにも般はん若にやはいないようだ。勝かつ手て口ぐちがあるが、鍵かぎがかかっているから般若がここから逃にげたということもなさそうである。

　……となると、次は二階だな。

　ますます緊きん張ちようが高まった。一階にはいなかったということは、二階には確実にいるということだ。できればお目にかかりたくないものだが……、

　俺たちはできるだけ足音を殺しながら、階段を上っていった。

　そして二階に着くと、二人で背中合わせになって臨戦態勢を取り、慎しん重ちように慎重を重ねて再び調査に乗り出す。




　ところが───、




　その後、二階の全すべての部屋はもちろんのこと、収納の中や屋根裏まで隈くま無く調べたにもかかわらず、般若の姿はそのどこにも見当たらなかった。

「……どういうことだ……？　なんでどこにもいないんだよ……？」

　まさか、俺と小町が一階を調べていた隙すきに、二階の窓から飛び降りて外へ逃げてしまったのだろうか。

　外では瑠る璃り子こが監かん視しをしてくれている。

　だが彼女一人だけでは全方位を同時に監視することなんてできないから、やはり隙を突つかれてしまった可能性は否定できない。般若が二階から飛び降りた音だって、この激しい嵐あらしの中ではほとんど聞き取れなかったはずだ。

　そう考えた俺は小町を引き連れ、二階の窓を全てチェックして回った。

　が、その結果わかったのは意外な事実だった。

　全すべての窓に、ちゃんと鍵かぎがかかっているのだ。

　窓から逃にげたのなら、その窓の鍵は開いているはずだ。何な故ぜなら窓の鍵というものは外側がわからはかけられないものだからな。

　それなのに、二階の窓には全部鍵がかかっている。

　加えて一階の戸と締じまりが完かん璧ぺきだったことは、既すでに小こ町まちが確かく認にん済みだ。

　ということは、この離はなれは完全な密室だったということになる。

　つまり、般若は密室からいなくなってしまったのだ。

「……トリックか。この階の窓、多分何か仕し掛かけられてるな」

　俺が次に疑ったのは、名探たん偵ていコナ○的ピタゴラスイッチだった。

　要するに、般はん若にやはなんらかの装置を使って、外から遠えん隔かく操作で窓の鍵を閉めたのではないかと考えたのだ。

　だが、

「それはないと思いますよ」

　小町にばっさりと斬きり捨てられてしまった。

「どうしてそう言い切れるんだよ」

「先せん輩ぱいはさっき、窓の鍵をちゃんと見なかったのですか？」

　言われて思い出す。

　そういえばここの窓の鍵は、見たことがないようなものだった気がする。

　俺は改めて近くの窓錠じようを懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らしてみた。すると、

　なにか金属の鍵棒のようなものが、木製の窓枠わくに差し込まれている。随ずい分ぶん古そうな窓錠だ。

「なんだ、この鍵は……？」

「この窓錠は、金属の鍵棒を窓枠にくるくると回しながら差し込んでいかなければ鍵がかけらない仕組みになっているのです。このタイプは現代の窓錠とは違ちがってワンタッチで鍵をかけられませんから、糸やら何やらを使って遠えん隔かく操作で施せ錠じようするのは至難の業わざだと思いますよ」

　小町は実際に窓の鍵を開けたり閉めたりしながらその仕組みを説明してくれた。

「けど、それなら般若はどうやってこの離れから抜ぬけ出したんだよ……？」




　───あるよ。般若の祟たたりは実在するの───




　ふと、瑠る璃り子この言葉が脳裏をよぎり、俺の背筋に冷たいものが走った。

　……いや、まさかな。

　本物の般若なんているわけがない。冷静になれ。これは絶対になんらかのトリックなんだ。

　すると俺の思考を後押しするかのように、小町が確信めいた口調で言い放った。

「───干え支と川かわ先輩、ついて来て下さい。私が思うに、あの般若はもっとシンプルな方法で外に出たのです」

　彼女は俺の返事も待たずに身を翻ひるがえして歩き出す。相変わらずのマイペースっぷりだったが、他ほかに妙みよう案あんもなかった俺はその後について行くしかなかった。

　で、小こ町まちが案内してくれた先は、一階の台所にあった勝かつ手て口ぐちだった。

「おいおい……、まさか般はん若にやはここから逃にげてったとか言うんじゃないだろうな……？」

「その通りです。ここをご覧らん下さい」

　小町は勝手口付近の床ゆかを、懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らす。

「これは……、もしかして雨あま水みずか……？」

「はい。おそらく般はん若にやがここを開けて外に出たときに吹ふき込んだものでしょう」

　小町はズブ濡ぬれなので、彼女が通った後には結構な量の水たまりができている。

　しかしここの床の様子はちょっと違ちがう。まだ雨水が粒つぶの状態を保っていて、水たまりになっていないのだ。

「……けど、この勝手口には鍵かぎがかかってるぞ？　般若がここから出たのなら、どうやってその後に鍵をかけたんだよ」

「もちろん、普ふ通つうに鍵を使って外側がわから施せ錠じようしたのですよ」

「は？　なんで般若がこの建物の鍵を持ってるんだよ？」

「先せん輩ぱい、今、この離はなれの鍵を持っていますよね。ちょっとそれを貸してもらえませんか」

「………？」

　よくわからなかったが、とりあえず言われた通りに離れの鍵を渡わたしてみた。

「ちょっと失礼しますね」

　小町は一度勝手口を開けて表に出て行くと、ドアに対して外側がわからなにやらガチャガチャとやり始めた。かと思いきや、十秒も経たたないうちにまたドアを開けて家の中に戻もどってくる。

　こいつ、一体何がしたいんだ？

「思った通りでした。この鍵は勝手口の鍵ではありません。玄げん関かん専用の鍵ですね」

「なにを今さらそんなわかりきったことを……」

「先輩、おかしいとは思わないのですか？　この玄関の鍵にはキーホルダーが付いています。それなのに鍵はこれ一本しか付いていません。普通、建物に玄関と勝手口があり、その鍵が別々のものであるのならば、キーホルダーには二本の鍵を付けると思うのですが」

「っ……！」

　言われてみればその通りだった。

　絶対とは言えないが、たしかに建物の鍵はまとめて管理するのが普通だと思う。特に、もう使われていない建物の鍵ならなおさらだろう。

「おそらく、般若はこのキーホルダーに付いていたもう一本の鍵、つまり勝手口の鍵を取り外して持ち去ったのでしょう。だからここに入ることができたし、出た後に鍵をかけることもできたわけです」

「なるほど……。たしかに言われてみればそれしかないって感じだな……。でも仮にそうだとすると、なにかいろいろとおかしくないか……？」

「はい。仰おつしやる通り、いろいろとおかしいですね。例えば私が空あき巣すや暴ぼう漢かんなら、勝かつ手て口ぐちの鍵かぎだけを盗ぬすむなんてことはしません。キーホルダーごと玄げん関かんの鍵も一いつ緒しよに盗みます。それに般はん若にやがこんな密室トリックを演じたのも不可解です。これでは犯罪が目的だったというより、まるで私たちに消失トリックを見せることが目的だったみたいです」

「……………」

　こいつ、どうやらただの変人じゃなかったらしい。尋じん常じようじゃない洞どう察さつ力りよくと思考速度だ。

　続けて、小こ町まちはここまでに推すい理りしたことを簡潔に説明してくれた。




　まず、般若は離はなれの勝手口の鍵を盗んだ。

　次に、あえてカーテンを全開にし、離れの二階から俺たちに姿を見せ、勝手口に移動した。

　そして俺たちが玄関から入るタイミングを見計らって勝手口から脱だつ出しゆつし、外から鍵をかけた。

　後は俺たちの意識が離れの内側がわに集中していたことをいいことに、外を走って逃にげた。




　……と、そんなところらしい。

　推理としてはちゃんと成立しているし、正しい気がする。

　が、これだと般若がなんのためにそんなことをしたのかがさっぱりわからない。

　それに『般若が外を走って逃げた』というのにも、ちょっと引っかかるものがある。

　俺は窓から、瑠る璃り子この姿を確かく認にんした。

　彼女はおっかなびっくりながらも、ちゃんと建物の周囲の警けい戒かいをしてくれている。

　警察に通報したとき、ついでに総そう司しさんと翠みどりさんにも連れん絡らくしておいたので、今はその二人も加わって三人で見張りをしてくれているようだ。

　となると、般若はあの三人の監かん視しの目をかいくぐって逃とう亡ぼうしたということになる。

　ここの庭園には随ずい分ぶんとご立派な庭石や庭木が数多く存在しているから、隠かくれる場所には事欠かないだろうが、それにしたって……。

「───くちゅんっ！」

　不意に小町がくしゃみをして、ずびっと洟はなを垂たらした。

　こいつ……、よく見たら震ふるえている……？

　もしかして、びしょ濡ぬれで寒いのをずっと我が慢まんしてたのか……？

「……小町、そろそろ瑠璃子のところに戻もどるぞ」

「いえ、先せん輩ぱい、もう少しここを調べましょう」

「ダメだ。どうせもうここには般若はいないし、もう少しすれば警察も来る。あとのことは警察に任せりゃいい」
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「警察ではあの般はん若にやを捕つかまえることはできないと思いますよ」

「そんなの実際に捜そう査さしてもらわないとわからないだろ。っていうか、もういいから行くぞ。俺は寒いから早く母おも屋やに戻もどりたいんだ」

　埒らちがあかなかったので、俺は強ごう引いんに小こ町まちの手を取って歩き出した。

　繫つないだ小さな手が氷ひよう囊のうみたいに冷たい。既すでに体が冷え切ってしまっているようだ。このバカ、瘦やせ我が慢まんをするにもほどがあるだろ。

「……先せん輩ぱいは、本当にお人ひと好よしですね」

「は？　なに言ってんだ？　お前の目は節ふし穴あなか？」

「相変わらず口だけは悪い人ですね。私の目は節穴なんかではありませんよ。噓うそも真実も全すべて見通す特別製です」

「相変わらず尊大だな。多少頭が切れるってことだけは認めてやるが、その自信過か剰じようっぷりはいつか身を滅ほろぼすぞ」

「自信過剰ではありません。私は事実を言っているだけです。先輩は優やさしい人です」

「それはただの勘かん違ちがいだ」

「いいえ、事実です。何な故ぜなら先輩は私の……」

　しかし小町は、その先を言い淀よどむ。

「お前の、何だよ」

「いえ、やっぱり何でもありません。忘れて下さい。先せん輩ぱいは全然まったくこれっぽっちも優やさしくなんてありません。むしろ鬼おにです鬼き畜ちくです」

　なにかめちゃくちゃ言われているが、その声こわ色いろからは悪意など微み塵じんも感じられなかった。むしろ親愛の情すら感じる、穏おだやかで、優しい声だ。

「……お前ってホント、わけわかんない奴やつだよな」

「何を言いますか。私は単純明快に今をときめく天才女子高生推すい理り作家ですよ。先輩の目こそ節ふし穴あなですか」

　俺はあえて小こ町まちの顔を見ないよう、前を向いて歩き続けた。

　こいつのことを苦手な本当の理由が、今やっとわかった気がする。

　繫つないだ小さな手が、ほんの少しだけ温かくなっているように感じられた。

　その後、離はなれから出た俺は瑠る璃り子この協力を得て、二人で小町を風ふ呂ろ場まで放ほうり込みに行った。

　警察がやって来たのは、それから五分ほど経たってからだ。

　しかし小町の言った通り、警察官たちは事務的に事情聴ちよう取しゆと敷しき地ち内の捜そう査さを行っただけで、結局何一つ般はん若にやの手がかりを摑つかむことはできなかった。

　そうして謎なぞの侵しん入にゆう者の正体は摑めないまま、不気味な嵐あらしの夜は更ふけゆく───。





＊






　───夢を見た。

　大きな赤い月の浮かぶ夜だった。

　障子越しに差し込む淡あわい月光が、とある和室で眠ねむる女性───眞ま壁かべ葵あおい───の像を浮かび上がらせる。

　静かで、穏おだやかな、どこか瑠璃子を思わせる寝ね顔がおだった。

　しかし感かん慨がいに耽ふけっている場合ではない。こういうときはまず日時の確かく認にんが先だ。

　俺は壁かべに掛かけられていたアンティーク時計に注目した。

　時刻は午前二時十三分。だが、肝かん心じんの日付は不明だ。

　そのとき、部屋の襖ふすまがほとんど音を立てずに開かれた。

　そこから現れたのは───例の白装束を身に纏った般若だ。

　般若はそのまま足音を殺しながら葵さんの枕まくら元もとまで移動し、両手でおもむろに大おお鉈なたを振ふり上げた。

　淡い月光を反射した大鉈が鈍にび色いろに光り、静かな夜の寝しん室しつに戦せん慄りつが走る。




　や、やめろッッ───！




　叫さけぼうとするも、それは声にならなかった。夢の中ではよくあることだ。動きたくとも動けない。いや、それ以前に、この夢の中には俺自身が登場していない。

　そして無む慈じ悲ひにも、大おお鉈なたは渾こん身しんの力をこめて振ふり下ろされた。

　黒い闇やみに、黒い液体が飛散する。

　しかもそれだけでは終わらなかった。

　般はん若にやはもう一度黒く染まった大鉈を振り上げ、それを力の限りに振り下ろす。

　さらにもう一度振り上げ、再び全力で振り下ろす。

　その残ざん虐ぎやくな行こう為いは、葵あおいさんがぴくりとも動かなくなるまで延々と繰くり返された───。





＊






　五月十七日、日曜日、午前七時三十分。

　目覚めると、俺は眞ま壁かべ邸ていの客室で横たわっていた。

　昨夜とは打って変わって部屋の中が明るい。障子越ごしにも眩まぶしいほどの陽光が感じられる。

　どうやら外の嵐あらしはやんだらしい。……が、悪夢のせいで気分は最悪だった。大量に寝ね汗あせをかいてしまったから物理的にも気持ちが悪い。

「───圭けい一いち君、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、驚おどろいて振り返ると、瑠る璃り子こが心配そうに俺を見ていた。

「……なんだ、瑠璃子か。ってお前、なんでここにいるんだよ」

「昨日の夜洗った圭一君のお洋服、乾かわいてたから届けに来たの」

「そっか……。わりぃ、ありがとな」

「ううん。それよりもごめんね……。うなされてたから本当は起こしてあげたかったんだけど、リーディングの邪じや魔ましちゃうかなと思って……」

　そう言って、瑠璃子は俺の枕まくら元もとに置かれたフォトアルバムに視線を移した。

　今回俺がリーディングに使ったのは、このいかにも高級そうなフォトアルバムだ。

　こいつは背表紙が分厚く、写真を挟はさむ台紙も二枚重ねになっていて、かなりの重厚感がある。そこに挟まれている失しつ踪そう直前の葵さんの写真も綺き麗れいだ。

　だからこそ、このアルバムをリーディングしてあんな夢を見るなんて思わなかった。

「ね、どんな夢を見たの……？」

　そう尋たずねられ、俺は返答に窮きゆうする。

「……悪い、今回はリーディングに失敗したみたいだ。たまに事実無根のただの夢を見ちまうこともあるんだよ。だから、気にすんな」

　実際、俺のリーディングは10％から15％くらいの確率で失敗することがある。

　例えば、意図的なリーディングを試みたのに枕まくら元もとの物とは全く無関係なことをリーディングしてしまったり、ただの夢を見てしまったりすることがあるのだ。

　いつもならそうした失敗をすると煩わずらわしく思うものなのだが、今回ばかりは逆に失敗であってほしかった。

「圭けい一いち君、お母さんの捜そう索さく中は、どんな夢を見てもその内容を教えてくれる約束だったはずでしょ？」

「いや、けど……」

「私、どんな内容でもちゃんと受け入れる覚かく悟ごはあるよ。だから、お願い」

　お前はなんでこういうときに限っていつも頑がん固こなんだよ……。

　俺はうんざりしながらも、結局瑠る璃り子こに詰つめ寄られて夢の内容を話してしまった。こいつは一度こうなってしまったらそう簡単には引いてくれなくなるのだ。

　が、俺はその後すぐに、夢の内容を伝えたことを後こう悔かいすることになった。

　案の定、全すべてを聞いた瑠璃子は酷ひどくショックを受け、蒼そう白はくな顔になってしまったのだ。

「……悪い。やっぱりこんな内容、話すべきじゃなかったな……」

　すると何を思ったか、彼女は俺が夢の記録用に用意していた『リーディングノート』を開き、そこにボールペンでなにやら記入をし始めた。

「おい、何を……」

「圭一君、私、お母さんを殺した犯人のこと、絶対に許せない……！　だからもっと詳くわしく教えて……！　般はん若にやの身長とか体格、それに殺人現場のこととか、わかること全部……！」

　痛ましくて見ていられなくなった。今、瑠璃子の瞳ひとみに宿っているのは、深い悲しみと、それを上回るほどの激しい憎ぞう悪おだ。

　これは質問に答えるにしても、慎しん重ちように言葉を選んだ方がよさそうだな。

「……たしか、般若の身長と体格はちょうど瑠璃子と同じくらいだったな……。それから、あの挙動は多分女のものだったと思う……」

　本当は、ぱっと思いついたのは別の女───翠みどりさんの方だった。

　それでもあえてその名を口にしなかったのは、今の瑠璃子はとても感情的になっていて、何をしでかすかわからないと思ったからだ。

　それに瑠璃子と、翠さんと、夢で見た般若は、三人とも背格好がほぼ同じだから、瑠璃子と同じくらいの身長と体格だったと言っておけば噓うそにはなるまい。

「そうなんだ……。じゃあ、和室はどんなところだったの？　この家の和室？　それとも、どこか別の旅館とか？」

「悪い……、そこまではちょっとわからなかったな……」

「そっか……。ちなみに、部屋の内装は？」

「たしか……、窓が二カ所ある部屋だったな……。一つは普ふ通つうサイズの窓で、もう一つはベランダサイズの窓だったと思う……。ちなみに両方ともカーテンじゃなくて、障子で遮しや光こうされてたな……。あと思い出せるのは……、床とこの間まがあって、掛かけ軸じくが飾かざられていて、壺つぼが置かれてたってことくらいか……」

「なるほどね……。その掛け軸と壺はどんなものだったの？」

「暗かったから掛け軸に何が描かかれていたのかまでは……。ただ、壺は球体に近い楕だ円えん形をしていて、結構な大きさのものだった気がする……。少なくとも、高さ50cmくらいはあったんじゃねぇかな……」

　瑠る璃り子こはそれらの情報を次々とノートに記録していく。

　この分だと、俺が自分で書くよりも具体的で正確な内容になるかもしれない。さっきから部屋の間取りとか、窓や家具の配置とか、そういった自分では気にも留めないことまで細かく訊きかれまくってるし。

「……強いな、瑠璃子は」

　自然とそんな言葉が口から零こぼれた。

　たとえその原動力が怒いかりや憎にくしみなのだとしても、母親の死を知った直後にここまで気き丈じように振ふる舞まえる女なんてそうはいないだろう。俺だったら発はつ狂きようしているかもしれないところだ。

「……そんなことないよ。私は多分、圭けい一いち君がこうして傍そばにいてくれるから平静を保っていられるんだと思う。もしも今一人になっちゃったら、私……」

「そんな心配しなくても、別に俺はいなくなったりしねぇよ」

　すると何な故ぜか、瑠璃子は表情を隠かくすように顔を伏ふせ、直後に俺の背中に抱だきついてきた。

「お、おいこらやめろ……！　俺、寝ね汗あせかいてるから……！」

「いいの……。このまま、しばらくこのままで……」

　瑠璃子が両手にぎゅっと力を込め、さらに体が密着してしまう。本気で振ふりほどこうと思えば振りほどけなくもないが、そこまでして傷ついている彼女を拒きよ絶ぜつする気にもなれない。

　背中に押しつけられている二つの柔やわらかさが、ある意味拷ごう問もんのように感じられた。

「圭一君、忘れないでね……？　もしもお母さんが見つかったら、私はなんでも君のお願いを叶かなえてあげるからね……」

「バカだろ、お前。今はテメェのことだけ考えてろ。他人に気なんか遣つかってる場合か」

「ダメ……、それじゃダメなの……。お願いだから、お願いを言ってほしい……」

「……わかったよ。そこまで言うなら何か考えておいてやる。だからもう離はなれろって」

「ありがとう……。圭一君は優やさしいね……」

　瑠璃子はそう言いながらも、俺の背中から離れてはくれなかった。

　もしかしてこいつ、泣いてるのか……？

　俺はそれ以上文句を言えなくなり、黙だまって耐たえた。
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　母親を失った辛つらさがこの程度で紛まぎれるというなら、いくらでも耐たえてやるさ。

　あのときの俺には、寄りかかれる人なんて、誰だれもいなかったんだからな。
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　同日、午前九時過ぎ。

　俺は新館のリビングにて、眞ま壁かべ家の朝食の席に招かれていた。

　俺の前の席には、やたらとガタイがよくて精せい悍かんな顔をした、渋しぶいおっさんが座っている。

　この人が瑠る璃り子この父親であり、この家の主あるじでもある眞壁総そう司しだ。

　他ほかに同席しているのは、翠みどりさんと瑠璃子、それから小こ町まち。

　昨夜夕食の席に招かれたときには瑠璃子のじいさんとばあさんも一いつ緒しよだったのだが、今朝は何な故ぜかその二人は姿を現さなかった。

「お父さん、そういえば、おじいちゃんとおばあちゃんは？」

「ああ、気にする必要はないぞ。あの二人は六時くらいに勝手に食べたみたいだからな」

「うわ……、昨夜ゆうべは警察の事情聴ちよう取しゆとかで遅おそくなったのに、二人ともよく早起きなんてできたね……」

「瑠璃子だって歳としを取ればそういう風になるさ」

「でも毎朝四時とか五時に起きるなんて、私ちょっと想像つかないよ……」

　一見、何気ない父と娘むすめの会話だった。

　が、二人とも異様に姿勢がいい。背筋に鉄棒でも入ってんのかこいつら。あと食事作法が完かん璧ぺきすぎる。気け怠だるげな会話内容と見かけが全然一いつ致ちしてなくてすごい違い和わ感だ。

　それに比べて隣となりの小こ町まちは……、

「へっひょふはんひゃはひふはひはへんへひはへ（結局般はん若にやは見つかりませんでしたね）」

　ハムスターのように両頰ほおに食料を詰つめ込みながら、意味不明な音声を発していた。しかもおかずに対して常に前ぜん傾けい姿勢（臨戦態勢）だ。こいつは悪い意味でブレないな……。

「干え支と川かわ君と小町さんはちゃんと眠ねむれたかしら？　昨夜ゆうべはせっかくのお泊とまり会だったのに、あんなことがあってごめんなさいね」

　翠みどりさんが申し訳なさそうに謝る。

　まぁ、正直あまり寝ねた気はしないのだが、別に翠さんのせいではないので文句は言えない。

「いえ、ちゃんと眠れましたし、泊めてもらえて助かりました」

「わはひほほふへふへはひは（私もよく眠れました）」

「ふふっ、それを聞いて安心したわ。よかったら、二人とも是ぜ非ひまた泊まりにいらしてね。今度は不ふ審しん者なんていない日に歓かん迎げいしたいから」

「……ありがとうございます。そう言ってもらえると嬉うれしいです」

「とりあえずおかわりをお願いします」

　おかわり早いなおい！

　ちなみに小町は昨日の夕飯のときもこうだった。安心安定の図ず太ぶとさである。こいつを見ていると、なんだか気を遣つかっている自分がバカみたいに思えてきた。

　翠さんはそんな小町の食欲に少し驚おどろきながらも、すぐに穏おだやかな笑えみに戻もどっておかわりのご飯をよそいに席を立つ。

　……が、ちょうどそのとき、ぴーんぽーん、とインターホンが鳴った。インターホンの音だけはこんな大豪ごう邸ていでもうちのボロアパートと同じなんだな。

「あら、何かしら。ごめんなさい、ちょっと失礼するわね」

　翠さんは一いつ旦たん小町の茶ちや碗わんを置き、モニター付きのインターホンに応じた。すると、

『───ど～もぉ～、わたくし電でん撃げきミステリー編集部の須す藤どうと申しますぅ～。そちらに小町センセェはいらっしゃいませんでしょうかぁ～？　いらっしゃいますよねぇ～？』

　小町がブフーッ！　とお茶を吹ふいた。うわばっちい。

「はい、小町さんなら今そこに───」

　しかし翠さんが振ふり返ったとき、既すでに小町の姿は消えていた。どこの怪かい盗とうキ○ドだよ。

「い、いませんね……？」

　いつもおっとりの翠さんも、さすがに戸と惑まどいを隠かくせないようだ。

　その直後、俺の携けい帯たいに小こ町まちからの着信が入ってきた。そのためやむを得ず、俺も少しだけ食しよく卓たくを失礼してその電話に応じさせてもらうことにする。

「もしもし、お前今どこに」

『───干え支と川かわ先せん輩ぱい、ストーキングたろうが来たので私はこれにて失礼します。眞ま壁かべ家の皆みな様にもよろしくお伝え下さい』

　ブツリ、と電話は切れてしまった。

　状じよう況きようから考えて、ストーキングたろうってのは須す藤どうのことなんだろうな、多分……。

　須す藤どう王おう太た郎ろう　→　須ス藤ドウ王キング太た郎ろう　→　ストーキングたろう

　と、こんなところだろうか。あのおっさん、名が体たいを表しすぎだろちょっと。

　にしても小町の奴やつ、肝かん心じんなときにいなくなっちまったな。

　般はん若にやの件に関してだけは、あんな奴でも頼たよりになると思ってたんだが……。





＊






　朝食を食べ終えると、俺は帰かえり支じ度たくをするために母おも屋やの客室まで戻もどることにした。

　しかし、というか、やはり、というか、客室は遠い。

　もう何度か行き来したからさすがに行き方は覚えたが、この家は方向音おん痴ちの奴ならマジで遭そう難なんしかねない広さと複雑さだ。この延々と続く連れん絡らく通路はなんとかならないものだろうか。

　俺はようやくその連絡通路を渡わたり終えて母屋に入り、今度は廊ろう下かの南下を始める。

　その廊下の両端はしにずらりと並ぶのは、襖ふすま、襖、襖、襖。

　どこまで行っても延々と、襖、襖、襖、襖。

　そろそろゲシュタルト崩ほう壊かいが起きそうだ。これって襖なんだよな？　そもそも襖って何だ？

　そんな感じで歩いていると、ふと一枚だけ開いている襖があることに気付いた。

　なんだ？　閉め忘れか？

　俺は軽い気持ちでその襖の奥を見やり───我が目を疑った。

　襖の先には二十畳じょうほどの和室があり、さらに奥の襖を開けた先にはまた二十畳ほどの和室があり、そのさらに奥の襖を開けた先にはこれまた二十畳ほどの和室があり───、




　そしてその奥には、般若がいた。




「───おい、そこのお前ッ！」

　俺は反射的に叫さけび、般若に向かって走り出した。

　奴が眞壁邸ていに現れるのはこれでもう三度目だ。たった二日の間にこれほど侵しん入にゆうを繰くり返されるなんてただ事じゃない。

　これ以上好きにさせるかよ……！

　般はん若にやは襖ふすまを次々と開け、奥の部屋、奥の部屋へと逃にげていく。だが小こ町まちの言っていた通り、あの般若は女のようで、あまり足が速くない。これなら確実に追いつけるだろう。

　般若はそれでも俺から逃のがれようと、今度は直線ではなく、母おも屋やの部屋をジグザグに移動し始めた。これも小町が言っていた通りだ。奴やつはなるべく襖の死角を利用して、俺から身を隠かくすように逃げようとしているのである。

　だが、甘い───！

　たとえ般若が俺の視界から一いつ瞬しゆん消えようとも、奴が通った襖は開いたままになっているのだから、どこへ逃げたかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「逃がすかよッ───！」

　俺はちらちらと視界に入る般若を追い、広大な和室を走り抜ぬけては開放された襖をくぐり抜け、ついに襖の開いていた母屋南東端たんの部屋に駆かけ込んだ。

　追い詰つめた！　ここより奥の部屋はない！　もう逃げられないぞ！

　と、思ったのだが……、




　いない。




　十二畳じようの和室のどこを見渡わたしても、般若の姿は見当たらない。

　もしかしたら、窓から外へ逃げてしまったのだろうか。

　そう思った俺はすぐに部屋にあった二つの窓を確かく認にんしたのだが、その両方にしっかりと鍵かぎがかけられていた。

　窓錠じようは、離はなれのものと同じタイプだ。この窓には、外から鍵をかけることなんてできない。

　ここは壁かべで隔かく離りされた角部屋だから、襖で隣となりの部屋に移動されたという線もない。

　部屋に出入りが可能なのは、あくまでも俺が入って来たあの襖と、二つの窓だけだ。

「……どういう、ことだ……？」

　とりあえず、押し入れの中を調べてみた。が、そこには日用品がしまってあるだけだった。

　念のため床ゆか板いたや天てん井じよう板も確認してみたが、そこにも不ふ審しんな点は見受けられなかった。

　俺は途と方ほうに暮れてしまう。

　般若が、消えた。

　さっきまで目の前を走って逃げていたのに、突とつ然ぜん煙けむりのように消えてしまった。

　い、いや、そんなはずはない。これもまた何かしらのトリックに決まってる。きちんと探せば、まだこの部屋のどこかに何か手がかりが残されているはずだ。

　そう信じて、今一度部屋の中を注意深く観察してみる。




　そして俺は、凍こおりついた。




　部屋には窓が二つある。一つは普ふ通つうサイズの窓で、もう一つはベランダサイズの窓だ。そしてその両方がカーテンではなく、障子で遮しや光こうされている。

　また、部屋には床とこの間まがあり、掛かけ軸じくと壺つぼが飾かざられている。その壺は球体に近い楕だ円えん形をしていて、結構な大きさのものだ。

　さらに、壁かべにはアンティーク時計がかけられている。そしてその時計が示す時刻は、




　───二時十三分───




　時計の針は、まるでその時刻を焼き付けられたかのように静止したまま動かない。

「……そんな……、バカな……」

　ここは、俺がスリープ・リーディングで見た、葵さんが般若に殺された部屋だ。

　あの般はん若にやは、十年前に葵あおいさんを殺した犯人だとでもいうのか。

　そして今なおこの眞ま壁かべ家に居座り、次の獲え物ものを狙ねらっているとでもいうのか。

　俺は般若を見つける直前まで、瑠る璃り子こと、総そう司しさんと、翠みどりさんと朝食を食べていた。

　だからあの三人は般若ではあり得ない。

　それに瑠璃子のじいさんとばあさんも、身長と体型が一いつ致ちしないから明らかに般若ではない。

　とすると、あの般若はたとえ人間であったとしても、眞壁家の住人ではないということになる。

　事態を重く見た俺は、このことを瑠璃子に連れん絡らくし、再び警察への通報をさせた。

　だがあの般若は、おそらく警察には捕つかまえることなんてできないだろう。

　俺は小こ町まちとは別の意味で、そう思うようになっていた。

　奴やつの正体は、俺が暴あばくしかない。

　どうやら俺は、まだ葵あおいさんのリーディングをやめるわけにはいかないようだ。
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　許せません───。




　五月二十日、水曜日の放課後。

　そのとき私は、ミステリー研究部の部室で熾し烈れつな戦いを繰くり広げていました。

　───博はか多た豚とん骨こつラーメンＳスーパー───

　コンビニで新発売されたカップ麵めんですが、これがなかなかの強敵です。というのも、付属品の『特製濃のう縮しゆくスープ』の袋ふくろが開かないのです。『こちら側がわのどこからでも切れます』と書いてあるのに、そちら側のどこからも切れないのです。

　仕方なく、ダメ元でその反対側からも試ためしてみましたが、やっぱり切れません。

　私こういうの許せません。これはもしかして『こちら側のどこからでも（私が）キレます』という意味の注意書きだったのでしょうか。だとしたら私に対する挑ちよう戦せんですね。

　いいでしょう、その挑戦───受けて立とうではありませんか。

　もちろんハサミで切れば一発なのはわかっていますが、それをやってしまっては私の負けです。道具の力に頼たよるなど、邪じや道どう。ここは天才女子高生推すい理り作家としての意地とプライドに賭かけ、私自身の手で確実にこの袋をねじ切ってやらねばなりません。

「んぎぎぎ………！」

　私は意固地になって袋をねじ切ろうとしました。手がぷるぷるするまで引っ張り続けてやりました。すると、

　───どぴゅっ

　耐たい久きゆう限界値を超こえたポリエチレン袋が破は裂れつするように裂さけ、そこから勢いよく特製濃縮スープが飛び出し、干え支と川かわ先せん輩ぱいの顔にぶっかかってしまいました。

「ふぁッッ!?　な、なんだこれドロドロして臭くせぇッッ！」

　顔面にドロドロした臭くさい白はく濁だく液を浴び、慌あわてふためく干支川先輩───、

　誰だれ得とくなのかわかりませんが、とりあえず携けい帯たいで動画を撮とっておきましょう。面おも白しろいので。

「って何撮ってんだよ！　やめろその携帯をよこせ！」

「まあまあ、落ち着いて下さい先輩。いえ、やっぱり落ち着かないで下さい。慌てふためいている方が絵え面づらがいいので」

「いい加減にしろ！　お前、なんか俺に恨うらみでもあんのかよ!?」

「いえ、逆です。私は先輩の困った顔が好きなのです」

「そんな微び妙みようすぎるカミングアウトいらんわ！」

「先輩、そんなに怒おこらないで下さい。むしろ困って下さい」

「もう十分困ってるつーのッ！　頼たのむからこれ以上俺の悩なやみを増やさないでくれッ！」

「すみません。それは無理です。私先輩を困らせるのが趣しゆ味みなので」

「趣味……!?　お前は趣味でこんなわけのわからん液体を俺にぶっかけたのか……!?」

　できればもっと先せん輩ぱいをいじっていたかったのですが、これ以上怒おこらせると本気で口を利きいてくれなくなりそうだったので、ハンカチを貸してあげました。

「あ、先輩、それ臭くさそうなので、洗ってから返して下さいね」

「どの口が言ってんだよ……!?」

　そう言って先輩は睨にらみ付けてきます。

　この人は目が切れ長で鋭するどい上に、地じ毛げが派手な銀ぎん髪ぱつなので、一見すると怖こわい人です。しかもいつも無愛想だし、そっけないし、私がどれだけボケてみてもにこりとも笑ってくれません。

　でも、私は知っています。彼は見た目の印象とは裏腹に、実は人じん畜ちく無害です。それどころかむしろお人ひと好よしですらあります。現に、私の妹の命の恩人ですし。

　ま、本人には全くその自覚がないようですが……。

「……干え支と川かわ先輩。私は先輩の悩なやみを増やすことは断固やめられませんが、今先輩が抱かかえている悩みを解消してあげることならできるかもしれません。ですから、何か困っていることがあるのなら話してもらえませんか？」

　すると先輩は、まっすぐに私の目を見ながら打ち明けてくれました。

「同じ部内に迷めい惑わくな後こう輩はいがいるんだが、どうしたらいいだろうか」

「それ以外の悩みでお願いします」

「液体を拭ふいても臭においが取れないんだが、どうしたらいいだろうか」

「それ以外の悩みでお願いします」

「悩みの原因が悩みを話せと言ってくるんだが、どうしたらいいだろうか」

「それ以外の悩みでお願いします」

　先輩はがくりと項うな垂だれ、ため息を吐つきました。

　相変わらずですね。大事なことに限って口にしないのですから、本当に困った人です。

「お前、本当は俺の悩みを聞く気なんてないだろ……」

「いいえ、あります。日曜日に私が帰った後、眞ま壁かべ家で何があったのかを話して下さい。あの日以来、先輩は以前にも増して辛しん気きくさくなってますよ」

「……………」

　ほら、目を逸そらしてしまいました。どうしてそう一人で抱かかえ込もうとするのでしょう。

「もしかして、またあの家に般はん若にやが出てきたのではありませんか？」

「っ……!?」

「その顔はやはり出たのですね。いつ、どこで、どんな風に出てきたのですか？」

「そ、それは……」

　そして先輩はようやく、渋しぶ々しぶではありますが、日曜日に眞壁邸ていで起きた出来事を話してくれました。

「───ふむ、母屋に般若が現れ、襖ふすまを開けながら部屋を次々と移動してゆき、最後は角部屋で消えてしまったと……。なるほどなるほど……」




　先せん輩ぱい、してやられましたね。




　その般はん若にやは消えてなどいません。それどころか、角部屋に入ってすらいません。

　端たん的てきに言うと、般若は角部屋の襖ふすまを開けた後、それとは別の部屋に入り、その部屋の襖だけを閉めたのです。

　結果として、干え支と川かわ先輩が追いついたとき、開いていた襖は角部屋の襖だけになっていました。

　そこでそれまで『襖が開いている場所＝般若が通った跡あと』とすり込まれていた先輩は、ものの見事に般若の術中に嵌はまり、その角部屋に入ってしまったのです。

　そして角部屋が『夢で見た殺害現場』にそっくりだったのも、トリックです。

　現実には、超能力なんてあるはずがありません。

　ですから、葵あおいさんが般若に殺されたという夢の内容は、完全にデタラメです。

　葵さんは生きています。殺されてなどいません。よって当然、殺害現場なんて存在しません。

　では何な故ぜ、その角部屋は、先輩が夢で見た葵さんの殺害現場にそっくりだったのでしょうか。

　そう考えたとき、自おのずとこの事件の犯人は見えてきます。

　あの時点で干支川先輩の夢の内容を知っていたのは、本人の他ほかには、眞壁先輩だけでした。

　また、『夢で見た殺害現場』に似るよう角部屋の内装を変えることができたのは、朝食に同席しなかった眞ま壁かべ先輩の祖父と祖母だけです。

　つまりあの角部屋は、眞壁先輩の指示により、彼女の祖父と祖母によってトリックルームに仕立て上げられたのです。

　おそらく、あの日の朝にトリックルームが作られたのには二つの理由があります。

　一つは、干支川先輩に夢の内容が真実だったと思い込ませるため。

　もう一つは、般若が逃にげ込んだのは、間ま違ちがいなくその角部屋だったと思い込ませるため。

　特に後者は重要です。

　干支川先輩はちょっとアレな人で、自分が超ちよう能のう力りよく者だと信じ込んでしまっているようですから、夢の内容に近い現実を見ると、夢と現実がリンクしてしまう傾けい向こうにあります。

　眞壁先輩はそれを利用して、トリックルームを葵さんの殺害現場に見せかけ、『その角部屋＝般若の部屋』という強きよう烈れつなイメージを干支川先輩に植え付けたのです。

　そのため干支川先輩は、般若が逃げ込んだのは別の部屋だったのではという疑問を全く持てませんでした。普ふ段だんの彼なら簡単に気付けたことのはずなのに、完全に心理操作されてしまっていたがために、冷静な判断ができなくなっていたのです。

　しかしこの程度のトリックは、私がその場にいればまず成立しなかったでしょう。

　そして眞壁先輩は、それを理解していました。

　だから彼女はあの日の朝、わざわざ編集部に匿とく名めいで電話をかけ、須藤王ストーキング太た郎ろうを呼び出してまで、私をあの家から排除したのです。

　いやはや───、とんでもない母娘おやこですね。

　娘むすめも娘なら、母も母です。

　土曜日の夜祭りで般はん若にやの面を被かぶったときから、怪あやしいとは思っていたのですが……。

　あの般若の面は、被ると周囲がほとんど見えなくなってしまうほど視界が狭せまいです。

　そんなものを被った酔よっ払ぱらいの青年団員が、よく知りもしない他人の家の中を、建物や植しよく栽さいの死角を巧たくみに利用しながら全力疾しつ走そうし、１００ｍ走十三秒台前半のこの私から逃にげ切ることなんてできるでしょうか。

　それを疑問に思った私は、先日青年団の本部を訪ね、鬼おに役の方全員に確かく認にんを取ってきました。

　その結果わかったのは、土曜日の昼間に眞ま壁かべ邸ていを訪おとずれた人なんて誰だれもいなかったということです。もちろん、全員にちゃんとしたアリバイがあることも確認しました。

　となると、翠みどりさんの『般若の子が備品を補ほ充じゆうするためにうちを訪ねてきていた』という話は噓うそだったか、もしくは彼女が般若に扮ふんした不ふ審しん者に騙だまされていたかのどちらかになります。

　そしてこの場合、その般若が不審者だった可能性は非常に低いです。

　何な故ぜなら、例えば空あき巣すが留守確認のためにインターフォンを鳴らす場合、家人がいることを確認するとすぐに逃げてしまうからです。これがもし強ごう盗とうの場合なら、そもそもインターフォンなんて鳴らさないでしょう。暴ぼう漢かんの場合も同様です。

　となると、翠さんの話は『噓』だった可能性が高くなります。

　それも踏ふまえた上で、ここまでの情報を一度整理してみると、私が眞壁邸で追い回した般若の特とく徴ちようは以下のようになります。




　①視界が狭くても問題なく家の中を全力疾走できるほど眞壁邸内に精通していた人物。

　②翠さんが噓を吐ついてまでその存在を隠かくさなければならなかった人物。

　③背格好と走り方から見て、女性。




　───これはもう、十じつ中ちゆう八はつ九く葵さんでしょう。

　おそらく、土曜の夜離はなれに現れた般若も、日曜の朝母おも屋やに現れた般若も、状じよう況きようから考えて葵あおいさんだと思われます。

　現在、この件に関しては、きちんとした証しよう拠こを収集するために探たん偵ていを雇やとって調査をしてもらっているところです。そしてその探偵からの経過報告によると、葵さんは今もあの家で普通に生活をしていることが確認できた、とのことです。

　つまり、葵さんは亡なくなってなどいないし、それどころか失しつ踪そうさえしていなかったのです。

　となると、葵さんを失踪したものとして扱あつかっている眞壁家の人たちは、全員グルということになります。

　あの人たちはどういうわけか、何がなんでも干え支と川かわ先せん輩ぱいを騙だましたいようですね。

　干支川先輩に、葵あおいさんは亡なくなったとか、般はん若にやは実在するとか、そんなことを思い込ませて一体どうするつもりなのでしょうか。

　動機がわかりませんね……。

　そしてそれがわからないことには、この件の本質的な解決は難しい気がします。

　これだけのトリックを一いつ朝ちよう一いつ夕せきにやってのける狡こう猾かつな眞ま壁かべ家が、何の意味もなく干支川先輩を騙しているとは思えませんからね。

　おそらく、裏には私がまだ知らない事情があるはずです。

　あの人たちが干支川先輩を騙さなければならない、なんらかの事情が───、




「なぁ小こ町まち……、お前は幽ゆう霊れいって実在すると思うか……？」

「ぷっ……！　先輩、私真しん剣けんに考えているところなのに笑わせないで下さいよぷぷっ……！」

　干支川先輩に真顔で問われ、私はつい吹ふき出してしまいました。

「いや、俺だって真ま面じ目めに訊きいてるっつーの……」

「先輩、前々からお気の毒な方だとは思っていましたが……」

「お前ホントいい性格してんな……。仕方ないだろ、実際に般若は消えちまったんだから」

「先輩はそれでもミステリ研の部長ですか。少しは冷静になって下さい。超ちよう能のう力りよくで過去を見ただの幽霊を見ただの、ちょっと面おも白しろすぎますよぷくくっ……」

「おいこら笑うな。幽霊はともかくとして、超能力は本当に実在するんだからな。証しよう拠こなら今でもネット動画でいくらでも見られるから、試ためしに干支川圭けい一いちで検けん索さくをかけてみろよ」

「テレビ番組などいくらでも編集することができます。あんなものは全部やらせですよ」

「じゃあお前は、俺が噓うそを吐ついてるってのかよ」

「いいえ、そうは言っていません。先輩は幼少期に周りの大人たちに利用され、世間からもてはやされ、結果的に自分を本物の超能力者だと本気で思い込んでしまった、ただのちょっとアレな人です」

「アレな人言うな！　そんなに疑うのなら実際に本物の超能力を見せてやろうじゃないか！　試しにお前がリーディングしてほしいものを」




「───先輩、あなたのそれは超能力ではなく、ただの中二病です」




　面めん倒どう臭くさくなって一刀両断すると、干支川先輩は白目を剝むいてその場に崩くずれ落ちました。

　可哀かわい想そうに、本当は自覚があったのでしょうね。ただそれを認めたくなかっただけで。

　でも大だい丈じよう夫ぶですよ、先輩。私は何があってもあなたの味方です。たとえ先輩が残念総選挙でセンターに選ばれるほどの残念プリンスだとしても、私はいつか更こう生せいしてくれる日が来ることを信じてずっと待っていますからね。

　私は先せん輩ぱいの肩かたにそっと手を乗せ、できる限り優やさしい声で今の気持ちを伝えました。

「先輩、わかっていますよ。先輩の中では超ちよう能のう力りよくは実在するのですよね？　ですから先輩はウソツキなんかではありません。私は温かく見守っていますから、ゆっくりと大人になりましょうね？」

「ぬがあああああああ────ッ！」

　なにか頭を振ふり乱して絶ぜつ叫きようしていますね。やっぱり干え支と川かわ先輩いじりは楽しいです。こんなに面おも白しろいおもちゃを他ほかの誰だれかに渡わたすわけにはいきませんね。

　というわけで、そろそろ先輩を奪だつ還かんするための調査にでも行ってきますか。

　それでは干支川先輩、ごきげんようです。
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　文化祭が近いせいでしょうか。演劇部の部室では、部員の皆みなさんが熱心に劇の練習をしていました。なんだか部外者は中に入りづらい雰ふん囲い気きです。

　そこで私は仕方なく、引き戸のちょっとした隙すき間まから中の様子を覗のぞいていました。

　ですがなかなかお目当ての人は見つかりません。ゆきちゃん、どこにいるのでしょうか。

「───あれ、ゆずっち？」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、私は驚おどろいて飛び上がってしまいました。

「あはは、ごめんごめん～。びっくりさせちゃった？」

「い、いえ、この私の背後を取るとは、ゆきちゃんもやるようになりましたね……」

　花のように笑う彼女は上うえ村むら優ゆ樹き菜な。私と同おない歳どしで、幼よう稚ち園えん来の大親友です。

　ゆきちゃんは私と違ちがって女の子らしいといいますか、ほわほわのふかふかさんで可愛かわいい人です。将来私の書いた小説のヒロインを演じる大女優になるのだと公言して演劇部に入ったのに何な故ぜか大道具をやらされているくらい、とにかくほわほわのふかふかさんで可愛い人です。

「で、そんなところでなにしてるの～？　誰かお探し中？」

「ちょっとゆきちゃんに訊ききたいことがあって来たのです。といいますか、用件についてはさっきメールしておいたはずなのですが、まだ届いてなかったですか？」

「あ、ごめんね～、練習中は携けい帯たい禁止だから……。というか、あ、あのね、もしかしてこの間のプリンのことだよね……？　ごめんね、あれはほんの出来心だったの。ゆずっちの名前が書いてあったのはわかってたんだけど、どうしても我が慢まんできなくて……」

「ほう……？　あのプリンを食べたのはゆきちゃんでしたか。私の家に勝手に上がり、勝手に冷蔵庫を開け、勝手にプリンを食べた挙げ句、勝手に帰って行ったと……？」

　私たちは旧知の仲なのでお互たがいの家にフリーパスで入れます。でも、さすがにプリン泥どろ棒ぼうがゆきちゃんだったなんて思ってもいませんでした。私の頭脳をもってしても今まで犯人がわからなかったのです。そういう意味では眞ま壁かべ先せん輩ぱいより手て強ごわいですね……。

「はぅっ、そ、その件じゃなかったの？」

「私はこの演劇部に泣きたいときに泣ける人がいるかどうかを尋たずねに来ただけですよ。でもたった今、一つ用件が増えましたけどね。というわけでプリンを返して下さい」

「な、泣きたいときに泣ける人ならいるよ！　すっごい泣くのが上う手まくて、もう自由自在にぼろぼろ涙なみだ流しちゃうの！」

「それはすごいですね。今、その人とお話はできるでしょうか。あとプリン返して下さい」

「え、え～と……、それはちょっと難しいかも。だってもうすぐ文化祭でしょ？　で、先輩はヒロイン役だから、練習で忙いそがしそうなんだよね～」

「そうでしたか。それではその先輩の名前とクラスだけでも教えてもらえないでしょうか。後日昼休きゆう憩けいにでも会いに行ってみますので。あとプリン返して下さい」

　私はその人の情報を書き留めるため、携けい帯たいのメモ画面を開きました。が、

「三年の眞壁先輩だよ～。フルネームは眞壁瑠る璃り子こさん。たしかクラスは───って、どうして急に回れ右して帰ろうとしちゃうのかなっ!?」

「すみません、その名を聞いただけで虫むし酸ずが走ってしまいました」

「そ、そんなに酷ひどい名前かな……!?」

「私が嫌きらいな名前ランキングの上位百位は『眞壁瑠璃子』で埋うめ尽つくされています」

「それランキングの意味なくない!?」

「意味はあります。百一位から二百位までは『須藤王ストーキング太た郎ろう』ですから」

「それは嫌いな名前のランキングじゃなくて、嫌いな人のランキングなんじゃ……？」

「そうとも言うかもしれませんね。それにしてもあの女め狐ぎつね、やたらと演技が上手いと思ったら演劇部のエースでしたか。道どう理りであの干え支と川かわ先輩がころっと騙だまされるわけです」

「ゆ、ゆずっち、もしかして眞壁先輩との間に何かあったの……？」

「先週家に泊とめてもらって、食事などをご馳ち走そうになりました」

「むしろいろいろお世話になっちゃってる!?」

「その話はとりあえず置いておきましょう。それより、これで問題は解決しました。素人しろうとでも泣きたいときに泣くことができるのかどうかが知りたかったのですが、そもそも眞壁先輩は素人ではなかったので、最初からそんな問題自体が存在しなかったのです」

「全然意味はわからないけど、なんだか今のゆずっちカッコイイよ～！」

「当然です。私は今をときめく天才女子高生推すい理り作家ですからね」

「いやーんっ、ゆずっちカッコ可愛かわいいっ～！」

　ゆきちゃんは私をぎゅーっと抱だきしめてくれました。私と違ちがって胸がほわほわのふかふかなので柔やわらかくて気持ちがいいです。

　でも、プリンの件はどうなったのでしょうか。もしかして私のプリンは既すでにこのふかふかに吸収されてしまったのでしょうか。だとしたら許せません。このふかふかは私のものです。ただちに返へん却きやくして頂きたい。

　そのとき突とつ然ぜん、部室の引き戸が一気に開かれ、そこから眞ま壁かべ先せん輩ぱいが姿を現しました。

「───あなたたち、そこで何をしてるの」

　その声には、普ふ段だん人前では決して見せない冷れい淡たんさが含ふくまれていました。それにびっくりしたのか、ゆきちゃんはすっかり怯おびえてしまっています。

「意外ですね、眞壁先輩がそんなに怖こわい顔をされるなんて。まるで部外者は部室に来るなとでも言いたげに見えますが、気のせいでしょうか？」

　私はたっぷりと皮肉を込めてそう返してやりました。

　眞壁先輩は部外者のくせに干え支と川かわ先輩とのコンタクトをミステリ研の部室で取っていますからね。部外者は演劇部の部室に来るなだなんて言わせませんよ。

「……別に見学に来てもらう分には構わないよ。でも他ほかの部員たちの気が散るから、練習中はできるだけ静かにしててもらえないかな」

「なるほど、ごもっともなご意見ですね。私も最近部外者がうるさいことに悩なやまされているのでよくわかります」

「っ………」

　眞壁先輩は悔くやしげな表情で言葉を詰つまらせました。

　おや、もしかしてもうギブアップなのでしょうか。張り合いのないことですね。

　するとこの険悪な空気に耐たえられなくなったのか、ゆきちゃんがおろおろと私たちの仲を取り持とうとしました。

「ま、眞壁先輩すみません！　私がこんなところでゆずっちに声をかけちゃったのが悪かったんです！　あ、そ、そうだ、ゆずっち、せっかくだから中に入って見学して行きなよ！　もしかしたら先輩が泣く演技、見せてもらえるかもしれないし！」

　その瞬しゆん間かん、眞壁先輩の顔が蒼そう白はくになりました。

　本当に三流ですね。それでは自らどこかの誰だれかさんを相手に泣く演技をしていましたと言っているようなものですよ。

「……ゆきちゃん、誘さそってくれてありがとうです。でも、やっぱり今日はもう帰ることにします。どうやら私は、この先輩にえらく嫌きらわれているようですから」

　そう言って、私は踵きびすを返しました。他の部員さんたちには迷めい惑わくをかけたくありませんでしたし、なにより私のせいでゆきちゃんに対する風当たりが強くなったら大変ですからね。

　でも、後になって一つだけ重大なやり残しがあったことに気付きました。




　プリン、回収し損そこねましたね……。
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　夜の闇やみに、ちらちらと小さな灯あかりが揺ゆれる。

　その灯の正体は、大人たち数十名が手にしていた提灯ちようちんの光だった。

　彼らは厳おごそかな平安装しよう束ぞくに身を包み、雅が楽がくを演奏しながら、煌きらびやかな山だ車しを引いている。

　山車の中には幼い頃ころの眞ま壁かべ瑠る璃り子こによく似た少女の姿があるが、彼女は白装束を身に纏まとっていて、床ゆかに横たわったまま死んだように動かない。

　それは、夜祭りだった。

　荘そう厳ごんで、厳げん粛しゆくで、身も凍こおるような雛ひな森もり祭り。

　幼い少女は、まだ生きている。だが、これから死ぬ。ここにいる大勢の大人たちに殺され、神に捧ささげられる贄にえとなるのだ。

　山車の車輪がガタゴトと無機質な音を立てて回り続ける。

　彼らが目指しているのは雛森山だった。

　しかし、全すべてが違ちがっている。

　道が砂地だ。アスファルトが張られていない。

　電柱も街がい灯とうもない。

　周辺には時代がかった武家屋や敷しきが立ち並び、マンションはおろか二階建ての建物すらない。

　それに、何な故ぜか神社が山の頂にある。

　雛森神社はたしかもっと山の西側がわにあったはずなのに、ここでは朱あかい鳥とり居いが山頂で不思議な光を放っている。

　そのまましばらく山車が行進を続けると、やがて波の音が聞こえてきた。

　海だ。

　雛森山はたしか陸続きだったはずなのに、この山は海に隔へだてられた島になっている。

　同じ山なのに、違ちがう山だ。

　同じ土地なのに、違う土地だ。

　ここは眞壁邸ていの存在する地、緑みどりヶが崎さきであって緑ヶ崎ではない。

　今はもう知る者のない、別のどこかだ。

　一いつ行こうはそこで予あらかじめ用意していた帆はん船せんに山車を載のせ、波に揺ゆられながら海を渡わたった。

　そして島に上陸すると、再び雛森山を目指して粛々と行進を再開する。




　しかしそのとき───、




　突とつ然ぜんの地鳴りと、激しい揺ゆれが彼らを襲おそった。

　地じ震しんだ。かなり大きい。

　一いつ行こうは立っていることさえできなくなり、その場で四よつん這ばいになって恐おそれ戦おののいた。

　直後、轟ごう音おんと共に、雛ひな森もり山の山やま肌はだが一気に滑すべり落ちてくる。

　森の木々も、土も、岩も、参道も、何もかもを巻き込んで、全すべてが怒ど濤とうの如ごとく海中へなだれ込む。

　そして、山の形そのものが変わった。

　もはやそこに参道と呼べるようなものはない。あるのはただ、切り立った崖がけのみだ。

　山だ車しの一行はあわやその大崩ほう落らくに飲まれそうになったが、地形に助けられて奇き跡せき的に事なきを得た。

　その後、彼らは口々に般若の祟りだと叫さけび、一いつ斉せいに逃にげ出してしまった。

　結果、その年の雛森祭りは中止され、幼い生いけ贄にえの少女は一いち命めいを取り留めたのだった。




　……という内容の与太話を、干え支と川かわ先せん輩ぱいが眞ま壁かべ先輩に聞かせていました。




　五月二十一日、木曜日。放課後のミステリ研部室内。

　先輩方はどうやらまだあの超ちよう能のう力りよくごっこを続けているようですね。

　なんでしたっけ。たしかストリップ・ストリーキングだったかなんだったか。とにかく頭の方は大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか。

「───すごい……！　圭けい一いち君ってほんとにすごいね……！　それ、私だよ……！　私が小さい頃ころ、般はん若にやの生贄に選ばれたときの夢だよ……！」

「マジか……？　たしかにあの子は、やけに瑠る璃り子こに似ちゃあいたが……」

　ちょっと干支川先輩、何信じてしまっているのですか。そこはつっこむところでしょう。先輩からつっこみを取ったらかっこつけと中二病しか残らないじゃないですか。

「けど、それならどうして周りの風景があんなに昔っぽかったんだ……？　あれじゃあ十年前どころか、百年以上前って感じだったぞ……？　しかも雛森山に至っては陸続きでさえなかったし……」

「ごめん、それは私にもよくわからないの……。ただ、私は何度かそんな風にして山車で連れて行かれそうになったんだけど、そのときはいつも周りがそんな風になってたんだよね……」

　議論をするポイントはそこなのでしょうか。もう少し考えるべきことがあるのではないでしょうか。全然集中できなくて次の締しめ切きりが怖こわいです。

　その後も先輩方は、やれ昔の雛森山は海に浮かぶ島だったのではないかだの、あの地滑りが原因となって海が埋うめ立てられたのではないかだの、かつての雛森神社は山の頂にあったのではないかだの、とにかくイタイ会話を繰くり広げていました。

　が、しばらくすると二人は喉のどが渇かわいたらしく、飲み物を買いに出て行きました。

　これでやっと静かになりますね。さて、今のうちに続きを書いてしまいま……、




　……って、あれは？




　執しつ筆ぴつに戻もどろうとした私は、ふと机の上にノートが置きっぱなしになっていたことに気が付きました。

　ノートには『リーディングノート』と書かれています。

　なるほど、これが例のイタイ話の大本になっているノートですか。話の内容も相当イタかったですが、夜中一人でせっせとこれを創作している先せん輩ぱいの姿を想像するとさらにイタイタしいものがあります。何がそこまで彼を駆かり立てるのでしょうか。

　私は怖こわいもの見たさから、そのノートを開いてみました。




【五月十六日（土）の夜】

　葵あおいさんが般はん若にやの姿をした何者かに殺害された夢。

　ここだけ字が違ちがうので、記録したのはあの女め狐ぎつねかもしれません。どちらにせよただの作り話なのでどうでもいいことですが。




【五月十八日（月）の夜】

　株式市場における、五月二十九日（金）夕方時点での週間値上がり率ランキングの夢。

　……これは意味不明ですね。

　超ちよう能のう力りよくで葵さんの過去を探さぐろうとしたのに、『株価の夢を見た』なんて言ったら、自分が超能力者であることを疑われてしまうだけではありませんか。干え支と川かわ先輩は一体何がしたいのでしょうか。

　でもちょうどいいので、このページは携けい帯たいで証しよう拠こ写真を撮とっておきましょう。

　こうしておけば、二十九日になって株価が当たらなかったとき、また先輩をイジり倒たおすことができます。先輩がどんな顔で困ってくれるのか今から楽しみです。




【五月二十日（水）の夜】

　幼い女の子が山だ車しで雛ひな森もり山に連れて行かれた夢。

　さっき干支川先輩が話していた内容そのままですね。中二病はこじれらせるとここまで酷ひどくなるものでしたか。意外に恐おそろしい心の病だったのですね。




　斜ななめ読よみを終えた私は、そっとそのノートを閉じました。

　……ダメですねあの人。早くなんとかしないとです。

　それから間もなくして、飲み物を手にした先せん輩ぱい方が戻もどってきました。

「───じゃあ圭けい一いち君、土曜の一時に現地集合ってことでいいかな？　道はわかる？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。あの神社はこの間行ったばかりだしな」

　ほほう、土曜の午後は雛ひな森もり神社で調査デートですか、なるほどなるほど。

　私が聞き耳を立てていると、ふと目の合った干え支と川かわ先輩がコーヒー牛乳を放ほうり投げてきました。ちょっと先輩、今の私でなければキャッチできませんよ。

「やる。自じ販はん機で当たった」

「……私はバナナオレの方が好みなのですが」

「文句があるなら返せ。持って帰る」

「頂きます」

　まったく、いちいちツンデレさんですね。本当は私に気を遣つかってついでに買ってきたくせに。

　私は甘ったるいコーヒー牛乳をストローで吸いながら、次なる調査の予定を立てるのでした。
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　そして訪おとずれた五月二十三日、土曜日の午後二時。

　先輩方は、ようやく雛森神社の境けい内だいへとやってきました。

　いやはや、まさかお二人揃そろって予定より一時間も遅おそくいらっしゃるとは。どこでイチャコラしていたのでしょうかこのバカップルは。少しはあなた方をこっそり尾び行こうするために二時間も前から藪やぶの中に潜ひそんでいた私の身にもなってもらいたいものです。

「悪い、瑠る璃り子こ。まさかこんなことになるとは思ってなくて……」

「ううん。それより大変だったね……。盗とう難なん届とどけはもう出してきた？」

「ああ。しかし買ってからまだ半年も経たってないってのにマジでむかつく……。あのバイク、六十万もしたんだぞ……」

「盗難保険には……？」

「入ってねぇ……。最悪だ……」

　会話内容から察するに、どうやら干支川先輩はバイクを盗ぬすまれてしまったようですね。それでこの大遅ち刻こくでしたか。ご愁しゆう傷しよう様です。

　そして大変言いにくいことに、というより尾行中なので実際言えないのですが、今日は雛森神社は休業日です。私暇ひますぎてさっき自分で確かく認にんしてしまいました。

　そんなわけで、社務所のインターホンをいくら押したところで神かん主ぬしさんが出てくるはずもなく、干支川先輩は本気で落ち込んでしまいました。

「ご、ごめんね圭一君、私、今日が休業日だなんて知らなくて……」

「いや、瑠る璃り子こだけのせいじゃねぇよ……。営業日を確かく認にんしなかったのは俺も同じだし……。っていうか、神社にも休業日なんてあるんだな……」

　そこで二人の会話は気まずく途と切ぎれ、境けい内だいは静せい寂じやくに包まれました。

　お祭りのない神社はがらんと広く、閑かん散さんとしています。

　先せん輩ぱいたち以外に、人ひと影かげはありません。

　それに今日は生あい憎にくの曇くもり空ぞらだからでしょうか、それともここが山の中だからでしょうか、辺りはまだ昼間だというのに、いやに暗いです。

　正直、薄うす気味悪いですね……。

　こういうところは今にも出てきそうです。……須藤王ストーキング太た郎ろうが。

　私あの人だけは本当に無理です。生理的に受け付けません。なのに何度編集部にお願いしても担当が変わらないのは何な故ぜでしょう締しめ切きりを守らないからですねはいわかってます。

「……仕方がない。瑠璃子、こうなったら実際に山頂まで登って確かめてみるぞ」

「え、ええっ？　でも、危ないんじゃ……」

「小さな山だから大だい丈じよう夫ぶだろ。それに、ここは携けい帯たいも通じるみたいだし」

「うーん……。でもこの山って、勝手に入ってもいいのかな……？」

「ダメだとしても誰だれも見ちゃいないさ。最悪、誰かに怒おこられても平ひら謝あやまりすればいい」

「う……。じゃ、じゃあ、一つだけお願いしてもいい……？」

「何だよ」

「その……、ちょっと怖こわいから、手を繫つないでもいいかな……？」

「なんだそんなことかよ。ほら、さっさと行くぞ」

　干え支と川かわ先輩は何の色気もなく眞ま壁かべ先輩の手を取り、歩き出しました。

　おのれ魔ま女じよめ、そうやって少しずつ干支川先輩を籠ろう絡らくしてきたのですね───！

「───痛っ!?」

「ど、どうした瑠璃子！」

「い、今、突とつ然ぜん頭に何かがぶつかって……！」

「ぶつかった……？　もしかして、この足あし下もとに転がってきた松ぼっくりのことか……？」

「そう、なのかな……？　あれ、でも、頭上に松の木なんてないよね……？」

　私は慌あわてて茂しげみの中に身を隠かくしました。

　いけません。私としたことがついカッとなって必殺の大リークボール４号消える危険球を全力投球してしまいました。でもたまたま足下にあったのが石ではなく松ぼっくりでよかったです。危あやうく眞壁先輩を殺やってしまうところでした。

　先輩方が訝いぶかしげな顔をしてこちらに向かってきます。まずいですね、このままでは見つかってしまいます。移動しましょう。

　私はできるだけ音を殺しながら茂みの奥へ奥へと走りました。
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　この山の森は神社の周辺以外は整備されていないようですね。ちょっと奥に入っただけで樹木や雑草が伸のび放題の荒あれ放題になっていてかなりの混沌カオスです。

　所狭せましと立ち並ぶ高木が空を覆おおい尽つくしているせいで、日の光がほとんど感じられません。今日は元々曇くもっていることもあり、辺りはまるで夜のように暗くなっています。おかげで隠かくれる分には都合がいいのですが。

　やがて、後方に人の気配を感じなくなりました。

　先せん輩ぱい方もさすがにこんなところまでは追って来ないようです。代わりに私も先輩方を見失ってしまいましたが、それは仕方がありませんね。また戻もどって探すとしましょう。

　そう思った私は一歩足を踏ふみ出し、ふと気付きました。

　なんだか、ここはいやに静かですね……。

　聞こえてくるのはざわざわと風に揺ゆれる葉は擦ずれの音だけです。鳥や虫の鳴き声さえしません。

　これがもしミステリーだったら、死体を発見してしまうか自分が死体になってしまうかのどちらかのシーンですね。後者はとりあえずあり得ないので、問題は前者です。この辺りに誰だれかの死体が転がっていなければいいのですが。

　そのとき、ガサリと落ち葉を踏みしめるような足音がしました。

　私は反射的に木の梢こずえに身を潜ひそめましたが、耳を澄すましたところ、どうやらその足音の主は先輩方ではなさそうでした。

　足音は、もっと森の奥の方から聞こえてきます。少し距きよ離りが離はなれているようですね。

　私は興味本位でその人物を確かく認にんしようとしましたが、暗いせいでその姿をはっきりと見ることはできませんでした。わかったのは、私と同じくらいの背せ丈たけの袴はかまのようなものを穿はいた女の子だということだけです。

　妙みようですね。ここは人が足を踏み入れるような場所ではないと思うのですが、あの子は一体どこに向かっているのでしょう。

　直感的に怪あやしいと感じた私は、とりあえず彼女の後を追ってみることにしました。もしかしたらあの子も眞ま壁かべ家の手の者かもしれませんからね。うまくいけば犯行現場を押さえて連中を一いち網もう打だ尽じんにできるかもしれません。

　再び足音を殺しながら走り、女の子との距離をぐんぐん詰つめていきます。

　よく見ると、彼女の通ったあとには、所々に石いし畳だたみの跡あとのようなものがありました。

　どうやらここは昔、道として使われていた場所のようですね。

　ひょっとしてあの女の子は、この石畳の跡を辿たどっているのでしょうか。

　だとするとますます興味深いですね。どうしてあんなに幼い女の子がこんなに古い道のことを知っているのでしょうか。私気になります。

　それからしばらくすると、女の子は視界の開けた明るい場所に出ました。

　ここからでは後ろ姿しか確認できませんが、彼女が穿いている袴のようなものは、どうやら巫み女こ装しよう束ぞくだったようです。妙にこんな道に詳くわしいと思ったら、神社の関係者の方でしたか。

　でも、巫女さんがこんなところで何をしているのでしょう。

　それが気になった私は、とりあえず彼女に声をかけてみることにしました。

「あの、すみません」

　巫女さんの足がぴたりと止まります。

　そしておもむろに振ふり返った彼女の顔には……、




　───般若の面。




　突とつ然ぜんのことに、さすがの私も一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいてしまいました。

　ですが私は天才女子高生推すい理り作家ですから、この程度で取り乱したりはしません。むしろすぐに落ち着きを取り戻もどし、大人の余よ裕ゆうを見せて差し上げました。

「もしかして、神事の最中ですか？」

　雛ひな森もり神社は般はん若にやと化した綾あや姫ひめを祀まつる神社ですから、神職の方が神事の際に般若の面を被かぶることだってあるでしょう。雛森祭りのときだって鬼おにが面を被っていましたしね。

　さすがは私、すばらしい推理です。と、思ったのですが……、

　何な故ぜか、それを聞いた巫女さんはくすくすと私のことを嗤わらいました。

　なんだか気味の悪い嗤わらい声です。まるで頭の中に直接響ひびいてくるような……、

「あの……、巫み女こさんなのですよね？」

　そう尋たずねても、巫女さんは嗤いながら私に手招きをするだけでした。

　私は訝いぶかしく思いながらもそれに従い、巫女さんの方へと歩ほを進めます。

　が、距きよ離りは少しも縮まりません。

　私が一歩進めば巫女さんも一歩進み、私が立ち止まれば巫女さんも立ち止まる。その繰くり返しだったからです。これではいつまで経たっても追いつけるはずがありません。

「……すみません、あなたは誰だれで、今何をしているところなのでしょうか」

　もう一度尋ねてみても、巫女さんはやはりくすくすと嗤うだけでした。

　なるほど、そういう態度ですか。

　たった今、あなたは私の中で不ふ審しん者認にん定ていを受けました。どこの誰だか知りませんが、取とっ捕つかまえて尋じん問もんさせて頂くとしましょう。子供だからといって容よう赦しやはしませんよ。身長は私と同じくらいなのですからね。

　私は巫女さんに向かって走り出しました。同時に巫女さんも走り出しますが、はっきり言って足が遅おそいです。その程度で私を挑ちよう発はつするなんて身の程ほど知らずにもほどがありますね。

　せいぜいこれからこの天才女子高生推すい理り作家を怒おこらせてしまったことを後こう悔かいするがいいです。私のくすぐり地じ獄ごくはすごいですよ。ゆきちゃんとか白目を剝むいてしまうレベルです。大人しくプリンを返さないからそういうことになるのです。プリンを笑う者はプリンに泣き、私を嗤う者は私に泣くのです。

　巫女さんとの距離が見る見るうちに縮まっていきます。

　あと10ｍ……！　９ｍ……！　８ｍ……！

　私は捕ほ獲かくの用意にかかりました。手を伸のばせば獲え物ものはもうすぐそこです。




　６ｍ……！　５ｍ……！　って、えっ───？




　それは、一いつ瞬しゆんの出来事でした。

　逃とう走そう中の巫女さんが木の死角に入った直後に消え、次の瞬間、そこから30ｍ以上も先の別の木の陰かげから現れたのです。




　瞬間移動───!?




「───なんて、騙だまされるとでも思いましたか！」

　どうやら相手は二人いるようですね。

　私が追いかけていた巫女さんは、まだ木の死角にいる（隠かくれている）はずです。

　そこから30ｍ程ほど先に現れたのは、同じ体格で同じ格好をした別人でしょう。

　般はん若にやの面を被かぶって顔を隠かくしているから入いれ替かえトリックがやりやすいのですねわかります。

　でもこの私にそんな使い古されたネタが通用するはずないでしょう───！

　私は意気揚よう々ようと巫み女こさんが隠れた木の死角に回り込みました。

　……ところが、




　木の陰かげに、巫女さんがいません。




　この辺りは視界が良く、他ほかに隠れられるところはないはずです。それなのに木の陰はもちろんのこと、木の上にも、その周囲にも、どこにも巫女さんの姿は見当たりません。

　もしかして、ワイヤーや鏡を使用した大がかりなトリックを使ったのでしょうか。

　そう考えた私はすぐに仕し掛かけを探そうとしました。ですが、




　くすくす……、くすくす……、




　私の思考を邪じや魔まするかのように、またあの嫌いやな嗤わらい声が頭の中に響ひびいてきます。

　……妙みようですね。あの巫女さんは30ｍも先で手招きをしながら私を待っています。それなのにどうして彼女の嗤い声がこんなにも間近に聞こえるのでしょうか。

　私は真っ先に、共犯者がまだ近くに潜ひそんでいる可能性を考えました。

「───近くにいることはわかっていますよ！　隠れてないで出てきたらどうですか！」

　ですがそう叫さけんでみても、不快な嗤い声のボリュームがさらに増すだけでした。

　しかもこれは一人や二人の嗤い声ではありません。もっと多い、例えば数十人が一いつ斉せいに嗤うような、幾いく重えにも重なった酷ひどい嗤い声です。

「あ……ぐっ、ぅぅっ………！」

　突とつ然ぜん、頭が割れるような強きよう烈れつな頭痛に襲おそわれました。一体どうなっているのでしょう。立っていられない苦しさです。勝手に膝ひざが折れて地面についてしまいます。

　すると私が動けないことをいいことに、周辺の木々の陰という陰から、次々と巫女さんたちがその姿を現しました。その数は森に生おい茂しげる木々と同等であり、一体何人いるのか見当もつかないほどです。

　しかも彼女たちの顔には、皆みな一様に般若の面───、

　あまりにも異様な光景です。

　考えなければならないことがたくさんあるのに、何も考えられません。目がちかちかして視界がどんどん狭せまくなっていきます。

　そしてついには、真っ暗で何も見えなくなってしまいました……、
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「───小こ町まち！　おい、小町！」

　気付いたら、私は森の中で干え支と川かわ先せん輩ぱいに肩かたを揺ゆすられていました。その隣となりには眞ま壁かべ先輩の姿もあります。

「……おはようございます、干支川先輩」

「お、お前、脅おどかすなよ……！　死んでるのかと思ったじゃねぇか……！」

　干支川先輩は怒いかり半分、安あん堵ど半分といった様子でそう言いました。この人なんだかんだで私のことを心配してくれますよね。離はなれで般はん若にやを捜さがした時もそうでしたし。

「つーかお前、なんでこんなところにいるんだよ。しかもなんで倒たおれてたんだよ」

　それは急に頭が痛くなって……って、そういえばもう全然なんともありませんね？

　あの強きよう烈れつな頭痛はなんだったのでしょう。執しつ筆ぴつによる寝ね不足がたたったのでしょうか。

　それに、あの巫み女こさんたちはどこへ……？

　まぁいいです。説明するのも面めん倒どうなので、とりあえず適当に誤ご魔ま化かしておきましょう。

「森林浴をしていたら、ついうとうとしてしまったようですね」

「お前、絶対頭おかしいだろ……」

　そんなに呆あきれないでほしいです。本当は眞壁先輩に大リークボール４号消える危険球をくらわせた後、森の中に逃とう走そうしたら、成り行きでこうなっただけなのですから。

「それより、先輩方こそどうしてこんなところへ？」

「俺たちは、まぁ、いろいろと調査のためだ。って、待てよ……？　もしかして境けい内だいであの松ぼっくりを投げつけてきたのはお前なんじゃないか……？」

「なんのことでしょうか」

「あ、怪あやしい……」

　干支川先輩、あなたが怪しむべきは私ではなく、隣となりにいる魔女ですよ。まぁたしかに松ぼっくりをぶつけたのは私ですが。そういうどうでもいいことだけはわかるのですね。

「さて、お昼寝してすっきりしたことですし、引き続き石いし畳だたみの跡あとを辿たどってみるとしますか。というわけでお二人とも、私はもう行きますね。ごきげんようです」

「え、待て、お前も石畳の跡を辿ってるのか？」

「おや、もしかして先輩方もですか？　これはこれは、偶ぐう然ぜんですね。そういうことなら、よろしければご一いつ緒しよしませんか？」

「……まぁ、仕方ねぇか。行き先が同じならどうせ一緒になっちまうだろうし……」

　やりました。ナチュラルに同行権をゲットです。

「眞壁先輩、すみませんね。偶然にしろ、なんだかデートのお邪じや魔まをしてしまうみたいで」

「ううん、気にしないで？　たまにはこういう偶ぐう然ぜんもあるよね？」

　私たちはお互たがいにこれでもかというくらい素す敵てきな笑え顔がおを作りながら皮肉を交かわし合いました。干え支と川かわ先せん輩ぱいがちょっと引いていて可愛かわいいです。

　それでは気を取り直して石いし畳だたみの跡あとを辿たどりつつ、あの不届きな巫み女こさんたちを捜さがしに行くとしましょうか。

　さっきはおかしな頭痛のせいで見失ってしまいましたが、今度こそ逃のがしませんからね。
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　雛ひな森もり山の中には深い谷があり、石畳の跡はそれに沿って張り巡めぐらされていました。

　それからその道を、荒あれ放題の草木をかきわけながら進むこと約四十分───。

　私たちはようやく、石畳跡の終点に辿り着きました。

　どうやらこの辺りが山頂のようですが……、

「……何もねぇな……」

　干支川先輩は、どこか納なつ得とくがいかない様子で呟つぶやきました。

　大方、ここに昔の神社があるとでも思っていたのでしょう。

　ですが実際に眼前に広がっているのは、背の高い雑草がぼうぼうと生おい茂しげった原っぱだけです。先輩の中二病にはいい薬かもしれませんね。ここはしっかりと現実を受け止めておいてもらうとしましょう。

　それに今問題なのはそこではなく、あの巫女さんたちのことです。

　私はここに来る途と中ちゆう、ずっと注意深く周囲の観察をしていましたが、彼女たちの痕こん跡せきを何も見つけることができませんでした。これはとても不可解なことです。

　何な故ぜなら、私の目を一いつ瞬しゆんでも欺あざむいたあのトリックを実行するには、かなり大がかりな装置が必要だったはずだからです。にもかかわらず、それらしきものが見当たらないばかりか、足跡の一つさえも残っていないなんて、はっきり言って異様でさえあります。

　悔くやしながら現状では、彼女たちがどうやって現れ、そして消えていったのかがわかりません。

　あのとき妙みような頭痛に襲おそわれてさえいなければ……、

「へあっ!?」

　考え事をしていたら、草むらの中に埋うもれていた何かに躓つまずいてしまいました。

　が、あわや草むらにダイブしそうになった私の体が空中で静止します。干支川先輩が私の後うしろ襟えりを摑つかんでくれたのです。

「ボーッとすんな。雑草で足あし下もとが見えにくくなってるからな」

「……躓く前に言って頂けるとありがたかったです」

　私はすぐに体勢を立て直し、私を躓かせた忌いま々いましい物体の確かく認にんをしました。

　どうやら、犯人は朽くちた木材だったようです。自然物ではなく人工的に加工されたもので、かなりの大きさですね。これはもしかして柱……でしょうか。

　どうしてこんなものがここに……？

　よく調べてみると、その周辺には雑草に隠かくれてそこら中に大きな木材が点在していました。しかも、中には地中に埋うまっているものまであるようです。

「ね、ねぇ、こっちに来て……！　これってもしかして……！」

　眞ま壁かべ先せん輩ぱいに呼ばれ、私と干え支と川かわ先輩は崖がけの手前まで向かいました。

　ここにも、かなり大きな木材が埋まっているようですね。

　これは……、既すでに色が落ち、朽ちてはいますが、鳥とり居いの形をしているようです。

「鳥居……だよな、これ。ってことは、ここが俺が夢で見た神社の跡あとか……？」

「きっとそうだよ……！　やっぱり、昔はここに雛ひな森もり神社があったんだよ……！」

「とすると、そこの崖がけが地じ滑すべりが起きる前は参道だった場所だな……」

　そうしてまたイタイ会話が始まってしまいました。なんて残念なバカップルなのでしょう。

　鳥居なんて探せばどこにだってあります。特にかつての日本は山さん岳がく信しん仰こうが盛さかんでしたから、山頂に神社や鳥居が建てられていることなんて本当にざらです。

　それを指して、『予言した通りあそこに神社があった！』なんてやっていたら日本国民総超ちよう能のう力りよく者になってしまいますよ。そんなもの、『明日の太陽は東から昇のぼってくる』と予言するようなものなのですから。

　ですが先輩方はまるで世界の謎なぞでも紐ひも解といたような顔で崖の下を覗のぞき込みに行き、『すげぇ高さだな……』『こんなところに参道があったなんて信じられないね……！』なんて言葉を交かわし合っていました。

　崖の上が高いのは当たり前です。そのくらいポニュでも知っています。信じられないのはあなた方の思考回路です。

　ってこの崖本当に高いですね……。２５０ｍくらいあるのではないでしょうか……。

　なんとなく、ここは取材で見に行ったことのある自殺名所に似ている気がします。あまり気持ちのいい場所ではありませんね。

「ね、圭けい一いち君、神社跡も見つかったことだし、なんだか雲行きが怪あやしくなってきたから、そろそろ山を下りない？」

「だな……。あとのことはまた日を改めて神かん主ぬしにでも訊きいてみるか……」

　そして干支川先輩は、ちらりと私の方を見ました。

　私は巫み女こさんたちを捜さがし出すまで帰るわけにはいきません。

　と、言いたいところでしたが、たしかに頭上を覆おおう雲は厚みを増し、その色を黒く染めつつありました。

「私も一いつ緒しよに下山していいですか？　こんな山の中で雨に降られたら大変ですし」

「好きにしろ……。どうせダメだって言ってもついてくるんだろ……」

「よくご存知で」

　この様子だと、今日はこっそりと調査する二人を尾び行こうしようとしていたことがもうとっくにバレバレのようですね。それでもなんだかんだで一いつ緒しよにいさせてくれる干え支と川かわ先せん輩ぱいはやっぱり優やさしい人だと思います。

　それに比べて眞ま壁かべ先輩、そうやって私だけにわかるように嫌いやな顔をするのはやめて頂けないでしょうか。やるならどうぞ干支川先輩にも見えるようにお願いします。あんまり感じが悪いとまた大リークボール４号消える危険球をくらわせますよ。

　そんなこんなで、私たちは干支川先輩を緩かん衝しよう材ざいにし、前方に私、後方に眞壁先輩と並んだ状態で、また長い谷沿いの石いし畳だたみ跡あとを下っていきました。

　そしてちょうど雛ひな森もり神社まで戻もどったときのことです。

　私たちはそこで偶ぐう然ぜん六十代くらいの男性と鉢はち合あわせ、その方から声をかけられました。

「───おや、これは眞壁のお嬢じようさん、こんにちは。今日はいかがしました？」

「あ、どうもこんにちは！　よかったです、お会いできて！　あの、実は私たち、この雛森神社の歴史についてちょっとお話を伺うかがいたかったのですけど、今日はもしかしてお休みだったでしょうか？」

　会話内容から察するに、どうやらこの男性が神かん主ぬしさんのようですね。宮ぐう司じ装しよう束ぞくではなく洋服を着ているので、てっきり参拝客の方かと思ったのですが。

「そうでしたか。今日はたしかに休業日ですが、構いませんよ。せっかく来て頂いたのですからお話ししましょう。眞壁さんにはいつもお世話になっていますしね」

　さすがは地元の名士の一人娘むすめ、顔が広いことですね。

　というわけで、私は引き続き眞壁先輩の監かん視しをするため、その場に残って神主さんの話を聞いていくことにしました。

　以下、そのとき耳に入ってきた、雛森神社についてのどうでもいい追加情報です。




　雛森神社は貞じよう観がん四年（西せい暦れき８６２年）、時の受ず領りよう、藤ふじ原わらの守もり房ふさによって建造された。

　建造目的は守房の妻に謀ぼう殺さつされた愛人『綾あや姫ひめ』の鎮ちん魂こんのためである。

　ただし、当時神社が建造されたのはこの場所ではなく、雛盛山の山頂付近であり、そのときの名めい称しようは『雛盛神社』だった。

　また、雛盛神社の鎮魂祭（現在で言う雛森祭り）では盛んに人ひと身み御ご供くうが捧ささげられた。

　人身御供に選ばれたのは専もつぱら穢けがれなき処女たちであり、その数があまりに多く悲ひ惨さんであったため、一説には雛盛神社という名称の由来は『雛』（幼い少女の生いけ贄にえ）を『盛る』神社であったとさえ言われている。

　以降、雛盛神社は何度か火か災さいにより本ほん殿でんを失ったが、その度たびに再建された。

　そしてその長い歴史と、恐おそろしい人ひと身み御ご供くうの風習は、江戸時代の末期まで続くことになる。

　しかし、それも文ぶん久きゆう二年（西せい暦れき１８６２年）の雛ひな盛もり山大崩ほう落らくを境に中断され、その後は明治時代に入り近代化が進んだため、悪あしき風習として廃はい止しされることになった。

　その結果、雛盛神社は現在の場所へと移転し、その名めい称しようを雛森神社へと改めた。

　また同時に、雛盛山も雛森山へと改かい称しようされた。




「……人身御供に雛盛神社か……」

　干え支と川かわ先せん輩ぱいは妙みように納なつ得とくしたような顔をしてその話に聞き入っていました。

　もしかして、自分が夢で見た内容と、文久二年の雛盛山大崩落を重ねて見てしまっているのでしょうか。だとしたら馬ば鹿かげています。

　ここは災さい害がい大国日本ですよ。あんな山奥で千年もの間存在し続けた神社なら、一度や二度の土ど砂しや崩くずれや崖がけ崩れくらい経験していて当然です。むしろ何もなかったらそっちの方が異常なくらいですよ。

「……あの神社跡あとでそんなことがあったなんてね……」

　眞ま壁かべ先輩が噓うそくさく追つい随ずいしました。この人、多分最初からこの歴史を知っていましたね。

「神社跡あと……？　もしやお嬢じようさん方、旧神社の跡地に行かれたのですか……？」

　神かん主ぬしさんの表情が急に険しくなりました。

　なんでしょう、もしかしてあそこは立ち入ってはならない場所だったのでしょうか。

「勝手に山に入ってしまってすみません。森の石いし畳だたみ跡が気になってしまって、つい……」

　眞壁先輩は神しん妙みような面おも持もちになって謝りました。この人、本当にこういう演技は上う手まいですね。

「ああ、いえ、別に咎とがめているわけではないのです。ただ、どうしてあの場所を見つけられたのかが少し気になっただけで。……念のため確かく認にんしておきたいのですが、お嬢さん方は石畳の跡を見つけられただけで、特に怪あやしい者を見たというわけではないのですよね？」

「怪しい者……？　いえ、私は見ていませんけど……？」

「よかった、それならいいのです。よかった、よかった」

　神主さんはあからさまに安あん堵どの表情を浮かべました。ですが、

「───私、見ましたけど」

　私の一言で、その表情が一気に凍こおりついてしまいました。

「み、見たというと……？」

「般はん若にやの面を被かぶった巫み女こさんたちです。あれは神事か何かなのですか？　話しかけても嗤わらわれるだけで、とても感じが悪かったのですが」

　私が半ばクレーム気味に愚ぐ痴ちると、神主さんはさらに深刻そうに眉まゆ根ねを寄せました。

「……大変申し上げにくいのですが、この神社では年末年始と七しち五ご三さんの時期以外、巫女は雇やとっておりません。何なに分ぶんここはローカルな神社なものですから、恥はずかしながらそれほど資金的に余よ裕ゆうがあるわけではありませんので……」

「あの方たちが巫み女こさんでないのなら、何な故ぜあんな場所であんな格好をしていたのでしょう。神かん主ぬしさんは彼女たちについて何かご存知ないですか？」

「申し訳ありませんが、それは私にもわかりかねます。わかりかねますが……」

　そのとき、神社の乾かわいた石いし畳だたみに、ぽつりぽつりと黒い斑はん点てんが浮かび上がりました。ついに雨が降り始めたのです。

「……お気をつけ下さい。私はこれまでに都つ合ごう二度、あの場所で怪あやしげな巫女たちを見たという方にお会いしたことがあります。そしてそのお二ふた方かたは、何故だかその数日後にお亡なくなりになっていますので……」

　はっきり言って不ふ愉ゆ快かいでした。これではまるで追うなと脅おどされているみたいです。

「その方たちの死因はご存知ですか？」

「……自殺でした。旧神社の跡あと地ちには高い崖がけがあったでしょう？　お二方とも、あそこから身を投げてしまわれたのです」

「それなら何も問題ありませんね。私は自殺なんてしませんから」

　私は毅き然ぜんとした態度でそう言い切りました。誰だれかに突つき落とされたりでもしない限り、私があそこから落ちるなんてことはあり得ませんからね。

「……そうですね。妙みような話をして申し訳ありませんでした。どうかお許し下さい」

　その後、一通り話を聞き終えた私たちは神主さんにお礼を言い、社務所の傘かさを借りて帰路につきました。

　……ですが何故でしょう。

　その日は一日中、不安げに私を見る神主さんの顔が、脳裏にこびりついて離はなれませんでした。





＊






　五月二十九日、金曜日の放課後。

　私は今、バカップルがイチャつく部室から逃にげ出し、図書室で執しつ筆ぴつをしているところです。

　……が、思うように筆は進みません。

　正直、焦あせりを感じています。

　あの後、探たん偵てい社による眞ま壁かべ家の調査は順調に進みました。

　葵あおいさんが今もあの家で普ふ通つうに生活をしているという証しよう拠こ写真は入手できましたし、翠みどりさんが総そう司しさんの奥さんではなく、実際にはただの親しん戚せきだったことも判明しました。

　なのに何故、これだけ調べても動機が何も出てこないのでしょう。

　あの魔ま女じよは一体何の目的があってあんな噓うそを吐ついているのでしょうか。ただ干え支と川かわ先せん輩ぱいを弄もてあそぶためだけにしては手が込みすぎています。そもそも彼女なら、噓なんて吐かなくてもあの人を弄もてあそぶことくらいできるはずなのです。

　きっと私は何かを見落としています。とても重要な何かを。

　もっとよく考えましょう。もう二十九日です。これ以上は邪じや魔まをするにも限界がありますし、そろそろなんとかしないと本当にあの二人の間に間ま違ちがいが起きてしまいかねません。

　……って、五月二十九日？

　そういえば、今日は干え支と川かわ先せん輩ぱいが株価を予言していた日でしたね。

　携けい帯たいに証しよう拠こ写真が残っていますから間違いありません。あのイタいノートに記録されていたのは、たしかに五月二十九日（金）夕方時点での株価週間値上がり率ランキングです。

　私は先輩をイジるネタがまた一つ増えたことを嬉うれしく思い、早さつ速そくインターネットで本日更こう新しんされたばかりの株価情報を閲えつ覧らんしました。すると、




「………？」




　合って、いますね……。

　一位から三位までが……、

　いえ、それだけではなく四位も、五位も、六位も……？

「な、なんですかこれは……!?」

　私は食い入るようにノートパソコンと携帯の液えき晶しようを見比べました。ですがどんなに見比べても結果は同じです。両者の内容はぴたりと一いつ致ちしています。一位から二十位までの会社名、値上がり率がほぼ完全に一致しているのです。

　一体どんなトリックを使ったのでしょう。この天才女子高生推すい理り作家である私にさえ理解不能な現象です。いえちょっと待って下さい。あの干支川先輩が私に理解できないトリックなんて使えるでしょうかいえ使えるはずがありません。それならどうしてこのランキングは完全に一致しているのでしょうかわけがわかりません。

　私は荷物を全部ほったらかしにして部室へと走りました。確かく認にんしなければならないことがあるのです。今すぐにでも確認しなければならないことがあるのです。

　私が全速力で部室の中に飛び込んでいくと先輩方は目を丸くして驚おどろきました。でも違いますよ今驚くべきは先輩方ではありません。どうしたんだよ小こ町まちってどうしたんだよは干支川先輩の方です。私はまともですおかしいのは先輩の方なのです。

　私は干支川先輩の胸むなぐらを摑つかんでぐいと引き上げ顔と顔の距きよ離りを限りなくゼロに近づけ絶対に彼の真意を見間違えない距離で瞳ひとみの奥を覗のぞき込みながら問いました。

「───干支川先輩、あなたは本物の超ちよう能のう力りよく者ですか！」

「な、なんだってんだよ急に!?」

「いいから正直に答えて下さい！　あなたは本物の超能力者ですか！」

「そ、そうだけど今さらなんなんだよ……!?　お前だってあのとき俺の話を全部聞いていたはずだろ……!?」

　私は、夢でも見ているのでしょうか。

　この世に超ちよう能のう力りよくなんて存在するはずがありません。

　それなのに干え支と川かわ先せん輩ぱいは噓うそを吐ついていません。そして彼の株価予知は見事に的中しています。

　まさか、これは───、

　私は干支川先輩を解放し、机の上に置いてあったリーディングノートを手に取りました。

「お、おい！　勝手に見るなよ！」

「干支川先輩は少し黙だまっていて下さい！」

　私の剣けん幕まくに驚おどろいたのか、先輩は出そうとした手を引っ込めました。

　すみません先輩。ですがこれはあなたのためなのでどうかお許し下さい。絶対に悪いようにはしませんから。

　私は心の中で謝りながらノートを開き、未読箇か所しよにざっと目を通しました。




【五月二十二日（金）の夜】

　葵あおいさんが、幼い頃ころの眞ま壁かべ先輩と庭で遊んであげている夢。




【五月二十四日（日）の夜】

　十年前の総そう司しさん、葵さん、眞壁先輩が、家族で旅行を楽しんでいる夢。




【五月二十六日（火）の夜】

　幼い頃の眞壁先輩が高熱に苦しみ、しきりに般はん若にやの幻げん覚かくを見て怯おびえている夢。




【五月二十八日（木）の夜】

　株式市場における、六月十二日（金）夕方時点での週間値上がり率ランキングの夢。




「───やはりそういうことでしたか……！」

　私の疑念は確信に変わりました。

　視線を移すと、眞壁先輩が怯えきった目で私のことを見ています。

　そんなに自分がしてしまったことが露ろ見けんするのが怖こわいですか。

　だったらどうしてこんなことをしてしまったのですか。

　あなたは絶対にやってはならないことをしました。

　干支川先輩にだけは、絶対にこんなことをしてはならなかったのです！

「小こ町まち……？　お前、ひょっとして何かわかったのか……？」

「……すみません、お騒さわがせしました。私は急用ができたので今日はもう失礼します。ノート、ありがとうございました」

「あ、ああ……」

　不思議そうに目を瞬しばたたかせる干え支と川かわ先せん輩ぱいにノートを返し、私は急いで部室を後にしました。

　もう一つだけ、調べなければならないことができました。

　これが、最後の調査です───。







[image: 第四章　真相]







　六月一日、月曜日の放課後。

　最近、随ずい分ぶんと日が長くなってきたような気がする。もう四時半を過ぎたってのに、太陽は一向に沈しずむ気配を見せない。むしろ燦さん々さんと照りつけてきて暑い。

　そんな中、俺は給水塔とうの上で寝ね転ころがりながら、こっそりと屋上の様子を窺うかがっていた。

　俺は今日、これからここで起こることを知っている。願わくばそれがただの夢であってほしかったが、それはもう叶かなわない。既すでに小こ町まちは屋上で待機しているから、あいつに呼び出された瑠る璃り子こももうすぐここにやって来るはずだ。

　ややあって、重い鉄てつ扉ぴが開く音が聞こえた。そこから現れたのは、やはり瑠璃子だ。

　しかし……、

「───小町さん、こんなところに呼び出して何の用かな？」

　その声こわ色いろはどこまでも冷たく、俺の知る穏おだやかなそれとはかけ離はなれていた。

　そして対たい峙じする小町もいつもと違ちがう。あいつは、とても静かに怒おこっていた。

「……眞ま壁かべ先せん輩ぱい、単刀直入に言います。干え支と川かわ先輩に本当のことを話してあげて下さい」

「あら、本当のことって何のこと？」

「とぼけても無む駄だですよ。眞壁先輩のやっていることはもう全すべてお見通しですから。それに証しよう拠こも既に押おう収しゆう済みです。なんでしたら、今ここでお見せしましょうか？」

　強気な姿勢を崩くずさない小町だが、瑠璃子もそれに動じることなく、すました顔をしたまま冷たく言い放つ。

[image: ]

「ふーん、やっぱりもう気付いてたんだ？　ほんと、厄やつ介かいな子ね」

「厄介な性格なのはお互たがい様でしょう」

「ふふっ、意外だね、一応性格悪いっていう自覚はあったんだ？」

「はぐらかさないで下さい。干え支と川かわ先せん輩ぱいに真実を話すのか、話さないのか、どっちですか」

「話さないって言ったらどうするの？」

「そのときは私が真実を伝えるまでです」

「伝えてどうするの？　あ、そっか、小こ町まちさんは圭けい一いち君のこと大好きだもんね？　だから本当のことを伝えて彼と私を別れさせたいのね？」

「そんな低てい劣れつな打算などありません。私はただ、干支川先輩を守りたいだけです」

「何から？」

「あなたからに決まっているでしょう」

「あはははッ！　小町さんって、実は頭悪いのかな！」

「ど、どういう意味ですか」

　あの小町でさえ、僅わずかに怯ひるむ。

　瑠る璃り子この顔が豹ひよう変へんしていた。獣けもののような眼光に、獰どう猛もうな笑えみ。そこに淑しとやかだった彼女の面おも影かげは欠片かけらもない。

「もしも圭一君に本当のことを話したら、彼、ものすごく傷つくよ？　あなたは彼を守りたいのに彼を傷つけるの？　それって矛む盾じゆんしてない？　そんなことして誰だれが得するの？」

「長い目で見れば、それが干支川先輩のためです」

「そんなの噓うそだよ。小こ町まちさんはただ圭一君が欲しいだけ。だから彼を傷つけてでも私から奪うばい取ろうとしているの。いい子ちゃんぶって守りたいとか言ってるけど、本当はただ自分の欲望を満たしたいだけの偽ぎ善ぜん者じゃない」

「ち、違ちがいます！　私は本当に」

「───なら、全すべて忘れて黙もく認にんなさい」

　突とつ然ぜん低くなった瑠璃子の声に気け圧おされ、小町は出かけた言葉を飲み込んでしまった。

「小町さん、圭一君にとっての一番の幸せはね、最後まで気付かないことなんだよ。彼は私という『信じられるかもしれない人間』を見つけて、やっと孤こ独どくの内に微かすかな希望を見み出いだしたの。それなのにあなたは、そのささやかな幸福さえも彼から奪い取ってしまうつもりなの？」

「ふ、ふざけないで下さい！　騙だまされ続ける幸福などあってたまりますか！」

「ほんと、外見通りのお子ちゃまなんだね。人間なんてどうせ主観でしか生きられない思い込みの生き物なんだから、たとえ騙されてたって本人が気付かなければそれが真実だよ」

「それは詭き弁べんです！」

「いいえ、真理よ」

「たとえそうだとしても、干え支と川かわ先せん輩ぱいは本物の超ちよう能のう力りよく者ですから、放ほうっておいてもいつかは必ず自分が騙だまされていることに気付くはずです！　そうなったらあなたは彼の絶望に対して一体どう責任を取るつもりなのですか！」

「そのための約束だよ」

　瑠る璃り子こは、微び動どうだにしなかった。




『───もしも圭けい一いち君がお母さんを見つけ出してくれたら、そのときは私、何でもキミの言うことを聞くよ』




「いつかは真実を知られてしまうことも最初から想定済みだよ。私のお母さんを見つけるってことは、つまりはそういうことだからね。そしてそうなったら、私は約束通り彼の言うことを何でも聞いてあげるつもり。セックスしたいって言うならさせてあげるし、あの家が欲しいって言うなら本当にあげてもいい。私だって遊びでこんなことやっているわけじゃないの。全すべてを懸かけてるんだよ」

　毅き然ぜんと言い放たれ、小こ町まちは絶句してしまった。俺もわけがわからなくて困こん惑わくしてしまう。

　これまでの瑠璃子は、全て噓うそだったのだろうか。

　だとすると、彼女の真の目的は一体何なのだろうか。

「お子ちゃまな小町さんにもわかるよう、はっきり言ってあげるね？　圭一君が好きなのは、あなたじゃなくてこの私なの。そしてこのままいけば彼はどうしたって私を思いのままにすることができるんだよ。だから余計な手出しはしないでくれるかな？　私、できれば圭一君を傷つけたくないから」

　パンッ、と乾かわいた音が屋上に響ひびき渡わたった。小町が反射的に瑠璃子の頰ほおを張ったのだ。

「───あなたがッ、あなたが言うことですかッ！」

　しかし、それでも瑠璃子はくすりと嗤わらうだけだった。

「ふふっ、可哀かわい想そうに、よっぽど圭一君のことが好きなんだね？　でも、それならなおのこと冷静になって考えてみることね。今の彼にとっての幸せって何？　それはこのまま私と一いつ緒しよに平へい穏おんな日常を過ごすこと？　それともあなたにいらぬ真実を吹ふき込まれ、もう二度と誰だれのことも信じられない人生を歩むこと？　どっちだと思う？」

「う、自うぬ惚ぼれないで下さい！　干支川先輩は、あなたのことなんて……！」

「ふふっ、あなたのことなんて、何？　もしかして、圭一君が私に惹ひかれていないとでも思っているの？」

「くっ……！」

　小町は両手をギュッと握にぎりしめ、悔くやしげに小さな体を打ち震ふるわせた。

「さすがは賢さかしい名探たん偵ていさん、理解してもらえたようね？　それじゃ、私はもう行くから。あなたは大好きな圭けい一いち君を傷つけないよう、せいぜい大人しくしていることね」

　瑠る璃り子こは勝ち誇ほこったように言い残し、踵きびすを返して屋上を去って行った。

　ガシャン、と重い鉄てつ扉ぴが閉じられる音がして、それきり屋上は静まり返る。

　小こ町まちは、その場に立ち尽つくしていた。

　普ふ段だんのクールさが噓うそのように、彼女の表情は屈くつ辱じよくに塗まみれ、歪ゆがんでしまっている。

　これを見るのはもう二度目だが、やはり信じられない。

　まさかあの瑠璃子が、俺を騙だましていたなんて。

　まさかあの小町が、俺を守ろうとしていたなんて。

　本当に、どいつもこいつも噓ばかりだ……。

「……おい、小町」

「っ───!?」

　俺が呼びかけると小町は仰ぎよう天てんし、飛び上がるようにして俺の方に向き直った。

「え、干え支と川かわ先せん輩ぱい……!?　いつからそこに……!?」

「さあな。いつからだと思う？」

　そう返すと、察しのいい彼女は気まずそうに顔を伏ふせた。

「小町、教えてくれ。瑠璃子は俺に何を隠かくしているんだ？」

「……………」

　しかし小町は俯うつむいたまま、何も答えてくれない。

「余計な気き遣づかいなら不要だぞ。騙されていたとわかった以上、もう瑠璃子と別れるのは決定事じ項こうなんだからな。ただ、どうせ別れるのなら真実を知ってからにしたいだけだ」

「……聞けば、必ず傷つきますよ」

「笑わせんな。俺は元々誰だれのことも信じちゃいない。だから誰に噓を吐つかれようが、裏切られようが、傷つくことなんてねぇよ」

「それこそ噓です。先せん輩ぱいは本気であの人のことを守ろうとしていたではありませんか」

「守るのと信じるのはまた別だろ」

「人間はそんなに都合よく割り切れるようにはできていないと思います。……が、いいでしょう。そこまで仰おつしやるのならお話しします。ただ、そのためには葵あおいさんのフォトアルバムが必要ですので、明日それを持って」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと今日、持ってきてる。夢の中でも同じことを言われたからな」

　俺は鞄かばんの中からフォトアルバムを取り出して見せた。

「……では、部室へ移動しましょうか。ここでは誰かが聞き耳を立てていないとも限りませんからね」

　さらりと嫌いや味みを言った小町は、俺の返事も待たずに歩き出した。

　さっきまで照りつけていた太陽は、いつの間にか雲に隠かくれてしまっている。

　日ひ陰かげに入った大気からは、微かすかに水の匂においがした。

　もうすぐ、梅つ雨ゆだな。





＊






　部室に移動すると、小こ町まちはまず、眞ま壁かべ家が行ったトリックの種明かしをしてくれた。




　眞壁邸ていに泊とまった夜、離はなれに現れた般はん若にやが消えたように見えたのは、単に勝かつ手て口ぐちから逃とう走そうしていたからだった。

　またその翌朝、俺が母おも屋やで追いかけた般若が角部屋で消えたように見えたのは、そもそも角部屋とは別の部屋に逃にげ込んでいたからだった。

　そしてあの角部屋が『夢で見た葵あおいさんの殺害現場』にそっくりだったのは、瑠る璃り子この指示により、じいさんとばあさんの手によって内装を変えられていたからだった。

　さらに、眞壁家を訪問した日の昼間、小町が追いかけた般若は、青年団員ではなかった。




　小町は以上の状じよう況きようから、眞壁家は全員グルであり、般若の正体は葵さんだった可能性が極きわめて高いと結論づけた。

　なるほど、彼女の推すい理りは全すべて、論理的には筋が通っているように思える。

　だが、俺にも超ちよう能のう力りよく者としてのプライドがある。

　だから葵さんは殺されてなどおらず、彼女の殺害現場なんて存在するはずがないというのなら、まずはその証しよう拠こを見せてもらいたいところだ。

「───干え支と川かわ先せん輩ぱいなら、そう言うと思っていました」

　小町は全て予想通りと言わんばかりにリュックから角形封ふう筒とうを取り出し、その中に入っていた写真を机の上に並べていった。

　そこに写っていたのは、隠かくし撮どりをされた葵さんの姿だ。

　その内容は、眞壁邸の庭園で現在の瑠璃子と共にガーデニングをしている姿、最近できた大型ショッピングモールで買い物をしている姿、玄げん関かんで現在の総司さんを送り出す姿と、多た岐きに渡わたっている。

　これだけの決定的証拠を前にしては、認めざるを得ない。

　たしかに葵さんは亡なくなってなどいないし、失しつ踪そうもしていない。それどころか今もあの家で普ふ通つうに生活をしている。

　つまり間ま違ちがいなく、眞壁家の人間たちは、今までグルになって俺を騙だましていたのだ。

「これらは探たん偵てい社に依い頼らいして撮さつ影えいしてもらったものです。今にして思えば、眞壁先輩が葵さん捜そう索さくのことを誰だれにも口外しないよう釘くぎを刺さしてきたのは、私たちに近所への聞き込みをさせないためだったのでしょうね。聞き込みさえしていれば、すぐにでもこの事実を摑つかむことができたはずですから」

「くそっ……、瑠る璃り子この奴やつ、やってくれたな……」

　悔くやしいが、小こ町まちが言っていることは全すべて当たっているのだろう。こんな手に引っかかるなんて我ながら間ま抜ぬけすぎである。

　だが直後、ふと疑問に思った。

「ん……？　けど、待てよ……？　それなら俺が『葵あおいさんが般はん若にやに殺された夢』の話をした後、どうして瑠璃子は俺の背中であんなに泣いていたんだ……？」

「演劇部に所属している親友から聞いた話によりますと、眞ま壁かべ先せん輩ぱいは泣きたいときにいつでも好きなだけ泣けるのだそうですよ。今度の文化祭ではヒロインを演じるのだそうです」

「つまり噓うそ泣きかよ……くそっ……」

　そういえば、俺はあのとき瑠璃子の表情を見ることができなかった。今となっては、本当に泣いていたのかどうかさえ怪あやしいな。

「けど、だとすると、あいつ一体どういうつもりなんだ……？　葵さんが失しつ踪そうしていないのなら、俺は何のためにスリープ・リーディングなんてやらされてたんだよ……？」

「私もずっとそこがわからなくて困っていたのです。ですが、先輩がノートに記録していた株価情報が的中したとき、全ての謎なぞが解けました。逆に訊ききたいのですが、先輩は違い和わ感がなかったのですか？　あなたは本物の超ちよう能のう力りよく者です。それなのに、葵さんのフォトアルバムをリーディングして二度も無関係な株価の夢を見ています。それってどう考えても不自然じゃありませんか？」

　なるほどな……、そういうことかよ……。

「……言い訳をさせてもらうと、俺は一人暮らしの生活費を全て自分の財産で賄っている。養父母からは一円も金を受け取っていないんだ。だから、小こ遣づかい稼かせぎのためにしょっちゅう株価のリーディングをやってる。で、それが癖くせになっちまったせいか、最近じゃあ狙ねらったわけでもないのに偶ぐう然ぜん株価の夢を見ちまうことがよくあるんだよ」

「つまり、先輩は葵さんのフォトアルバムをリーディングしようとしたのに、間ま違ちがって癖で株価の夢を見てしまった。そういう風に思っていたわけですか？」

「ああ。それにお前にはまだ言ってなかったが、俺のリーディングは10％から15％くらいの確率で失敗することがあるんだ。だから株価の夢を見ても特に違和感はなかった」

「ですが失敗する確率が10％から15％くらいであるというのなら、ノートに記録されている七件の夢のうち、失敗は一件あるかないかになるはずです。そしてその失敗の一件というのは、『葵さんが般若に殺された夢』のことでした。となると、残りの夢は全てリーディングに成功して見た夢ということになりますよね？」

「全くもってその通りだ。俺が七回中、三回もリーディングに失敗することなんてあり得ないからな」

　ただし二回までならギリギリあり得るから、これまで『葵あおいさんが般はん若にやに殺された夢』を成功だと思っていた俺は、逆に『株価の夢』を失敗だと思い込んでいたわけだ。

　小こ町まちはそこで、俺にカッターナイフを差し出してきた。

　その意図を汲くんだ俺は、葵さんのフォトアルバムを取り出し、二枚重ねになっている台紙のちょうど真ん中にカッターの刃は先さきを突つき立てる。

　一度引き剝がされているからだろう。その台紙はいとも簡単に、二枚に切り分けられた。

　そして二分された台紙の隙すき間まからは、一枚の紙切れが現れる。

　その紙切れには『株式週間値上がり率ランキング』という表題が印字されていて、日付欄らんには『二週間後』とだけ記されていた。肝かん心じんのランキング部分は全くの空白である。

　おそらく他ほかの台紙にも全すべて、これと同じ紙切れが仕込まれているのだろう。

「やはり、そこに仕込まれていましたね。干え支と川かわ先せん輩ぱいはリーディングに成功したからこそ、株価に関する夢を見ていたのです。そしてこれこそが眞ま壁かべ家の真の目的でした。あの人たちは今、お金に困っているのです」

　完全に、してやられたな。

　俺はあの大豪ごう邸ていを見たときから、眞壁家のことを勝手に大金持ちだと思い込んでいた。

　だが、実際は違ちがっていたんだ。

「ちなみに探たん偵てい社の調べによりますと、眞壁家は事業と投資に失敗して莫ばく大だいな借金を抱かかえているようです。あの大豪邸も、現在は抵てい当とうに入っていることがわかりました」

「テイトー……？」

「借金の形かたみたいなものです。つまり眞壁家は、期限内に借りたお金を返済できなければ、銀行にあの家を没ぼつ収しゆうされてしまうのです」

「それって破産寸前ってことじゃねぇか……」

「その通りです。ですから眞壁先輩は、破産を回かい避ひするために干支川先輩を利用しようとしていたと考えて間違いないでしょう」

「だな……」

　瑠る璃り子こはそれが目的で俺に近付いてきたのか。道理でいくらそっけなくしてもめげずに話しかけてきたわけだ。

「でも、待てよ……？　それだと瑠璃子は、俺が打ち明ける前から、俺にスリープ・リーディングの能力が戻もどっていたのを知っていたってことにならないか……？」

　思い返してみれば、俺が後頭部を負傷して入院していたとき、瑠璃子の母親として見み舞まいに来たのは翠さんだった。

　これはつまり、俺を嵌はめる計画はあのとき既すでに実行に移されていたということを意味する。

　となると、計画自体が作られたのはもっと前だったはずだ。

「仰おつしやる通りです。眞ま壁かべ家の人たちはずっと以前から、先せん輩ぱいに超ちよう能のう力りよくが戻もどっていることを察知していました」

「どうしてだ……？　俺は誰だれにもそんな話なんて……」

「その謎なぞを解く鍵かぎは、翠みどりさんにありました。探たん偵てい社に調査してもらったところ、彼女が葵あおいさんの実じつ姉しであるということはどうやら本当だったようなのですが、総そう司しさんの再婚相手であるということに関しては真っ赤な噓うそだったのです。彼女の本名は高たか山やま翠───。先輩、この苗みよう字じに聞き覚えはありませんか？」

「高山……？　ま、まさか……!?」

「そう、そのまさかですよ。彼女の本当の夫は、先輩の心理カウンセラーだった『高山信彦』なのです」

「っ……！」

　高山信のぶ彦ひこは、俺が瑠る璃り子この他ほかに唯ゆい一いつスリープ・リーディングのことを話していた医者だ。

　その医者が、患かん者じやの個人情報を漏もらしてたってのかよ。そんなのありなのかよ。

「情報がどういう経緯で高山信彦から翠さんに伝わったのかは不明です。ですが眞壁家に干え支と川かわ先輩の情報を漏らしたのは、翠さんと見て間ま違ちがいないでしょう。妹の嫁とつぎ先がピンチと知り、なんとかして助けようとしたのではないでしょうか」

「俺を騙だまして利用してでもかよ……！」

「普ふ通つうに頼たのんだとしても、干支川先輩は株価のリーディングなんてまず引き受けてはくれないと考えたのでしょうね。だから眞壁家は入念に策を練り、どんな手を使ってでも先輩の協力を得ようとしたのです」

　そのために、瑠璃子はフースケをも利用して俺に近付いたってのかよ。

　そして俺が母さんを失っているのを知っていて、

　母さんにもう一度会いたいと願っているのを知っていて、

　それでもその感情を利用し、母親の失しつ踪そうを騙かたったのか。




　許せねぇ……！




「……小こ町まち、大体のことはわかった。けど、眞壁家の奴やつらが俺に般はん若にやの消失トリックを何度も見せたり、『葵さんが般若に殺された夢』を現実にあったことのように見せかけようとしたのは何な故ぜなんだ？」

「般若は現実には存在しませんから、いくら先輩がリーディングをしたところで見つけることも捕つかまえることもできません。眞壁家はそれを利用し、先輩に般若のことを殺人犯だと思い込ませ、追わせることによって、できるだけ長い期間株価のリーディングを続けさせたかったのではないでしょうか」

「ふふっ……！　なるほどな……！　ふははは……！　あはははははッ！」

　ヤバい。怒いかりが収まらない。なんて奴やつらだ。腹が立ちすぎて笑えてきた。

「せ、先せん輩ぱい……？」

　小こ町まちが心配そうに俺を覗のぞき込んでくる。が、ダメだ。

　怒りを、抑おさえきれない……！




「───何がッ……、何が母さんに似てるだッ！　放ほうっておくべきだったッ！　見捨てるべきだったッ！　あんな女、ワゴン車に轢ひかれて潰つぶれちまえばよかったんだッッ！」




　激げき昂こうする。

　眞ま壁かべ家に対してでも、瑠る璃り子こに対してでも、ましてや小町に対してでもない。

　俺は、俺自身が許せなかった。

　小町の言う通り、誰だれのことも信じていないなんて、噓うそだったんだ。

　俺は、ずっと、ずっと、瑠璃子のことを……！

「え、干え支と川かわ先輩、ちょっと落ち着いて下さ……」

「俺に触ふれるなッ！」

　手を伸のばしてきた小町を一いつ喝かつする。

　小町は何も悪くないのはわかっていた。

　だがそれでも、俺は行き場のない怒りを彼女にぶつけずにはいられなかった。

「───小町、礼を言う。おかげで目が覚めた。今さら他人のことなんか信じようとした俺がバカだったんだ。どうせ裏切られることなんて端はなからわかっていたはずなのにな」

　小町は悲痛な面おも持もちになって、俺から一歩後ずさった。

「で、お前の目的は何なんだ？　どうしてここまでして眞壁家のことを調べてくれた？　まさか慈じ善ぜん事業というわけではないんだろ？」

　俺が問うと、小町は一いつ瞬しゆんだけ俺の目を見たが、すぐに痛ましそうに視線を逸そらしてしまった。

「……目的はありましたが、言えません」

「なんでだよ。ああ、もしかしてお前も金が目当てなのか？　いくら欲しいんだ？」

「先輩、私がいくら稼かせいでいると思っているのですか。お金なんてとっくに使い切れないくらい持ってますよ」

「そうか、金じゃないのか。でも、それなら何が欲しいんだよ。他人に借りを作るのは嫌いやだからちゃんと教えてくれよ。何でも欲しいものをくれてやるからさ」

「……今の先輩には、私の欲しいものは絶対に用意できません」

「そんなの、言ってみなければわからないだろ？」

「いいえ、わかります。ですから、私の目的は言えません」

「言うだけならタダだろうが。なんでそこまで渋しぶるんだよ」

「言っても絶対に信じてもらえないからです。それに私の欲しかったものは、もうなくなってしまったようですし」

　小こ町まちはそう言って、ふと諦あきらめたような、悲しげな笑えみを浮かべた。

　それを見て、俺はようやく我に返る。

「お、おい……？　お前、なんで泣いてるんだよ……？」

「泣いてません」

「い、いや、だって目が……」

「泣いてません」

「……………」

「泣いてません」

　しかし、涙なみだ声ごえで強がる小町は、作り笑顔さえ保てなくなっていた。

　直後、彼女は大きな瞳ひとみいっぱいに浮かべた涙を、ごしごしと制服の袖そでで拭ぬぐう。

「……すみません先せん輩ぱい、今日はもう失礼します」

「あ、ちょっ、ちょっと待て！」

　俺は引き留めて謝ろうとしたが、彼女は逃にげるように部室から去ってしまった。

　廊ろう下かを走る足音が急速に遠ざかってゆき、やがては聞こえなくなってしまう。

　机の上には、あいつが用意してくれた葵あおいさんの写真が、まだ並べられたままになっていた。

　……最低だな、俺は。

　あれじゃあ八つ当たりもいいところだ。

　小町は俺のために、探たん偵ていまで雇やとって眞ま壁かべ家のことを調べてくれたってのに……。

　本当は、わかっていた。

　俺が小町のことを苦手な、本当の理由。

　あいつはいつも、何の見返りも求めずに、ただ俺と一いつ緒しよにいようとする。

　だから俺はそれが怖こわくて、信じられなくて、つい目を逸そらして逃げ出したくなるんだ。







　幕まく間あい一　小こ町まち柚ゆず葉はの眠ねむれぬ夜







　その日の深夜。

　私は自室の机で頭を抱かかえていました。

　目の前にはノートパソコンがあり、その液えき晶しようには次回作の原げん稿こうが開かれていますが、相変わらずさっぱり筆は進んでいません。

　こんなはずではなかったのです。

　私はただ、干え支と川かわ先せん輩ぱいを守りたかっただけなのに、逆に傷つけてしまうなんて……。

　何をするのが正しかったのでしょうか。

　どうすれば、彼を孤こ独どくから解放してあげられるのでしょうか。

　ミステリーという箱庭の中の謎なぞは解けても、肝かん心じんな問題は解けません。

　……いえ、最近は箱庭の中の謎でさえ解けませんね。

　眞ま壁かべ家の企たくらみについては、今日の放課後、干支川先輩に話した通りで間ま違ちがいないでしょう。

　ですがそれだけでは、まだ全すべての謎が解けたとは言えないのです。

　例えば、雛ひな森もり山で見たあの巫み女こさんたちは何者だったのでしょうか。

　彼女たちがどうやって私の前に姿を現し、そして消えていったのかは未いまだに謎のままです。

　それに、干支川先輩のリーディングノートの記述にも、いくつか不可解な点がありました。

　例えば、幼い頃ころの眞壁先輩は、本当に怪あやしい集団に山だ車しで連れ去られたのでしょうか。

　また、高熱に苦しみ、しきりに般はん若にやの幻げん覚かくを見ていたというのも本当のことなのでしょうか。

　先輩は本物の超ちよう能のう力りよく者なのですから、『葵あおいさんが般若に殺された夢』以外の夢は、全て正しい内容のはずです。でも、そうだとすると、なにか異様です。

　不可解な夢。解けないトリック。

　いえ、そもそも、あれは本当にトリックだったのでしょうか……？

　私はブンブンと頭を振ふり、その馬ば鹿かげた疑問を強ごう引いんに振り払はらいました。

　きっと疲つかれているせいですね。今日はもう寝ねてしまいましょう。

　そう思って、ノートパソコンの電源を落としたそのとき───、




　暗転した液晶画面に、私以外の何者かが映っていました。




　背後に誰だれかいます。

　巫女装しよう束ぞくに身を包み、般若の面を被かぶった何者かが。

　私は考えるより先に振り返っていました。ですが───、

　私の瞳ひとみに映ったのは、見慣れた自分の部屋だけでした。







　幕まく間あい二　眞ま壁かべ瑠る璃り子この放課後







　六月二日、火曜日の放課後。

　私はホームルームが終わると、いつものように文化棟とうの裏に向かった。

　でも、そこにはもう圭けい一いち君がいて、私は咄とつ嗟さに身を隠かくした。

　昨日の夕方、彼から『もう二度と俺の前に現れるな』というメールがきた。多分、小こ町まちさんが本当のことを話してしまったのだろう。

　私はせめて謝りたくて、圭一君に電話をしたけど、着信拒きよ否ひをされていた。同じように、何度送ってもメールも届かなかった。

　絶対の拒絶。

　それが彼からの回答なんだと思う。だから、もう顔を合わせられない。声もかけられない。

　圭一君は、エサを食べるフースケを寂さびしそうに見つめていた。

　初めて会った頃ころと、同じ顔だ。捨すて猫ねこの顔。全部、私のせい。

　きっと彼は、私がフースケのことさえも利用したと思っているのだろう。

　もう何を言ったところで、絶対に信じてはもらえない。

　ここで出会ったのが本当に偶ぐう然ぜんで、本当にフースケのことが好きで、本当に圭一君のことが好きだったなんて、今さらだ。

　騙だましたくなんてなかった。でも、私には他ほかにどうしようもなかった。

　私は昨夜、噓うそが露ろ見けんしてしまったことを両親に伝えた。

　お母さんは『ありがとう。嫌いやな役目をさせてしまってごめんね。ルリはもう十分がんばってくれたから、何も気にしなくていいのよ』と言って、抱だきしめてくれた。

　お父さんは『そうだな、後のことは私たちでなんとかする。だから瑠璃子はもう何も心配しなくていいぞ』と言って、微ほほ笑えみかけてくれた。

　二人とも、とても優やさしかった。幼い頃からずっとそう。大好きな両親だ。

　だけど、私だってもう子供じゃない。さすがに二人が噓を吐ついているのはわかる。

　眞壁家は、もうお終しまいだ。

　家も、土地も、全すべて無くなる。このままでは一家離り散さんは避さけられない。

　お父さんともお母さんとも、おじいちゃんともおばあちゃんとも、一いつ緒しよに暮らせなくなる。

　悔くやしくて、悲しくて、泣いた。

　私にとって家族は何よりも大切で、是ぜが非ひでも守りたくて、好きな人さえ騙したのに、結局どうにもならなかったのだから。

　今後はもう、圭一君と二人でフースケの頭を撫なでることもないのだろう。

　そう思うと、また泣けてきた。
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　六月十日、水曜日の昼休み。

　俺はいつぞやのハンカチを返すためという名目で、一年Ｂ組（小こ町まちのクラス）の前を訪おとずれていた。

　小町の奴やつ、真相を教えてくれたあの日以来、部室に顔を出さなくなったのだ。

　俺はこういう人間だし、嫌きらわれたのなら、それはそれでいいと思う。

　だが、恩を仇あだで返してしまったからには、最後に一言くらいは詫わびを入れておきたい。

　そういうわけで、俺は小町を呼び出すために、廊ろう下かで適当な女子に声をかけた。

「おい、そこのお前」

「はい？　ってあれれ～……？　もしかして、干え支と川かわ先せん輩ぱいじゃありませんか？　ですよね？」

　やたらとゆるい喋しやべり方。でかい胸。そこそこに見られる顔。

　俺はこいつを知らないが、こいつは俺を知っているようだ。大方、昔テレビかなにかで俺のことを見たのだろう。

「たしかにそうだが、お前は？　どこかで会ったことがあったか？」

「先輩とは初しよ対たい面めんですけど、先輩のお話はゆずっちから伺うかがってますよ」

「ゆずっち……？　もしかして、小町柚ゆず葉はのことか？」

「はい～。私はゆずっちの親友で、上うえ村むら優ゆ樹き菜なっていいます。今後はどうぞ気き兼がねなくゆきなって呼んで下さいね」

「わかったよ、上村。そしてちょうどよかった、上村。ちょっと小町を呼んできてくれないか、上うえ村むら」
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「あははっ、本当にお話に聞いていた通りの性格なんですね～」

　上村は特に気を悪くした様子もなく、のほほんと笑った。小こ町まちの奴やつ、こいつにどんな話をしやがったんだ……。

「でも先せん輩ぱい、ごめんなさい。ゆずっちは先週から体調を崩くずしてお休みしてるんです」

「先週から……？」

「はい、なんだかすっごく調子が悪いみたいで……」

「マジか……。あいつも一応人の子だったんだな……」

　今まではてっきり連れん邦ぽう軍の新型モビルスーツかなにかだと思っていたのだが。

「なにか引っかかる物言いですけど、この際贅ぜい沢たくは言っていられませんね……。干え支と川かわ先輩、今日の放課後、私と一いつ緒しよにゆずっちのお見み舞まいに来てくれませんか？」

「は……？　なんで俺があいつの見舞いに……？」

「え～！　ゆずっちはちゃんと先輩のお見舞いに行ったじゃないですか～！」

　なんの話だよ、と言おうとして思い出した。

　たしかに、あいつ見舞いに来たな。どっちかというと『パンチをお見舞いする』の方の見舞いに近かったような気もするが。

　そう考えると、俺もなんだか見舞いに行きたくなってきた。昔のえらい人も『目には目を、歯には歯を』と言っていたことだしな。

「言われてみればそうだったな。わかった。どうせあいつには用があるし、ついて行ってやってもいいぞ」

「ほんとですか！　よかった～！　それじゃあ私、放課後は校門前で待ってますから、すぐに来て下さいね！　部活とか出ちゃダメですよ！　約束ですよ！」

　上村は目を爛らん々らんと輝かがやかせながら、ずずいと身を乗り出してくる。

　な、なんだこいつのこの食いつきっぷりは……？

「……わ、わかった。じゃあ放課後に、またな」

「はい、またです～！　絶対絶対、忘れないで下さいね～！」

　俺は彼女の勢いに引きつつ、適当な返事をしてその場から逃にげ去った。

　……上村優ゆ樹き菜な、か。

　さすがは小町の親友だ。天然オーラがハンパない。

　俺を見ても怖こわがらない女って、何な故ぜかあんなのばっかだよな……。

　類は友を呼ぶというが、自分だけは例外であってほしいものだった。





＊






　そして放課後。

　目的の小こ町まち宅は、学校から三十分ほどバスで移動し、そこから閑かん静せいな住宅街を五分ほど歩いたところにあった。

　眞ま壁かべ邸ていとは違ちがい、小さな二階建てで、ささやかな庭があって、ファミリーカーが駐とまっている、ごく普ふ通つうの家だ。正直、俺はこっちの方が見ていて落ち着く。

「先せん輩ぱい、ちょっと待ってて下さいね」

　上うえ村むらが門の脇わきのインターホンを鳴らす。すると、

『はい』

「あ、純すみ恵えさんどうも～、ゆきなです」

『あらいらっしゃい。どうぞ上がっていって。鍵かぎは開いてるから』

「今日はもう一人、お友達もお見み舞まいに来てるんですけど、一いつ緒しよにお邪じや魔ましていいですか？」

『どうぞどうぞ。いつも通り好きにしていっていいからね』

「ありがとうございます～」

　そうしてインターホンが切れると、上村は勝手知ったる様子でずかずかと家の中に上がり込んでしまった。

「なにしてるんですか先輩～。早く入って下さいよ～」

「え、いや、マジで勝手に上がっちまってもいいのか……？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ～。私たちは幼よう稚ち園えん来らいの付き合いで、いつもこんな感じですから。ゆずっちなんてインターホンも押さずに私の家に入ってきて、勝手に冷蔵庫を漁あさるんですよ？」

　ただの泥どろ棒ぼうじゃねぇか、それ……。

　俺はちょっと呆あきれながらも上村の後に続く。

「じゃあ先輩、ゆずっちの部屋はこっちです。ついて来て下さい。あ、その前に何か飲み物でも取ってきます？」

「お前も他人の家の冷蔵庫を勝手に漁る口かよ……」

「そんなことないですよ～。純恵さんが好きにしていいって言ってましたし。あ、ちなみに純恵さんは、ゆずっちのお母さんなんですよ」

　上村は口を尖とがらせながらそう反論した。ついでにどうでもいいトリビア付きだ。

「……喉のどは渇かわいてないからいい。それよりも、さっさと小町の部屋に案内してくれ」

「おおっ、了りよう解かいであります～！　ふふふっ、なんだかんだでいい感じなんですね～……！」

　何がだよ……。俺は他人の家の冷蔵庫を勝手に漁りたくないだけなんだが……。

　俺はなにか嫌いやな予感がしつつも、彼女に連れられて小町の部屋の前まで移動をした。

　上村は軽くドアをノックして、優やさしく小町に声をかける。

「ゆずっち、私だよ～。入ってもいいかな？」

「……ゆきちゃんですか……どうぞ」

　あからさまに元気のない返事が返ってきた。本当に調子が悪そうだ。

　するとそのとき、上うえ村むらは鳴ってもいない携けい帯たいを取り出して、唐とう突とつに一人芝しば居いを始めた。

「アアッ！　大変デス！　私急用ガデキテシマイマシタ！」

「おい、それ、携帯上下逆になってんぞ」

「トイウワケデ、スミマセン干え支と川かわ先せん輩ぱい！　アトノコトハヨロシクデス！」

「どういうわけなんだよってちょっと、お、おい、こら待てっ！」

　しかし彼女はてへぺろ☆とウインクをした直後、いきなり回れ右して逃にげ去ってしまった。

　……一言で今の心境を言い表すと、帰りてぇ。

　が、ここまで来て小こ町まちに会わずに帰るのもバカバカしかったので、俺は仕方なく一人で部屋に入ることにした。

　ドアを開けると、ベッドの上で上体を起こしていた小町といきなり目が合う。

　彼女は随ずい分ぶんとやつれてしまっていた。そのせいでただでさえ小さな体が余計に小さく見える。それに顔色も悪い。

「先輩……？　どうして、ここに……？」

　大きな瞳ひとみが、さらに大きく見開かれていた。

「……以前の仕返しに来た。林りん檎ごをぐりぐりしてやるから覚かく悟ごしろ」

　謝りに来たとか、見み舞まいに来たとか、小こっ恥ぱずかしくて言えるはずもない。

「なるほど……。でも残念でしたね……、ここには林檎はありませんよ……」

「なら、代わりにこれを使う」

　俺は鞄かばんの中から小箱を取り出し、それを小町の頰ほおに押しつけた。前におもくそ引っ張ってやったときも思ったことだが、こいつの頰ってなんかすげぇ柔やわらかい。

「びょふにんににゃにをしまふか……！（病人に何をしますか……！）」

　小町は恨うらみがましい目を向けながら、その小箱を分ぶん捕どった。

　が、手にしたそれがブランド品の外箱だと気付くと、小首を傾かしげる。

「……？　何ですか、これ……？」

「この間の詫わびだ」

「……お詫び……？」

　小町は本気でわかってなさそうだった。もしかしてこいつ、全然怒おこってなかったのか……？

「いや、なんつーか……、お前がいろいろと眞ま壁かべ家のことを調べてくれたのに、酷ひどいことを言っちまったというか……、探たん偵ていを雇やとうのにも結構な費用がかかっちまったんだろうなというか……、せめてその費用だけでも返そうと思ったんだが、お前は金なら使い切れないくらいあるって言ってたし、だったら何か見み栄ばえのいい物をと……」

「つまり要約すると、私にプレゼントをしたいのですねツンデレ先輩」

「いやデレてねぇから！　ただの詫びだから！」

「はいはい……。じゃあこれ、開けてみてもいいですか……？」

「それは問答無用で開けながら吐はくセリフじゃないと思うんだが」

「いいじゃないですか……。一度言ってみたかったのですよ、このセリフ……」

　小こ町まちは言いながらラッピングを解き、小箱の蓋ふたを開いた。

　すると、その中に大おお仰ぎように収められた小さな腕うで時計が姿を現す。

　気のせいか、生気を失っていた彼女の瞳ひとみに、僅わずかに光が戻もどったように見えた。

「……先せん輩ぱい」

「んだよ。返品なら受け付けねぇぞ。いらないなら勝手に質屋にでも持ってけ」

　が、それから小町が俺を見つめること、たっぷり十秒。

「…………………………………………………………………あ、ありがとう、ございます」

　耳がおかしくなってしまったのだろうか。

　今、小町が素す直なおに礼を言ったように聞こえたのだが。

「これ、つけてみてもいいですか……？」

「……好きにしろ。もうお前のものなんだからな」

　俺がそう答えると、小町はたどたどしく左腕に腕時計をつけた。

　シルバーのスタイリッシュなベルトは、俺からするといささか細く見えたが、華きや奢しやな彼女の手首にはむしろぴったりのサイズだった。文字盤ばんは洗練されたピンク色をしていて、大人っぽい高級感と可愛かわいらしさの両方を兼かね備えている。

「……どう、でしょうか……？」

「あ、ああ、いいんじゃないか？」

　正直、どれを買っていいのかわからず適当に選んだのだが、意外にもかなり似合っていた。

　小町が照れくさそうに顔を伏ふせ、俺もなんだか落ち着かなくなって視線を宙に泳がせる。

　おかしい。何なんだこの空気は。今日のこいつ、妙みように……、

　とりあえず、俺はその場を取り繕つくろうように話題を変えた。

「小町、随ずい分ぶん調子悪そうだが、やっぱり熱とかあるのか？」

「そうですね……、なかなか下がらなくて困っています……」

「いつから学校を休んでるんだ？」

「先週の火曜日から、だったと思います……」

「……!?」

　先週の火曜日からというと、今日でもう九日目じゃないか。えらく長引いてるんだな。

「ちょっとじっとしてろ」

「へぅ……!?」

　試ためしに小町の額に触ふれてみると、異様に熱かった。どうやら仮け病びようというわけでもないらしい。それどころか急激にこいつの顔が真っ赤になってきたし、目が潤うるんでるし、これは相当まずいんじゃないだろうか。

「今日はたまたま熱が高いのか……？」

「い、いえ、ずっとこんな感じですが……」

「病院は？」

「行きましたけど、原因はよくわからないみたいで……」

「なんだよ、それ……？」

「過労かストレスによるものかもしれないから、しばらく様子を見るようにとは言われているのですが……」

「他ほかの病院にも行ってみた方がいいんじゃないか？　そこがヤブ医者なだけかもしれねぇし」

「それが、もういくつか別の病院にも行ってみたのですが、どこでも同じようなことを言われるだけで……」

　それは妙みようだな。疲ひ労ろうやストレスで一週間以上もこんな高熱が続くものだろうか。

　それに、そもそもこいつがそんなものにやられる玉とは思えないんだが……。

「小こ町まち、熱が出る以外に、他に症しよう状じようは？」

「症状、ですか……。あえて言うなら……、犯人がわかりますん……」

「は？　犯人って、なんのだよ。それにわかりますんって何語だ。わかるのか、わかんねぇのか、どっちだよ」

「両方です……。以前お話しした通り、眞ま壁かべ家に現れた般はん若にやは葵あおいさんで間ま違ちがいありません……。それはわかります……。ですが、雛ひな森もり山で見た般若の正体が未いまだにわかりません……」

「ああ、そういえばお前、前に雛森山でおかしな巫み女こたちを見たとか言ってたな……。でも、そんなの気にすることないんじゃねぇか？　どうせそれだって眞壁家の連中が俺を脅おどかすために用意した偽にせ物ものだったんだろ」

「そう、でしょうか……」

「そうに決まってる。それより、俺が訊ききたいのは推すい理りの調子じゃなく、病状の方なんだが」

「病状……。先せん輩ぱいは、どう思います……？　私の部屋を見て、何か変だと感じることはありませんか……？」

「変だと感じること……？」

　言われて周囲を確かく認にんしてみたが、特に変わったところは見受けられなかった。ベージュを基調とした家具を揃そろえた、明るくて柔やわらかい感じのする部屋だ。ちゃんと掃そう除じされているのが意外といえば意外ではあったが。

「別に、普ふ通つうじゃねぇか……？」

「そう、ですよね……。すみません、変なことを訊いてしまって……」

　小町は何か言いたげに視線を逸そらした。

　その瞳ひとみは、まるで俺ではない誰だれかを見て怯おびえているように見える。

　だが当然、この部屋には俺と小こ町まち以外、他ほかには誰だれもいない。

　何かが変なのだが、何が変なのかわからない。

　そのとき俺はふと、机の上に液えき晶しようの割れた携けい帯たい電話が置かれていたことに気付いた。

「小町、あれはどうしたんだ？」

「実は先日、熱で朦もう朧ろうとしていたときに踏ふんづけてしまいまして……。壊こわれてしまったので、早く買い換かえたいとは思っているのですが……」

「なるほど。なら、あれは俺にくれないか？　もう使えないんだろ？」

「それは構いませんが、あんなものをどうするつもりなのですか……？」

「別にどうだっていいだろ、そんなこと。いいから、いらないならくれよ」

「ふふっ……、わかりました……。そういうことなら、どうぞご自由に持っていって下さいツンデレ先せん輩ぱい……」

「その呼び方はやめてくれ。マジで」

　どうやら、俺があの携帯を使ってこいつの病気のことをリーディングしようとしているのがバレてしまったらしい。相変わらず異様に勘かんの鋭するどい奴やつである。

　が、とりあえず許可を得られたことには変わりなかったので、俺はその壊れた携帯を鞄かばんの中にしまい込んだ。

　それから少しの間だけ、俺たちは上うえ村むら優ゆ樹き菜なのことや学校のことについて話した。

　しかしそのうちに小町がうつらうつらとし始めたため、俺は頃ころ合あいを見て部屋を出ることにした。

　去り際ぎわ、話しながら眠ねむってしまった小町に布ふ団とんを掛かけ直してやる。

　するともうほとんど意識のないはずの彼女が何かを言おうとしたが、結局それはまともな言葉にはならなかった。

　彼女は、そのまま深い眠りへと落ちてゆく。

　……じゃあな、小町。

　また、元気になったらな───。
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　私はお見舞いに来てくれた干え支と川かわ先輩とお話をしながら、必死に耐たえ続けていました。

　実はもう、二日も眠っていません。

　何な故ぜなら、眠れば山車の迎えが来るからです。

　山車は、夢を見る度たびにどんどん雛ひな盛もり山に近づいて行っています。

　次に眠れば、私はほぼ確実にあの朱あかく光る鳥とり居いまで連れて行かれてしまうことでしょう。

　きっと夢は夢です。頭ではそう理解しています。ですが……、




　くすくす……、くすくす……、




　枕まくら元もとで、般はん若にやの面を被かぶった巫み女こさんが嗤わらっています。

　この巫女さんには触ふれることができません。

　ですから捕つかまえることも、くすぐり地じ獄ごくの刑けいに処することも、通報することもできません。

　これが一体何なのかはわかりませんが、とりあえず干え支と川かわ先せん輩ぱいにも、家族にも見えていないようで安心しました。

　これはきっと、見えてはならないものです。

　もしかして、私は心を病やんでしまったのでしょうか。

　悔くやしさをバネに、ここまで耐たえ続けてきました。

　高熱に苦しみながら二日も徹てつ夜やを続けられたなんて、我ながら見上げた体力とど根性です。

　……ですが、それもそろそろ限界のようです。

　さっきから、何度も夢と現実の境さかい目めを行ったり来たりしています。

　そしてだんだん、夢の世界にいる時間の方が長くなってきました。

　もう自分が起きているのか、眠っているのかさえよくわかりません。

「……じゃあな、小こ町まち」

　最後に瞳ひとみに映ったのは、優やさしく布ふ団とんを掛かけ直してくれる干支川先輩の姿でした。

　行かないで───、

　ただそれだけのことが、ついに言葉にできませんでした。
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　闇やみの中から、厳おごそかな雅が楽がくの音色が聞こえてきます。

　気付けばいつの間にか、私はガタゴトと揺ゆれる山だ車しの中で天てん井じようを見上げていました。

　体が自分のものではないみたいに全く動いてくれません。

　ですが、何な故ぜか天井を見上げているだけで、辺りの様子が自然と頭の中に入り込んできます。

　夜の闇を照らす、青白い月光と提灯ちようちんの明かり。

　平安装しよう束ぞくに身を包んだ大勢の大人たち。

　砂地の路面。

　立ち並ぶ、時代がかった武家屋や敷しき。

　そして雛ひな盛もり山の頂で朱あかく光る、不気味な鳥とり居い。

　状じよう況きようは干支川先輩が見た夢の内容と酷こく似じしていました。唯ゆい一いつ違ちがっているのは、山車の中に横たわっている人物が幼少期の眞ま壁かべ先輩ではなく、現在の私であるということくらいです。

　ついに、眠ねむってしまいました。

　高熱が出て、般はん若にやが見えるようになる。

　そして眠ると山だ車しが迎むかえに来て、神社に連れて行かれそうになる。

　ここまでは眞ま壁かべ先せん輩ぱいの話に聞いていた通りです。

　私は単に、印象に残った話を夢で見ているだけなのでしょうか。

　ですがそれだと、私にだけあの巫み女こさんが見えていたことの説明ができない気がします。

　なので夢とはいえ、このまま雛ひな盛もり神社まで連行されるのはちょっと遠えん慮りよしたいところですね。

　が、残念ながらこの私の頭脳をもってしても、この山車から降りる術すべは見つかりません。

　なにせこれは夢ですし、体が動きませんからね。

　こうなってしまってはもう、雛盛山の大崩ほう落らくに期待するしかなさそうです。眞壁先輩の話が本当であれば、それさえ起きてくれればこの祭りは中止になるはずですから。

　それからしばらくの間は、山車の行進が粛しゆく々しゆくと続きました。

　武家屋や敷しきばかりだった風景は、すっかり商家や長屋のひしめく港町の風景に変わっています。

　さらにそこから進んで行くと、やがて波の音が聞こえてきました。

　雛盛山は、本当に海に隔へだてられた島になっていたのです。

　港に着くと、私は山車ごと帆はん船せんに乗せられ、ゆらゆらと波に揺られながら海を渡わたって行きました。風がほとんど吹ふいていないのでスピードは出ませんが、それでも距きよ離りが近いのでぐんぐん島が近付いてきます。

　そうして結局、数分もしないうちに帆船は山の麓ふもとまで着いてしまいました。




　が、山車が船から下ろされたちょうどそのとき───、




　突とつ然ぜん、大地に低く不気味な鳴動が響ひびき渡りました。

　この世の終わりさえ予感させるほどの激しい地鳴りがしたのです。

　呻うめき声にも似たそれは、体の芯しんまでビリビリと響いてきました。

　耳を覆おおいたいのに覆えません。目を閉じたいのに閉じられません。

　直後、山車が激しく揺ゆれ始めました。

　あまりにも強きよう烈れつな揺れに、横たわっている体が宙に浮いては床ゆかや壁かべに叩たたきつけられます。

　さらに追い打ちをかけるように轟ごう音おんがして、雛盛山の山やま肌はだが一気に滑すべり落ちてきました。

　森の木々も、土も、岩も、参道も、何もかもを巻き込んで、全すべてが怒ど濤とうの如ごとく海中へとなだれ込んでいきます。あまりの音と揺れで頭がおかしくなってしまいそうでした。

　……やがて、永遠に続くかと思われた大崩落が終わると、辺りは酷ひどい状じよう況きようになっていました。

　どこを見ても土ど砂しや、土砂、土砂で、海さえも陸続きに見えるくらい土砂だらけです。

　この状況下にあって山車が無事なのは、本当に奇き跡せきとしか言いようがありません。

　そんな中、地面を這はいつくばっていた平安装しよう束ぞくの皆みなさんがよろよろと立ち上がりました。

　皆さんご苦労様です。それではさっさと帰りの便を出して下さい。このありさまではお祭りどころの騒さわぎではないでしょう。この私を連れ去ったりしたから天てん罰ばつが下ったのです。猛もう反省するがいいです。

　と、思ったのですが……、




　何な故ぜか、皆さんは迷わず山の西側を目指して行進を再開しました。




　どういうことでしょうか。

　話が違ちがいます。こっちはダメです。行ってもらっては困ります。

　ですが案の定、山だ車しは雛ひな盛もり山の西側がわ斜しや面めんを登ってまっすぐにあの道を目指していました。

　あの日、森の中で般はん若にやの面を被かぶった巫み女こさんを追いかけ、見つけてしまった石いし畳だたみの道。

　もしかして、あの道は知ってはならない道だったのでしょうか。

　だとすると、あの巫女さんたちは私を神社へと誘いざなうための案内人だったのでしょうか。

　相変わらず体には全く力が入りません。このままでは本当に連れて行かれてしまいます。思わぬ大ピンチです。

　……って、いけませんね。

　ここはとりあえず落ち着きましょう。

　私は天才女子高生推すい理り作家です。この程度で狼狽うろたえてどうしますか。物事はもっと現実的かつ論理的に捉とらえるべきです。干え支と川かわ先せん輩ぱいの超ちよう能のう力りよくは例外として、その他ほかに超常現象なんてあるはずがありません。

　これはただの夢です。

　熱が引いて目が覚めれば、またいつも通りの日常が待っています。

　ですから恐おそれることなんて何もありません。

　そのようにして、私が冷静さを取り戻もどしかけていたときでした。




　くすくす……、くすくす……、




　また、森の木々の陰かげから幾いく十じゆう、幾百の巫女さんたちが姿を現し、挙こぞって私を嘲あざ嗤わらいます。

　人の不幸がそんなにおかしいですか。どう育ったらそんなに性格が拗ねじくれ曲がるのか参考までにお聞かせ願いたいものです。あなたたち、夢か幻まぼろしにしたって質たちが悪すぎですよ。

　私はどうしても苛いら立だちを抑おさえることができず、心の中で彼女たちを強く非難しました。

　すると───、




　一人、また一人と、巫み女こさんたちが般はん若にやの面を外していきます。




　私は思わず見入ってしまいました。

　皆みなさん、意外なことにとても綺き麗れいな顔をしています。まるでお人形さんのようです。

　ですが、思った通りまだ幼いですね。おそらく小中学生くらいなのでは……ぅぐっ……!?

　な、なんでしょうか、急に頭の中に、声が、たくさんの声が響ひびいて……！

　これは、この声は、彼女たちの記き憶おく……？

　まるで頭の中に大量の毒が染しみ込んでくるような感覚でした。




　不安、孤こ独どく、恐きよう怖ふ、苦痛、悲痛、嫉しつ妬と、怨えん恨こん、憤ふん怒ぬ、絶望、無念、無念、無念───、




　誰だれしもが同じでした。

　この地で最も美しい容姿を持って生まれた、穢けがれなき処女たち。

　巫女さんたちは皆、この森で理り不ふ尽じんに殺されていった人身御供だったのです。

　彼女たちはまだ終わりを望んでいません。この悲劇の連れん鎖さが永遠に続くことを望んでいます。

　それは、自分たちを殺したこの世界へのせめてもの復ふく讐しゆうでしょうか。

　それとも、寂さびしさからただ仲間を求めているだけなのでしょうか。

　わかりません。わかりません。何も、わかりません───。

　だんだん、気分が良くなってきました。

　もう、頭痛もしません。

　どうして私はあんなにも、彼女たちと一いつ緒しよになることを拒こばんでいたのでしょう。

　山だ車しが長い長い石いし畳だたみの道を越こえ、やっと雛ひな盛もり神社の境けい内だいへと辿たどり着きました。

　以前来たときは何もなかったのに、今日は荘そう厳ごんな本ほん殿でんがどどんと構えています。

　とても、とても、素す敵てきな場所です。

　今日からは、ここが私の、私たちのお家うち。

　倒たおれて朽くちたはずの鳥とり居いが、不思議な朱あかい光を放って私を歓かん迎げいしてくれていました。
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　俺は意味不明な夢を見ていた。

　深夜、小こ町まちが雛ひな森もり山を一人で徘はい徊かいし、旧神社跡あと地ちを訪おとずれていたのだ。

　彼女は、夕方見たパジャマと同じパジャマを着ていた。

　靴くつさえも履はいておらず、瞳ひとみの焦しよう点てんも定まっていない。

　こんな状態で懐かい中ちゆう電でん灯とうも持たず、真っ暗な森を抜ぬけてしまうなんて信じられない奴やつだ。

　小こ町まちは切り立った崖がけの上に立ち、何かに取り憑つかれたように微ほほ笑えんでいる。




　お、おいッ!?　ダメだッッッ───！




　しかし俺の声は届かず、彼女は何の躊躇ためらいもなくその崖から身を投げた。

　小さな体が、深い闇やみに飲まれてゆく。

　最初の激げき突とつは70ｍ程ほど下で、まだ崖の途と中ちゆうだった。

　そこで彼女は投げ捨てられた人形のようにバウンドし、さらに崖下へと転落する。

　それからは、落下と激突の繰くり返しだった。

　華きや奢しやな四し肢しがあらぬ方向に曲がり、潰つぶれ、失われてゆく。

　見て、いられない。

　だが、目を背そむけるわけにはいかなかった。彼女を救う術が、この夢の中のどこかにあるかもしれないのだから。

　最終的に、小町は崖の一番下まで落ちた。

　地の底に横たわる、変わり果てた彼女の姿。

　即そく死ししていた。

　左手首には、夕方俺がやったばかりの腕うで時計がついている。

　だが、ケースの部分が無残に砕くだけ散っていて、針は一時四十七分を指したまま動かない。

　日付を示す数字は『十一』。

　まさか、六月十一日か……!?
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　世界が反転する。

　目覚めると、俺は暗闇の中で横たわっていた。

　枕まくら元もとには、間ま違ちがいなく小町の壊こわれた携けい帯たいが置いてある。ということは、信じたくないが、さっき見たのは高確率で彼女の未来だ。

「んな、バカな……！」

　部屋の時計が示す日時は、『六月十一日　午前零れい時じ四十二分』。

　状じよう況きようは最悪だった。あと一時間ちょっとしか時間がない。

　あいつがなんで自殺するのかなんて、考えるのは後だ。

　俺はバイクの鍵かぎを手に取って、すぐに……、

　───って待てよ!?　バイクは盗ぬすまれちまったんだった！

　こんな時間だともうとっくに終電も出てしまっている。だから雛ひな森もり山に行くには、タクシーを呼ぶしかない。

　だがそのとき、俺の心の底にヘドロのようにこびりついていた闇やみが囁ささやきかけてきた。




　なんでそんなに焦あせるんだ？

　あいつのこと、うざいって思ってたじゃないか。

　他ひ人との事なんざ、もうどうだっていいじゃないか。




　俺は───、その声を黙だまらせるために、壁かべに向かっておもいっきり頭ず突つきをぶちかました。

　ドズン、とボロアパートに激げき震しんが走り、壁にどでかい穴が開く。

　額がクソ痛い上に、修しゆう繕ぜん費が今から怖こわい。が、おかげで寝ねぼけていた頭がすっきりした。

　また、恩を仇あだで返してしまうところだった。

　俺は小町に詫わびなら済ませたが、まだ借りを返してはいない。

　だから、あいつのことを助けなければならない理由なら、たしかにあるんだ。

　急ぎタクシーを呼び、着き替がえや準備に取り掛かかりながら考える。

　助けに行くのはいい。

　だがここから雛ひな森もり山までは、電車で行っても一時間はかかる距きよ離りだ。

　その上、旧神社跡あとに行くには、そこからさらに一時間近くも山を登る必要がある。

　つまり、このままでは間に合わない。

　さて、どうする───。

　警察に連れん絡らくをして止めに行ってもらうか。……いや、無理だな。警察はあの山の中に隠かくされた石いし畳だたみの道を知らない。こんな夜中にあの石畳を探しながら山を登って、時間までに彼女を救出するなんて不可能だろう。

　なら、社務所に連絡してみるのはどうだろうか。たしか雛森神社の神かん主ぬしは、旧神社跡のことを知っていた。あの人なら小こ町まちを止めることが出来るかもしれない。

　俺はすぐさまインターネットで連絡先を調べ、社務所に電話をかけてみた。……が、無情にも繫つながらない。考えてみれば当然のことだった。営業時間外である。社務所が自宅を兼かねているのならまだ可能性はあったが、生あい憎にくとあの神社はそうではなかった。

　となると、残る手段はあと一つしかない。

　できればこの手は使いたくなかったのだが……。

　俺は携けい帯たいの電話帳から『眞ま壁かべ瑠る璃り子こ』の名を呼び出した。

　もう形なり振ふり構ってなんていられない。今このタイミングで旧神社跡に行ける人物は、彼女をおいて他ほかにいないのだ。

　こっちから着信拒きよ否ひしておいてなんだが、繫がってくれよ……！

　俺は祈いのるようにコールボタンを押し、待った。すると、

『───もしもし……、圭けい一いち君……？』

　数回のコールの後、瑠る璃り子こが電話に出た。だが何な故ぜか涙なみだ声ごえだ。なにか様子がおかしい。

「瑠璃子、時間がないからすぐに答えろ。今、どこで何をしている」

『えっ……？　そ、葬そう儀ぎ会場にいるけど、どうしたの……？』

「誰だれか死んだのか」

『……昨日の夕方、入院していた曾そう祖そ父ふの容態が急変して、それでそのまま……』

　こいつ、曾祖父なんていたのか。不ふ謹きん慎しんだが、絶ぜつ妙みような間の悪さだな。

「ちなみに、そこから雛ひな森もり山まではどのくらいかかる？」

『え、えっと……、タクシーなら五分もあれば行けると思うけど……』

　よし、それならまだなんとかなる……！

「───瑠璃子、取引だ」

『えっ……？　と、取引って……？』

「いいか、よく聞け。このままだと約一時間後の一時四十七分、小こ町まちが雛森山の山頂にあった崖がけから飛び降りて死んじまう。お前はそうならないよう、葬儀を抜ぬけ出して小町を止めに行け。もしもあいつの自殺を止めることができたら、今後はお前の家の借金の返済が終わるまで、俺が株価のリーディングを引き受けてやってもいい。どうだ、悪い話じゃないだろう？」

『わ、悪い話だよっ……！　どうしてあの小町さんが自殺なんてしちゃうの……!?』

「そんなの知るかよ。俺はただそういう夢を見ただけだ。理由が知りたければ、直接本人にでも訊きいてみたらどうだ？」

『っ……！　わ、わかった……！　じゃあ時間がないから、今すぐ向かうね……！』

「取引成立だな。俺もこれからそっちに向かうが、多分間に合わない。だから小町のことは頼たのんだぞ」

『うん、なんとかしてみせるよ……！』

　瑠璃子は慌あわてて電話を切った。

　するとちょうどそのタイミングで、アパートの前にタクシーがやってくる。

　その時点で時刻は既すでに一時。残る時間は、あと僅わずか四十七分になっていた。
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　深夜の森は、空間全すべてを墨すみで塗ぬりたくったように真っ暗だった。

　私はそんな中を、懐かい中ちゆう電でん灯とうの薄うす明あかかりだけを頼たよりに走り抜けてゆく。

　荒あれ放題の草木が、まるで魔ま物ものみたいに全身に纏まとわり付いてきた。葉は擦ずれの音や自分の足音がいやに耳に響ひびくし、虫たちの鳴き声は亡もう者じやの阿あ鼻び叫きよう喚かんのようにも聞こえてしまう。

　───怖こわい……！

　こんなところ、普ふ段だんの私だったら絶対に一人で来ることなんてできなかったと思う。

　でも、私はお父さんとお母さんのためだったらどんなことだってやってみせる。

　翠みどりさんから圭けい一いち君の能力のことを聞き、彼を騙だましてでも利用する計画を立てたのは、他ほかでもない、私自身だ。

　お父さんとお母さんは、私が汚よごれ役やくを演じることを最後までずっと反対してくれていた。自分たちがどんな苦境に陥おちいっても、ずっと私の前では笑ってくれていた。誰だれよりも優やさしかった。辛つらいなんておくびにも出さなかった。

　だからこそ、私はそんな二人の気持ちに報むくいたい。心から笑わせてあげたい。たとえ好きな人を騙してでも、好きな人に嫌きらわれてでも、守りたい家族だから。

「あぅっ───!?」

　大きな木の根に足を取られ、盛大に転んでしまう。

　でも、私はまたすぐに起き上がって走り出した。

　ここまで来るのにかかった時間は約二十分。途と中ちゆう、コンビニで懐かい中ちゆう電でん灯とうを買うのに思いの外時間がかかったから、急がないと……！

　それから少し進むと、以前にも通り抜ぬけた、森の開けた場所に出た。

　天上から月明かりが差し込んでいて、辺りが青白く照らされている。でも、安心できる明るさにはほど遠い。見えない怖こわさが見える怖さに変わっただけだ。

　不意に、視界の端はしでゆらりと人ひと影かげが動いた。

　ドキリとしてそちらを見ると、パジャマ姿に裸足はだしという、ちょっと普通ではない格好をした女の子がいた。あの小さくて華きや奢しやな体には見覚えがある。

「───小こ町まちさん、待って！」

　けれど私が呼び止めても、彼女は振ふり返るそぶりさえ見せなかった。

「待って！　待ってってば！」

　私は急いで走り寄り、小町さんの肩かたを摑つかもうとする。

　でも次の瞬しゆん間かん、視界がぐるりと回った。

　半月の浮かぶ夜空が見え、遅おくれてドサリと背中への衝しよう撃げきがやってくる。

「あぐっ……!?」

　鮮あざやかすぎて、最初は何が起きたのかさえわからなかった。

　小町さんは少し上体を傾かたむけ、私に対して左手を払はらっただけだ。

　でもどうやらこの状じよう況きよう、私は彼女に投げられてしまったらしい。

　驚おどろいて放心する私を尻しり目めに、小町さんは無言で森の奥へ消えて行こうとする。

「こ、小町さん、しっかりして！　自分が今、何をしようとしているのかわかっているの!?」

　私がそう訴うつたえかけても、彼女はまるで何も聞こえていないみたいにひたひたと歩き続ける。

　明らかに様子が変だ。普段のあの子なら、即そく嫌いや味みを返してきそうなものなのに。

　仕方なく、私はすぐに起き上がって小こ町まちさんの前に回り込み、両手を広げて進路を塞ふさいだ。

　でも、彼女は全く歩みを止めようとはしない。まるで私のことが見えてないみたいだ。

　当然、ぶつかりそうになる。だから私は両手で小町さんを受け止めようとした。でも、

「うあっ───!?」

　また私の視界が回り、背中が地に打ちつけられる。

　全身に鳥とり肌はだが立った。武道の心こころ得えがあるとは聞いていたけど、これは本当に只ただ者ものじゃない。ちょっとでも触ふれようとすれば即そく座ざに投げられてしまう。地面が柔やわらかい腐ふ葉よう土どだからそれほど痛くはないのだけど、こんなの私の手には負えない。

　恐おそろしい深夜の森。

　何も見えていないし、何も聞こえていない小町さん。

　雰ふん囲い気きに当てられ、般はん若にやの祟たたりという言葉が頭をもたげる。

　私はたしかに、小さな頃ころに般若の面を被かぶったおかしな巫み女こさんを見たし、夢の中で見たこともない神社に連れて行かれそうになったことがある。だけど、あんなのは熱にうなされて見たただの夢か幻まぼろしだ。本物の祟りなんてあるはずがない。

　現に、私はこんな奇き行こうを取らなかったし、自殺なんてしようともしなかった。

　なのに、小町さんはどうしてこうなってしまったのだろう。

　彼女は私なんかよりも精神的にも肉体的にもずっと強いし、頭もいいのに、どうして……？

　私は起き上がり、もう一度彼女の前に立ちはだかった。

「お願い小町さん、正気に戻もどって！　圭けい一いち君があなたのことを心配してるの！　きっと家族の人たちもあなたを探してるよ！　だから、お願い！」

　でも、やっぱり小町さんは反応してくれない。まるで何かに取り憑つかれたみたいにまっすぐ私に向かってくる。

　こうなったら、捨て身で壁かべになるしかない。

　幸い、ここでなら投げられてもそれほど痛くはない。だったら何度投げられても立ち上がって、また彼女の進路を塞いでしまえばいい。そうしていれば圭一君が来るまでの間、時間稼かせぎをすることくらいならできるはずだ。

　そう思って、また小町さんを受け止めようと両手を伸のばしたそのとき───、




　私のお腹なかに、小町さんの右腕うでが突つき刺ささった。




「あがッッッ……!?」

　体がくの字に折れ曲がる。

　逆流した胃液が口から噴ふき出て、吐はいても吐いても止まらない。

　痛いなんてものじゃない。苦しい。息が、苦しい。

　けれどそんなことにはお構いなしに、小こ町まちさんはまた歩き出す。

　止めなければ。

　止めなければならない。吐はいてる場合じゃない。

　私は圭けい一いち君を傷つけてでも家族を守ると決めたのだから。

　その犠ぎ牲せいを無む駄だにすることなんて、絶対に許されないのだから。

　だから、壁かべになることしかできないなら、壁になる。

　何度でも、何度でも、小町さん、あなたが止まってくれるまで、ずっと───！
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　俺はタクシーの中でさらなる問題に直面していた。

　不運にも、事故による通行止めに遭あってしまったのだ。

「───お客さん、やっぱり迂う回かいするしかないですよ。事故処理にはまだ時間がかかるそうですから」

　運転手はそう提案してくるが、迂回なんてしている余よ裕ゆうはない。この辺りは海と山に囲まれた地形で道が少なく、車で迂回をするのにはかなりの時間がかかってしまうのだ。

　このままでは、ただでさえ遅おそくなりそうな到とう着ちやく時刻がさらに遅おくれてしまう。

「くそっ……！　どうすれば……！」

　そのとき、一台のオフロード用バイクがタクシーの横を通り過ぎて行った。

　そしてそのバイクの運転手は、事故現場の前で警察官となにやら話し始める。

「───くっくっくっ……！　久しぶりに家に帰れると思ったら、今度は事故で通行止めですかぁ～……！　どうにも私は会社に泊とまる運命にあるようですねぇ～……！」

　聞き覚えのある甲かん高だかい声、それに気持ちの悪い喋しやべり方。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。二輪の方なら、押して頂ければあちらの歩道から通れますから」

「くくくっ、そうでしたかぁ～……！　それならそうと先に言って下さいよぉ～……！」

　須藤王太郎がバイクから降り、それを押して歩道に入ろうとする。

「ちょっ、ちょっとそこのアンタ、待ってくれッ！」

　俺はすぐさまタクシーから飛び出し、須す藤どうを呼び止めた。

「おやぁ～……？　もしやあなたは、いつぞや病院でお会いしたぁ～……？」

「俺が誰だれかなんて話は後だ！　それより時間がないから手短に話すぞ！　小町が遺書を残して消えた！　このままだと一時間も経たたないうちにあいつは死んじまう！　だから救助するのにアンタも力を貸してくれ！」

　本当は遺書なんてないのだが、そこはうまく誤ご魔ま化かすしかない。スリープ・リーディングのことをこいつに話すわけにはいかないからな。

「な、なんと、あの小こ町まちセンセェがぁ……!?　それはたしかな話なのですかぁ……!?」

「噓うそだと思うなら小町の家にでも連れん絡らくしてみろ！　あいつはもうとっくに行方ゆくえ不明になっているはずだ！」

「そ、それは困りますねぇ～……！　死ぬのならせめて次回作の原げん稿こうを仕上げてからにしてもらわないとぉ～……！　それで、消えたセンセェは今どちらにぃ～……!?」

「緑みどりヶが崎さきの旧雛ひな森もり神社跡あとだ！　道を案内してやるから、俺をアンタのバイクの後ろに乗せろ！」

　できれば俺がバイクを借りて飛ばして行きたいところだが、生あい憎にくと須す藤どうのバイクは大型だ。すぐそこに警察官がいる手前、俺の中型免許で堂々と乗り回すわけにはいかない。

「くくくっ……！　いいでしょう～……！　そういうことなら乗って下さいぃ～……！」

　須藤は後席をくいっと親指で差し、スペアのヘルメットを差し出してくれた。一見ワイルドな仕草だが、奴やつがやると何な故ぜか気持ち悪い。どんな挙動をさせても一定水準以上の気持ち悪さを保てるのが、ある意味あのおっさんのすごいところなのかもしれない。

　しかし、それでも地じ獄ごくに仏であることに変わりはない。

　俺はタクシーの運転手に万札を渡わたすと、迷わず須藤のバイクに向かって走り出した。

「あっ、お客さん、おつり！」

「いい！　取っといてくれ！」

　俺はこの日、一度は言ってみたかったセリフを、実に不本意な形で口にした。
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「……あ、ぐっ……！　ぅぅっ……！」

　私はお腹なかを押さえ、蹲うずくまるようにして地面に倒たおれ込んだ。

　もう何度、強きよう烈れつな突つきを受けたかわからない。

　吐はくものも何も残っていない。

　体中がガクガクと震ふるえて止まらない。

　さっきからすごく寒いのに、全身から変な汗あせが噴ふき出てくる。

「はっ……！　はっ……！　はっ……！」

　胸が、胸のあたりが、息をする度たびにのたうち回りそうになるくらい痛い。うまく息が吸い込めない。なに、これ……！　い、痛い……！　苦しい……！

　小町さんがまた歩ほを進めようとする。

　止めないと、立ち上がって彼女を止めないといけない。それなのに体が言うことをきいてくれない。

　お願い、動いて……！　動いてよ、私の体……！

　自分に嫌いや気けが差してくる。

　圭けい一いち君にはあんなに酷ひどいことをしたのに、自分はこの程度で音を上げるんだ。

　彼の言うことを何でも聞くって約束してたのに、それさえも反ほ故ごにして、また裏切るんだ。

　私の家族を守りたい気持ちなんて、所しよ詮せんはこの程度のものだったんだ。




　───そんなこと……、そんなこと、絶対に許されるはずがない……！




　甘えを捨てろ。息をするのが辛つらいのなら、呼吸なんて止めてしまえ。

　今ここで立ち上がらなければ、私は家族にも圭一君にも二度と顔向けができなくなる。

　一生ただのウソツキのまま終わってしまう……！

　呼吸を止め、歯を食いしばってふらふらと立ち上がる。

　なんだ、やっぱり立てるじゃない。動けないなんて噓うそじゃない。

　私はもう一度小こ町まちさんの前に立ちはだかった。

　多分、これが最後のチャンスだ。これでなんとかできなければ、きっと次はない。

　小町さんが距きよ離りを詰つめてくる。

　一歩、二歩、来るッ───！




　私は、閃せん光こうのような彼女の突つきを両手で受け止めた。




　やっと、やっと、彼女を捕つかまえた。

　何度も何度も殴なぐられながら、ようやく間合いとタイミングを摑つかんだ。

　もう、この手は離はなさない。圭一君が来るまで、石にかじりついてでも絶対に離さない！

　小町さんが暴れ回る。

　私はひゅーひゅーと浅い呼吸をしながらそれを押さえ込む。

　さっきから胸が高圧電流を流されているみたいに痛い。でも、諦あきらめない。眞ま壁かべ家を守るために、そして圭一君へのせめてもの償つぐないのために、私は絶対に小町さんを死なせない！




　けれどその直後、こめかみのあたりからゴッと嫌いやな音が響ひびいた。




　小町さんの右膝ひざが、私の左側がわ頭部にめり込んでいた。

　意志とは無関係に、視界が黒く染まっていく。

　せっかく摑んだ小町さんの右腕うでが離れてしまう。

　そしてその右腕が戻もどってきたかと思ったら、また私のお腹なかに突き立てられた。




　ごめんね、圭一君……、




　わたしやっぱり……、ウソツキ……だね……、
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　走り屋も真っ青な爆ばく走そうだった。

　須す藤どうは普ふ通つうならバイクで四十分以上もかかる緑みどりヶが崎さきまでの道程を、たったの二十分で走破してしまったのだ。しかも二人乗りでである。

　続いて、俺は長い石段の方面ではなく、神社の関係者専用道路を須藤に案内した。こんな夜よ更ふけに人がいるとは思えないから、通ったって誰だれにも文句は言われないだろう。仮に文句を言われたところで、緊きん急きゆう事態なので悪いが問答無用である。

　で、飛び込んだその関係者専用道路は、ガードレールも何もない曲がりくねった山道だった。一応舗ほ装そうはされているが、路面は荒あらい。その上道みち幅はばが非常に狭せまく、エスケープゾーンもない。

　にもかかわらず、バイクは目が回るようなスピードで次々とコーナーを駆かけ抜ぬけてゆく。あまりのスピードに後輪がキュルキュルと悲鳴を上げるほどだ。

　このおっさん、絶対イカれてやがる。一歩間ま違ちがえたら崖がけ下したに真っ逆さまなのに全く怖こわがらないなんて、どこの豆とう腐ふ屋の息子むすこだよ。道理であの小こ町まちでさえこいつを振ふり切れないわけだ。

　が、その無む謀ぼう運転のおかげで、俺たちはあっという間に神社の境けい内だいに着いた。

「───くっくっくっ……！　さぁて、センセェはどちらでしょうかねぇ～……！」

「おっさん、まだだ！　小町がいるのは、あの森のさらに奥にある旧神社跡あとなんだよ！」

「くくくっ……！　さすがは小町センセェ、雰ふん囲い気きがある場所を選びますねぇ～……！」

　すると何を思ったか、須藤は森に向かってバイクを急発進させた。しかもアクセルを緩ゆるめる気配は全くない。

「ちょっ、ま、まさかアンタ、このまま突つっ込む気か───!?」

「くくくっ、そのまさかですよぉぉぉッ！　そこに逃とう亡ぼう作家がいる限りぃぃぃッ！」

「ちょっ、まっ、どわああああああ─────!?」

　本当に藪やぶの中へと突っ込んでしまう変態バイク。須藤王ストーキング太た郎ろうは伊だ達てではなかった。

「少年ッ───！　引き続き道案内をお願いしますよぉぉぉッ───！」

「右右右ッ───！　おわああああああああ───!?　こここ今度は左ッ！　左だってのッ！　左左左ぃぃぃぃぃッ───！」

　須藤はアクセルをワンワンとふかしながら、器用に足場の悪い山道を駆け抜けてゆく。

　上下の振しん動どうが凄すさまじいせいで、道案内をしている俺は何度も舌を嚙かんでしまう。

　だが、速い、速い、速い───！

　徒歩だと何分もかかった場所が瞬またたく間に後方に消え去ってゆき、暴走特急変態バイクは森が開けていた場所へと突とつ入にゆうしてゆく。すると、

「───る、瑠る璃り子こ!?　おいおっさん、ちょっと止まってくれ！　あそこに人がいる！」

　俺はバイクを一いつ旦たん停とめてもらい、すぐに彼女のもとへと駆かけ寄った。

「瑠璃子、おい、何があったんだよ！　小こ町まちはどうした！　おいっ！」

　しかし、彼女はぐったりしたまま目を開かない。かなり手て酷ひどくやられているようだ。

　俺は誰だれがこんな惨むごいことをしたのかと考え、ゾッとした。

　小町だ。

　信じたくはないが、あいつ以外、こんな深夜の森の中に人がいるとは思えない。

「少年、まさかそれは小町センセェがぁ……？」

「おそらく、な……」

「おかしいですねぇ……？　センセェはたしかにお強いですが、決して他人に怪け我がをさせるようなお人ではないはずなのですがぁ……？」

「それは正気のときならの話だろ……」

　リーディングで見たときも思ったことだが、今のあいつはまともじゃない。これは俺も気を引き締しめてかかった方がよさそうだ。

　だがそれ以前に……、

　俺はちらりと時計を確かく認にんした。時刻は既すでに一時四十分。タイムリミットまで、あと僅わずか七分しかない。

「くそっ……！　ヤバい……！」

「もしかして、もう時間がないのですかぁ……？」

「あと七分くらいだ……！　神社跡あとはここから徒歩で四十分くらいの場所だから、たとえバイクで向かったとしても、もう……！」

「少年、まだ諦あきらめるには早いですよぉ……！　時間通りに自殺が実行されるとは限りませんからねぇ……！　急いで神社跡に向かいましょう……！」

「けど、こんな状態の瑠璃子を放ほうっては……！」

「このお嬢じようさん、一応まだ息はありますから、すぐには死なないと思いますよぉ……？　でも小こ町まちセンセェはもうすぐにでも自殺してしまうのですよねぇ……？」

　癪しやくだが、須す藤どうの言う通りだった。今はとりあえず、小町の自殺を止めるのが先だ。

「……瑠璃子、すぐに戻もどる」

　俺は物言わぬ瑠璃子に上着を被かぶせ、再びバイクの後席に跨またがった。

「くっくっくっ……！　少年、神社跡の方向を教えて下さいぃ……！　道を通らず直線的に走れば時間短縮ができるかもしれませんからねぇ……！」

「神社跡があるのは山頂付近だ。方向でいうとあっち……、東の方だな。けど、直線的に行くのは無理だぞ。すぐそこに谷があるからな。そこを越こえるには、谷に沿って山の北側がわへ回るしかないんだ」

「くくくっ、なるほどぉ……！　やはりセンセェは追つい跡せきのし甲が斐いがありますねぇ……！」

　言いながら、須す藤どうは再びバイクを急発進させる。相変わらずクレイジーな加速っぷりだ。

　……が、何を思ったのか、須藤はちょうど件くだんの谷が見えてきたところで、バイクをＵターンさせた。

「おいっ───!?　何やってんだ、来た道を戻もどってるじゃねぇか───！」

「くくくッ───！　わかっていますよぉぉぉッ───！　助走をつけるために引き返しているのですからねぇぇぇッ───！」

「助走って、何のためのだよ───!?」

「もちろんッ、谷を飛び越こえるためのですよぉぉぉッ───！」




　え？？？




　意味がわからなかった。

　あの谷の幅はばは、最低でも７～８ｍある。

　そんなところを二人乗りのバイクで飛び越えるなんて、どう考えても正気の沙さ汰たではない。

　しかし須藤は瞬またたく間に瑠璃子の倒たおれていた付近まで戻り、そこでバイクを急きゆう旋せん回かいさせて意気揚よう々ようとアクセルをフルスロットルにした。

　当然、バイクは谷に向かって狂くるったように加速してゆく。

「ちょっ───!?　しょ、正気かアンタッ───!?」

「くくくッ───！　愚ぐ問もんですねぇぇぇッ───！　正気の人間が編集者なんてやっていられるわけないではありませんかぁぁぁッ───！」

「全国の編集者の皆みなさんに謝れえええええッ───！　っていうか今すぐ止まれ考え直せえええええッ───！」

　しかしバイクは減速するどころかますます加速してゆく。これではもうブレーキをかけたところで止まりきれない。むしろもっと加速しないと谷底行き確定である。

「イきますよぉぉぉッ───！　しっかり摑つかまってて下さいねぇぇぇッ───！」

「いやあああああああッ─────！」

　そしてバイクは弾だん丸がんのように谷に飛び出した。同時に絶望的浮遊感が俺を襲おそう。




　ダメだッ、絶対死ぬッッッ───！




　きつく、きつく目を閉じる。

　すると瞼まぶたに、何な故ぜか小こ町まちの照れくさそうな微ほほ笑えみが浮かんできた。
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　腕うで時計、あんなに喜んでもらえるとは思ってなかった。

　思い出す───、

　小こ町まちが俺に嫌いやがらせをしていた顔、

　小町が俺を小こ馬ば鹿かにしていた顔、

　小町が俺に呆あきれ返っていた顔、

　小町が俺に勝ち誇ほこっていた顔、

　っておいこの走そう馬ま燈とうおかしくないか俺ろくな扱あつかい受けてないのばっかだしそもそもなんで小町の顔しか出てこないんだ母さんを出せ母さんを───！




　気付けば、俺は目を見開いていた。

　眼前には谷の向かい側がわの森が広がっている。

　信じ難がたいことに、バイクは本当に谷を飛び越こえていたのだ。

　が、続く着地の衝しよう撃げきが尋じん常じようではなかった。

　内臓がごちゃっとシェイクされるような感覚がして、バイクのバランスが大きく崩くずれる。

　そして俺と須す藤どうは、二人して猛もう烈れつな勢いで座席から放ほうり出されてしまった。

　その後、どこをどう転がっていったのかはよくわからない。だがとりあえず勢いが止まったときには、俺は茂しげみの中で体の上下が反転した格好になっていた。

　……我ながら、よく死ななかったな……。

　体に負った擦すり傷きずと打だ撲ぼくは甚はなはだしいが、とりあえず大事はないようだ。もしかしたら低木の枝葉や腐ふ葉よう土どがうまくクッション代わりになってくれたのかもしれない。

　だが一方で、俺と同じく投げ出されたはずの須す藤どうの姿は見当たらなかった。

「おーいッ───！　おっさーんッ───！」

　大声で叫さけんでみても、須藤からの返事はなかった。

　時刻は既すでに一時四十三分を回ろうとしている。

　……許せ、須藤。アンタのことは忘れない。多分いろんな意味で忘れられない。

　俺はリュックの中から懐かい中ちゆう電でん灯とうを取り出し、走り出した。

　谷をショートカットできたから、ここからなら旧神社跡あとはそう遠くないはずだ。

　小こ町まち、早まるなよ───！





＊






　だんだん、気分が良くなってきました。

　もう、頭痛もしません。

　どうして私はあんなにも、彼女たちと一いつ緒しよになることを拒こばんでいたのでしょう。

　山だ車しが長い長い石いし畳だたみの道を越こえ、やっと雛ひな盛もり神社の境けい内だいへと辿たどり着きました。

　以前来たときは何もなかったのに、今日は荘そう厳ごんな本ほん殿でんがどどんと構えています。

　とても、とても、素す敵てきな場所です。

　今日からは、ここが私の、私たちのお家うち。

　倒たおれて朽くちたはずの鳥とり居いが、不思議な朱あかい光を放って私を歓かん迎げいしてくれていました。

　鳥居から望む緑みどりヶが崎さきは、なかなかの絶景です。

　両手を広げると、まるで鳥になったような気分になれます。

　私はその夜景を眺ながめながら、夢見心地ごこちで参道に一歩足を踏ふみ出しました。……が、




「────!?」




　踏み出したはずの足が空を切り、突とつ然ぜん目が覚めました。

　ありません。

　参道がありません石段がありません地面がありませんどうしようもありません。

　重力に任せてこの身が堕おちていきます。

　死ぬ───、

　深い闇やみの底へと吸い込まれながら、死を覚かく悟ごしたそのときでした。




　不意に落下が止まり、私の体が宙に浮かび上がります。




　今度は一体なんなのでしょう。超ちよう能のう力りよく？　心しん霊れい現象？　それとも、また夢か幻まぼろし？

　……いえ、そのどれでもなさそうですね。

　これは、人の手でしょうか。

　私の手が、誰だれかの手に摑つかまれているようです。

　なんだかとても温かくて、優やさしい感じがします───、





＊






「───ぐ、おおおおッ……！」




　俺はヘッドスライディングをするように飛び込んで、なんとか小こ町まちの右手を摑むことに成功した。が、その勢いと小町の体重に引っ張られ、俺まで崖がけから落ちそうになり、全身の力を振ふり絞しぼってどうにかこうにか崖っぷちで踏ふみ止とどまる。

　ギ、ギリギリすぎる……！

　借りを返すにしても、これは割が合わなすぎる。こいつ、後で覚えてろよ。

　続けて、すぐに小町を引き上げにかかる。彼女は見た目通りに軽かった。食った物がどこに消えているのか不思議でしょうがない体だ。まぁ重いよりは助かるのだが。

　そうして小町を無事崖の上まで引き上げると、俺はその場に仰あお向むけにぶっ倒たおれ、ぜえぜえと肩かたで呼吸をした。

　さすがに『バイクジャンプ　→　山道マラソン　→　重量挙げ』のトリプルコンボは応こたえた。これは新手のトライアスロンか。

　小町はそんな俺を見下ろし、きょとんと首を傾かしげる。

「……干え支と川かわ先せん輩ぱい、こんなところで何をしているのですか？」

「こ、こっちのセリフすぎる……！」

　自分のことを棚たなに上げるにもほどがある。俺はなんでこんな奴やつをこんなに必死になって助けたのだろう。一いつ緒しよになって首を傾げたい気分だった。

　そのときふと、小町の左手に光る腕うで時計を見ると、一時五十三分を指していた。

　六分の遅ち刻こく───。

　それでもこいつが助かったのは、瑠る璃り子こが引き留めてくれていたおかげだろうか。

　ということは、逆に言えば、瑠璃子はたったの六分であんなにやられてしまった……？

「せ、先輩、逃にげて下さいッ……！」

「ぐおッ───!?」

　突とつ然ぜん、小こ町まちが俺の上に馬乗りになり、両手で首を絞しめ上げてきた。

　くそっ、気付くのに一いつ瞬しゆん遅おくれた……！

「ぐ、がッッ……!?」

「お、お願いします逃にげて下さいッ……！　体が、体が、勝手にッ……！」

　小町は半泣きになりながら訴うつたえてくる。どうなってんだ。まさか意識があるのに勝手に体が動いているってのか。そんなことがあり得るのか。

「───ぐぎぎぎぎぎぎッ……！」

　俺はゆっくりと、だが確実に小町の両手を首から解いてゆく。

　体格差だ。

　俺と小町では、身長差が30cm以上、体重差もおそらく倍近くある。だからいくら体の割にこいつの身体能力が高いといっても、力で俺が押し負けることなんてあり得ない。

「がああああああッッッ────！」

　俺は首絞めを解き切り、全力で小町を押し退のけにかかった。結果、揉もみ合っているうちに立場が逆転し、今度は俺が小町の上でマウントポジションを取る格好になる。

「げほっ！　げはっ、げはっ……！　お、お前、華きや奢しやなくせに異様に力あるな……！」

　それだけじゃない。こいつ、隙すきあらば的確に関節技わざを狙ねらってきやがる。はっきり言って技術的には俺よりずっと上だ。力で強ごう引いんに引き剝はがせなければこっちがやられるところだった。

　それに、押さえつけてもなお、小町は俺の下でジタバタと暴れ続けている。

「せ、先せん輩ぱい、すみません、すみません……！　私こんなことをするつもりでは……！」

「どういうことなんだよ……!?　マジで勝手に体が動くのか……!?」

「はい……！　私はおかしくなってしまったのです……！　幻げん覚かくが見えますし、幻げん聴ちようが聞こえますし、体が勝手に動きますし、もうどうしたらいいのか……！」

　にわかには信じ難がたい話だった。が、俺はこいつがまるで誰だれかに操あやつられるように真っ暗な森を一人で抜ぬけたのを夢で見ている。だからあながち噓うそとも思えなかった。

「小町、幻覚や幻聴って、どんなだよ……!?」

「そ、そんなことを聞いてどうするのですか……！」

「いいからさっさと答えろ……！　とりあえず何でもいいからお前の現状を把は握あくしないと対処のしようがないだろうが……！」

　小町はテンパっている俺を見て、観念したように口を開いた。

「み、巫み女こさんたちが見えます……！　私たちの周りを取り囲むように大勢いるのです……！　今、先輩の後ろにもたくさんいます……！　皆みんな先輩のことを睨にらんでいます……！」

　俺は総そう毛け立だって背後を見渡わたした。

　が、巫女の姿なんてどこにもない。少なくとも、俺には真っ暗な森以外、何も見えない。

　たしか小こ町まちは、以前にもここで般はん若にやの面を被かぶった怪あやしい巫み女こたちを見たと言っていた。

　しかもその後神かん主ぬしが、以前にもそう言った奴やつが二人いて、その二人はこの崖がけから身を投げて自殺してしまったとも言っていた。

　もしかして、これこそが本物の般若の祟たたりなのか……!?　そんなものがマジで現実に存在するってのか……!?

「なるほど、幻げん覚かくの方はわかった……！　で、幻げん聴ちようはどうなんだ……!?　その巫女たちは、お前に何を言っているんだ……!?」

「わかりません……！　たくさんの声が同時に頭の中に入り込んできて、誰だれが何を言っているのかよくわからないのです……！　ただ、一つだけわかるのは、彼女たちは皆みんな、まだ小中学生くらいのときに人ひと身み御ご供くうにされてしまった女の子たちだということです……！　この地で一番器量の良い穢けがれなき処女だという理由で生いけ贄にえにされ、殺されてしまったのです……！」

「人身御供、だと……!?　ってことは、これは般若と化した綾あや姫ひめの祟りじゃなく、その生贄にされた奴らの祟りだってことなのか……!?」

「先せん輩ぱい、何を言っているのですかこんなときに……！　祟りなんてあるはずありません……！　これはきっと心の病か何かです……！」

　この状じよう況きようにあってなお、超ちよう常じよう現象全否定かよ。現実主義もここまでくれば逆に特とく殊しゆ能力だな。

　でもだからこそ、小町にはこの問題が解決できなかったのだろう。

　いくら現実に対しては無敵に近い小町でも、超常現象に対してはまるで無力なんだ。

　だからここは、俺がなんとかしてやるしかない。

　もしこれが本当に超常現象だとするのなら、それは俺が得意とする領分だからな。

　だが……、問題は人身御供の祟りを鎮しずめる方法についてだ。

　おそらく全く打つ手がないわけではない。解決策に一つだけ思い当たる節はある。

　しかしその方法というのがちょっと……。




　い、いや、この際贅ぜい沢たくは言っていられないか……！　試ためしてみるしかない……！




「───小町、多分一つだけあるぞ！　お前を元に戻もどす方法が！」

「な、なんでしょうか、この際試せることがあるなら何でも試してみて下さい……！　もうダメで元々です……！」

「よしッ！　なら、これからお前を処女じゃなくするぞッ！」

「わかりました……！　って、は、はい？　今、なんと……？」

「お前をッ、処女じゃなくすると言っているんだッッ！」

「ななな、何を言っているのですか突とつ然ぜん!?」

「いいかよく聞け小町！　今年は雛ひな盛もり祭りでちょうど人身御供を捧ささげる年で、お前はたまたま条件が一いつ致ちして般はん若にやの生いけ贄にえに選ばれちまったんだ！」

「え、干え支と川かわ先せん輩ぱい……！　前々からお気の毒な方とは思っていましたが、私のせいでここまで重じゆう症しように……、うぅぅっ……！」

「その哀あわれみの目はやめてくれ俺はまともだから！　で、さっきの続きだが、お前が助かるには人ひと身み御ご供くうではなくなる必要があるんだよ！　そしてそのためには穢けがれなき処女でなくなるのが一番手っ取り早い！　というか現状じゃそれ以外に方法がないんだ！」

　人身御供に選ばれるのが『小中学生くらいの歳としの、この地で一番器量の良い穢れなき処女』だというのなら、その条件に反するように小こ町まちを変えてやるしかない。となると、年ねん齢れいと容姿は変えようがないから、最後の部分を何とかするしかないのだ。

　つーか、そもそも小町は小中学生くらいの歳じゃないんだが……。

　こいつ、心しん霊れいにまで年齢間ま違ちがわれるほどロリなのな……。

「な、なるほど……。トチ狂くるっているなりに一応考えあっての発言でしたか……」

「トチ狂ってる言うな！　至ってまともだよ俺は！」

「で、でも、一万歩譲ゆずってその仮説が正しいとして、どうやって私を処女でなくするつもりなのですか……？」

「んなもん、するしかないだろうが！」

「す、するって、まさか私と先輩がですか!?　せせせ先輩、私を相手にできるのですか!?」

「できるかできないかでいえば、辛かろうじてできるかもしれないッ！」

「そんな微び妙みような判定でされてたまりますかあああああッッッ───！」

　小町がより一層俺の下で暴れまくる。これは体が勝手に動いているというよりも、本人の意志によるところが大きい気がする。特にブンブンと殴なぐりつけてくる両手が鬱うつ陶とうしい。

　そこで俺は、その両手を摑つかんで地面に押し付けた。

「ままま、待って下さい干支川先輩っ！　落ち着いて下さいお願いしますっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　俺は落ち着いている！　ちゃんと天てん井じようの染しみを数えている間に終わらせてやるから安心しろ！」

「そういうことはせめて天井のある場所で言って下さいよっ!?」

「なら星の数でも数えててくれ！　ほんの少しの間チクッとするだけだから！」

「子供の注射ですか───!?」

「どっちかといえば大人の注射だ！」

「おっさんですか───!?」

　小町がかつてないほど必死である。

　俺だって、できればこんなことはしたくない。が、はっきり言って余よ裕ゆうがない。

　このまま現状が続けば消しよう耗もう戦になることは必至であり、俺がうっかり眠ねむってしまった日にはまた小町が崖がけから飛び降りてしまうかもしれない。だから躊躇ためらっている時間なんてないのだ。

[image: ]

　まだ俺の体力が残っているうちに、何とかしないと……！

「悪い小こ町まち、先に謝っとく！」

「謝るくらいなら考え直し───!?」

　途と中ちゆうで、俺は彼女の唇くちびるを塞ふさいだ。

　かつてないほど近くにあるぱっちりとした大きな瞳ひとみ。そして、触ふれ合う唇と唇。

　思考が停止し、感覚だけが異様に鋭するどくなった。




　───意外と、柔やわらかい。




　お互たがいを映していた瞳と瞳が、どちらからともなくゆっくりと閉じられてゆく。

　青白い月光に照らされた俺たちの影かげは、そのとき確かに一つに重なっていた。

　ややあって、俺は唇を離はなす。

　するとあれほど騒さわいでいた小町は惚ほうけてしまっていて、もう言葉を発しなかった。

「……許せ、小町」

　俺がもう一度謝ると、小町は一いつ瞬しゆんだけ目を瞠みはり、その後恥はずかしそうにぷいと顔を背そむけた。

　彼女はいつの間にか抵てい抗こうもしなくなっている。試ためしに両手を離してみても、暴れるそぶりは全く見せない。

　俺はごくりと生なま唾つばを飲み、彼女のパジャマのボタンを外しにかかった。

　ボタンは全部で四つしかなく、あっけなく外れてしまう。

　続けて、胸をはだけさせるためにパジャマに手をかけると、凄すさまじい罪悪感に襲おそわれた。

　こんなにぺったんこな奴やつ、ホントに犯おかしてもいいのだろうか。

　だが、他ほかにどうすればいいのかもわからない。

　葛かつ藤とうしながら、ゆっくりと胸むな元もとを開いてゆく。

　するとそのとき、俺はふと、されるがままになっていた小こ町まちに違い和わ感を覚えた。

「……？　お、おい、そういえばお前、さっきからなんで抵てい抗こうしないんだ……？」

「そ、それは先せん輩ぱいがどうしてもと言うから仕方なくですね……。あ、あの、でも絶対に嫌いやとか、そういうわけでもないといいますか、なんといいますか、先輩になら、その……」

「い、いや、俺が訊ききたかったのはそういうことじゃなく、もしかしてもう自分の意志通りに体が動くようになってないかってことだったんだが……」

「へ……？」

　小町は、目をぱちくりと瞬しばたたかせた。そして自分の両手をゆっくりと宙に上げ、それを握にぎったり閉じたりしては感覚を確かめる。

「……先輩、ちょっとそこを退どいてもらってもいいですか？」

「あ、ああ」

　なんとなく大だい丈じよう夫ぶそうだったので、とりあえず彼女の上から退いてやった。

　すると起き上がった彼女は、ぴょんぴょんと跳はねたり屈くつ伸しんをしたりして体の状態を確かく認にんする。

　俺が言うのもなんだが、まずはパジャマのボタンを閉じてからにしてくれないだろうか……。

「なんだか、大丈夫になったみたいですね……？　巫み女こさんたちがいつの間にか消えてしまいましたし、あれほど続いていた高熱も何な故ぜか突とつ然ぜん下がったみたいです」

「マ、マジか……？　でも、なんでだ……？　お前はまだ処女のままなのに……」

　小町は、顎あごに手を当てて考える。

「百歩譲ゆずってさっきの先輩の仮説が正しかったとすると……」

　さっきよりも九千九百歩も歩み寄ってくれたのか。それこそものすごい譲じよう歩ほだな。

「もしかしたら、『穢けがれなき処女』の穢れなきという条件に反するようになったからではないでしょうか」

「……な、なんでだ？」

「言わせますかそうですかそういうプレイがお好みですか」

　小町にジト目で睨にらまれ、俺は彼女が言わんとしていることに気が付いた。

　キス、したからだ。

　それで彼女が穢れ、人ひと身み御ご供くうとして相応ふさわしくないという判定になった可能性が高い。というより、今のところそれしか思い当たる節がない。

　完全に盲もう点てんだった。穢けがれなきの部分だけなんとかすればよかったのか。処女という単語にしか意識が向かなかった俺って、実は相当溜たまっているのだろうか。っていうか、祟たたりって本当にこんなことくらいで鎮しずまったりするものなのだろうか。

　また小こ町まちが突とつ然ぜん襲おそいかかってきたり、崖がけから飛び降りたりしないだろうかという不安が頭をもたげる。

　その上、さっきから小町の視線が痛かった。

「あー……、悪かったよ。殴なぐりたきゃ殴れ……」

　あれで穢れたってことは、ファーストキスだったってことだろうし、まぁ一発くらいは殴られておいてやるか……。

「……殴りはしません。もし先せん輩ぱいが助けに来てくれなければ、私は確実に命を落としていたでしょうからね。ただし、これから私がする質問に正直に答えて下さい」

「嫌いやだと言ったら？」

「銀ぎん髪ぱつの不ふ審しん者にレイプされそうになったとお巡まわりさんに通報します」

「よし、何でも訊きいてくれ」

　俺は即そく座ざに手のひらを返した。ロリコン容疑での逮たい捕ほだけはマジで勘かん弁べんである。

「では、ここまでして私を助けようとした理由を教えて下さい」

「借りを返すためだ」

「なるほど。では先輩は、借りがなければ私を助けに来なかったのですね」

「……………」

　そりゃあ来るわけ……と考えて、逡しゆん巡じゆんした。




　本当に、俺はこいつを放ほうっておくことなんてできたのだろうか……？




　借りを返すためだけだったのなら、何な故ぜ俺は小町が無事でいてくれたことにこんなにもほっとしているのだろう。どうしてこれほどまでに彼女に生きていてほしいと望んでしまっているのだろう。

　その問いに答えられず、悩なやんでいたら、小町がどこか寂さびしげに自じ嘲ちようした。

「……わかりました先輩。もういいです。やっぱり私は」

「わかんねぇよ」

「へ？」

　言葉を遮さえぎられ、小町は少し驚おどろいた様子で俺を見る。

「借りがあったから返しに来た。それはたしかだ。けど、借りがなかったらどうしてたかなんてわかんねぇ。推すい理り作家と違ちがって、俺はたらればの話が苦手なんだ」

　噓うそだった。

　本当はどうしてたか、なんとなくわかる。自分のことだからな。けど、それを認めたくはなかった。

「ふふっ……、そうですか。なら、仕方がありませんから許してあげます」

　小こ町まちは一転、機き嫌げんよさそうにくすくすと笑う。

　こいつの家に見み舞まいに行ったときから薄うす々うすと感じていたことが、今確信に変わりつつあった。

　だから俺は、あえて意地悪く問う。

「許すって、本当にいいのかよ。お前、さっきのファーストキスだったんじゃねぇのか？」

「ま、まぁ、さっきの、その、キ、キスの件については、事情が事情でしたし、私は犬に嚙かまれたとでも思って忘れてあげますから、先せん輩ぱいは棒に当たったとでも思って一生の思い出にするがいいです……」

　声を上ずらせながら答える小町を見て、俺は思わず吹ふき出しそうになり、必死で堪こらえた。

　こいつ、今まで人のことをツンデレ先輩ツンデレ先輩と散々おちょくってきたくせに。

　むしろツンデレは、お前の方じゃねぇか。

「な、何を黙だまっているのですか。私の話をちゃんと聞いているのですか」

「ああ、聞いてるよ。お前、本当に元通りになったな。憎にくたらしいところまで」

「……嬉うれしいくせに」

　ボソリと呟つぶやく小町。聞こえてるぞ、ツンデレ後こう輩はい。

　なんだか妙みような気分だった。

　こんな深夜の森の神社跡あとで、ついさっき身も凍こおるような心しん霊れい体験をしたばかりだというのに、どうして俺は今、頰ほおが緩ゆるみそうになるのを我が慢まんしているのだろうか。

「……では先輩、そろそろ帰りましょうか。今夜は特別に私の家まで送らせてあげますよ」

「そりゃ光栄だな。俺にはもったいなすぎて丁重にお断りしたい気分だ。けど、とりあえずは行くとするか」

　そうして俺たちは歩き出す。

　刹せつ那な、辺り一帯が淡あわい燐りん光こうに包まれた。

　夢か幻まぼろしか、燐光の中に見えるのは、既すでに失われたはずの荘そう厳ごんな雛ひな盛もり神社だ。

　だがそれも、瞬まばたき一つしないうちに消えてしまう。

　もうどんなに目を凝こらして見ても、眼前に広がるのは雑草が生おい茂しげる原っぱだけだ。




　お、おい小町、今の見たか？

　はい。困りましたね。どうやらまだ穢けがれが足りなかったみたいですよ？




　そう言って、小町は少しも困ってなさそうに微ほほ笑えんだ。

　だから俺は仕方なく、彼女の花びらのような唇くちびるに、もう一度だけ唇を重ね合わせた───。













　エピローグ　願い







　六月十八日、木曜日の放課後。

　あれから一週間が経たち、俺は一人で病院を訪おとずれていた。

　小こ町まちはもうすっかり元気になっていて、何事もなかったかのように通学を再開している。

　結局のところ、あの高熱や奇き行こうの本当の原因については未いまだによくわかっていないのだが、現状を見る限りではもうそれほど心配はなさそうだ。

　それよりも、問題は瑠る璃り子この方である。

　俺は受付で面会の手続きを済ませ、入院棟とうの二階へと向かった。

　そして目的の二〇七号室の前に立つと、できる限り静かにドアをノックする。

「……どうぞ」

　か細い返事が聞こえ、俺は病室の中へゆっくりと足を踏ふみ入れる。

「……圭けい一いち君？」

　ベッドに横たわっていた瑠璃子は上体を起こそうとし、激痛に顔を歪ゆがめた。

　肋ろつ骨こつ四本の骨折、それが刺ささったことによる肺の損傷、さらには全身打だ撲ぼく───、

　彼女はあの夜、全治二ヶ月の重傷を負ったのだ。

「いいから寝ねてろ」

　俺の一言で、彼女は渋しぶ々しぶベッドに身を沈しずめる。

「……圭一君、どうしてここに……？」

　瑠璃子は、沈しずんだ声で尋たずねた。

　俺が見み舞まいになんか来るわけないということくらいは理解しているようだな。

　それに、こいつは取引の条件『小町の自殺を止めること』を満たせなかった。だから現段階では報ほう酬しゆうを渡わたすつもりもない。それも察しているのだろう。

「質問は受け付けない。お前はただ、俺の質問に答えればいい」

「……うん。わかった……」

　随ずい分ぶんと神しん妙みようなことだな。

　罪悪感がそうさせるのか、それとも、ただ報酬欲しさに猫ねこを被かぶっているだけなのか。

　どっちなのかは、これから判断させてもらうとしよう。

「じゃあ、質問だ。お前はどうしてそこまでして体を張った。下手をすれば、もう少しで死んじまうところだったぞ」

「……私には、どうしても圭一君の協力が……お金が、必要だったからだよ」

「正直だな。だが、そんなに金が大事かよ。それは人を欺あざむき、自分の命と引ひき換かえにしてまで得なければならないものなのか」

「……圭けい一いち君、私にとって大事なのは、家族だよ。お父さんも、お母さんも、おじいちゃんも、おばあちゃんも、何があっても絶対に守るべき、大切な家族なの。だから私は、そのためならお金だって稼かせぐし、どんなことだってする。たとえそれが、キミを傷つけることになってもね」

　これは意外だな。

　報ほう酬しゆう欲しさに、噓うそ泣きしながら反省しているふりでもするのかと思っていたが、逆に完全に開き直るとは。

　目的のためなら、俺を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわないか。マジで最低な女だな。

　だが……、

　彼女の願いそのものは、否定し難がたい。

　かつては俺にも、是ぜが非ひでも守りたい家族───母さん───がいた。

　もしも俺が瑠る璃り子こと似たような状じよう況きように陥おちいっていれば、母さんを守るためなら、他人なんていくらでも騙だましていただろう。

　全く腹立たしいことだが───多分、俺と瑠璃子は、根っこの部分が似ているんだ。

　そう思った俺は、彼女の枕まくら元もとに、用意してきた角形封ふう筒とうを放ほうり投げた。

「……？　圭一君、これは……？」

　瑠璃子はそれを手に取り、不思議そうに眺ながめる。

「約束の報酬だ。中に株価予知のデータが入ってる。他ほかの奴やつには見られるなよ」

　すると彼女は瞠どう目もくし、すぐに中身の確かく認にんをした。

「ど、どうして、これを……!?　私は、小こ町まちさんを止められなかったのに……！」

「瑠璃子は気を失っていたから知らないだろうが、小町なら助かったんだ。お前がいくらか引き留めておいてくれたおかげで、俺がギリギリ間に合ったからな。だからそれは、その分の報酬だ」

　俺がそう伝えると、彼女に渡わたした封筒の上に一ひと滴しずくの涙なみだが零こぼれ落ちた。

　その後も涙は止まらず、まるで雨のようにぽたぽたと降り注ぐ。

「おいこら、データが滲にじんで読めなくなるだろうが。泣くな」

「ご、ごめん……。でも、嬉うれしくて、ごめん……」

　こいつは、いつでも泣きたいときに好きなだけ泣ける大ウソツキだ。

　……だが、これは噓泣きじゃない。

　何な故ぜなら、今ここで彼女が噓泣きをするメリットなんて、何もないからだ。

「圭一君、ありがとう……。本当に、ありがとう……」

「礼を言うのは筋すじ違ちがいだ。それは取引の正当な報酬なんだからな」

「うん、でも、ありがとう……。本当に、ありがとう……」

　マジで筋すじ違ちがいも甚はなはだしいな。本当はデータを渡わたす気なんてなかったんだし。

「圭けい一いち君、私、何かお礼が……ううん、お詫わびがしたい……。キミを騙だまして、傷つけてしまったお詫びを……」

「必要ない」

「でも、キミは約束してくれたよね……？　私のお母さんを見つけたら、私にお願いしてくれるって……。だから、お願いだから、お詫びをさせてほしい……。私は、キミの言うことなら何でも聞くから……」

　いつか小こ町まちに言われた言葉が、そのまま脳裏に浮かんでくる。

「お前には、俺の欲しいものなんて絶対に用意できねぇよ」

　多分、あのときは小町もこんな気持ちだったんだろうな。悪いことしちまったな……。

「できると、思うよ……」

「いいや、無理だね。まさか本気であの家が欲しいとでも言うと思っているのか？」

「ううん、そうじゃない……。私は、ちゃんとキミの願いを叶かなえてあげられるよ……。だってキミのこと、本当に好きだもん……」

「は……？　何言ってんだ、お前？」

　いい加減にしろ。この期ごに及およんでまた噓うそかよ。本当にどうしようもないなこいつ。

「今さら、だよね……。わかってる……。信じてもらえるとも思ってない……。でも、これが私の本当の気持ちだよ……。できれば、騙したくなんてなかった……。ずっとキミと、一いつ緒しよにいたかった……。でも、他ほかにどうしようもなかったんだよ……」

「噓だな。本当に好きな奴やつを、そう簡単に騙し、利用することなんてできるものかよ」

「そう思うなら、キミのお願いを言ってみて……？　私は、もしもキミが望むなら、この場でキミのものになる……。噓じゃないよ……。最初から、そのつもりだったの……。私は、私の生しよう涯がいをかけて、キミのお願いを叶え続けるから……」

　噓だ。

　得られるわけがない。

　信じることができる存在など、母さんが死んだあの瞬しゆん間かんに、永遠に失われてしまったんだ。

　だからこいつなんかに、俺の願いが叶えられるはずがない。

　だが……、

　株価のデータを渡した今、瑠る璃り子こがこんな申し出をしてくるのは何な故ぜだ。

　こいつにとって、俺はもう用済みの存在のはずだ。

　それでも噓を吐ついてまで引き留めて、俺の願いを叶えることに何の意味がある。




　まさか……、




　まさか俺が『葵あおいさんが般はん若にやに殺された夢』を見たあの朝、瑠る璃り子こが俺の背中で泣いたのは、実は噓うそ泣きなんかじゃなかった……？

　本当はこいつ、俺を騙だましていた罪悪感に苛さいなまれ、それに耐たえきれずに泣いていたのか……？

　でなければ、あのときの瑠璃子があんなにも俺に願いを言うよう懇こん願がんしてきたことも、今ここでこんなにも願いを言うよう懇願していることも、説明がつかないような気がする。

　考えてみれば、これまでのこいつは噓ばかりだった。

　それはつまり、良いところだけでなく、悪いところも噓だったかもしれないということだ。

　例えば瑠璃子は、学校の屋上で小こ町まちと対たい峙じしたとき、突とつ然ぜん態度を豹ひよう変へんさせた。

　そしてそれを見た俺は、それこそが本当の瑠璃子だったのだと思い込み、彼女を憎にくんだ。

　だが仮に、本当はあのときの瑠璃子でさえ、手て強ごわい小町に対たい抗こうするための『噓』だったのだとしたら……？

　もしかしたら、俺は憎むことさえできないほどに、本当の瑠璃子のことをまだ何も知らないんじゃないだろうか……？

「圭けい一いち君……、お願いだよ……、私に……、償つぐなわせて……」

　……むかつく。

　本当にむかつく。

　俺は他ほかの誰だれよりも、瑠璃子の言葉にこんなにも揺ゆれてしまう弱い自分が、一番むかつく。

「……瑠璃子……、俺は……」

　俺がダメ元で願いを口にしかけたそのとき───、




「───お待ち下さい干え支と川かわ先せん輩ぱいッ！」




　突とつ如じよ、病室のドアが凄すさまじい勢いで開け放たれ、そこから大おお慌あわてで小町が飛び込んできた。

「冷静になって考えて下さい！　きっとこれは今後もずるずると株価をリーディングさせるための罠わなです！　先輩、また騙されてますよ！」

　だが瑠璃子は、即そく座ざにそれを否定する。

「ち、違ちがう……！　圭一君、私は本当にキミのことが……！　信じて……！　これは噓じゃないの……！」

「騙されてはいけません干支川先輩！　私のことを信じて下さい！　私は先輩の味方です先輩を守りに来たのです！」

「こ、小町さん酷ひどいよ……！　あなたなら、今の私は本気だっていうことくらいわかっているはずでしょう……!?　も、もしかして、わかってるから邪じや魔まをしようとしてるの……!?」

「そそそ、そんなわけありません！　わ、私はただ単純に純じゆん粋すいに干支川先輩を守りたいだけです！　第一、酷いというのなら眞ま壁かべ先輩の方がよほど酷いです！　あなた干支川先輩にあれだけのことをしておいてよく告白なんてできますね恥はずかしくないのですか!?」

「は、恥ずかしいに決まってるでしょ……！　私にはそんな資格ないことだって……、ってやっぱり私が本気で告白してることがわかってるんじゃない……！」

「ちちち、違ちがいますよそんなわけないでしょう！　大体、私あなたの噓うそに巻き込まれたせいで崖がけから落ちて死んでしまうところだったのですよ!?　その私に向かって酷ひどいとかどの口が言っているのでしょうか!?」

「私だって今小こ町まちさんのせいで大変なことになってるから入院してるんだけど……!?　あなたこそどの口が言ってるの……!?」

「知りませんよそんなこと私何も覚えてないのですから！」

「あなただって今私に身に覚えのない疑いをかけてるじゃない……！」

　交こう互ごに主張を繰くり返す小町と瑠る璃り子こを見ていたら、なんだか首が疲つかれてきた。

　前から思ってたことだが、こいつらマジでめんどくせぇ……。

「干え支と川かわ先せん輩ぱい、私を信じて下さい！」

「圭けい一いち君、私を信じて……！」

　どっちも信じないという選せん択たく肢しは……ってお前ら、そんなに俺を睨にらむなよ……。

　そのとき、再び病室のドアが凄すさまじい勢いで開け放たれた。

「ぶみゅっ!?」

　いつぞやのように、ドアのすぐ側そばにいた小町はもろにその直ちよく撃げきを受け、またカエルの潰つぶれたような声を上げてドアと壁かべの間に挟はさまれてしまう。

「───くくくっ……！　やっと追いつきましたよ小町センセェ……！　って、あれぇ……？　小町センセェ～……？」

　……またアンタかよ、須藤王ストーキング太た郎ろう。

　見ての通り、奴やつはピンピンしている。あの夜、バイクで谷を跳とび越こえたときに負った傷は、俺と同じく擦すり傷きずと打だ撲ぼくのみだ。あのとき呼びかけても返事がなかったのは、単に木に激げき突とつして気を失っていたかららしい。

　そんな須す藤どうは、目め敏ざとく俺と瑠璃子の視線を辿たどり、自ら小町の居場所に当たりをつけた。

「くくくっ……！　小町センセェ、その場所がお好きですねぇ～……！」

　奴がドアを捲めくると、壁際ぎわでしゃがみ込み、涙なみだ目めでおでこを擦さする小町が現れる。

　俺はそのデジャヴのような光景を見て、思わず吹ふき出してしまった。ホント、こいつって良くも悪くもブレないよな。

「え、干支川先輩……？」

　笑う俺を見て、小町は何な故ぜか痛みも忘れた様子で目を丸くする。見れば、瑠璃子も似たような反応で俺を見ていた。

「な、なんだよ、お前ら」

「干え支と川かわ先せん輩ぱい、今、笑いましたよね……!?」

「圭けい一いち君、今、笑ったよね……!?」

　二人の声が完全にシンクロしていた。お前ら、仲いいのか悪いのかはっきりしろ。

「笑ったからなんだってんだよ。別にそんなもん」

「私、先輩が笑ったところを初めて見ました！」

「私も初めて見た……！　すごい……！」

　な、何なんだよこいつら……。俺ってそんなに笑わないか……？

　そうして俺が自分の過去を振ふり返っていたら、逆に常に不気味に微ほほ笑えんでいる須す藤どうが両手をワキワキさせながら小こ町まちに迫せまった。

「くっくっくっ……！　小町センセェ～……！　少年と仲が良いのはよろしいのですがぁ～、元気になったのですから遅おくれた分の原げん稿こうを取り戻もどしてもらわないとぉ～……！」

　小町は追われる身だったことを思い出したらしく、須藤から逃のがれようと後ずさりしてゆく。

　そしてそのまま窓際ぎわまで追い詰つめられると、例によって俺に最後の言葉を投げかけてきた。

「───干支川先輩、私は急用を思い出しましたのでこれにて失礼します。ですが覚えておいて下さい。眞ま壁かべ先輩とだけは絶対に付き合っちゃダメです。とにかくダメったらダメったらダメなのです！」

　直後、彼女は窓からひらりと身を躍おどらせた。ちなみにここは二階である。

「こ、小町センセェェェェッ───！」

　続いて須藤も窓から飛び出す。重要なので繰くり返すが、ここは二階である。

『原稿ならちゃんと間に合わせますからもう放ほうっておいて下さい───！』

『くくくっ、無理ですぅ───！　私逃にげる先生を愛していますからぁ───！』

『おまわりさん助けて下さいッ！　あの人、編へん集しつ者しやですッ───！』

　相変わらずな二人の声が、騒そう々ぞうしくも遠ざかってゆく。

　そうして、病室は再び静けさを取り戻した。

「……………」

「……………」

「……………」

「……………」

　き、気まずい……。

　なんだか小町の顔を見ていたら、瑠る璃り子こに願いを言う気も失うせてしまったし、そろそろ俺も帰るとするかな……。

　そう思ったとき、瑠璃子は俺の心の内を読んだように切り出してきた。

「……圭一君。私ね、野の良ら猫ねこのことも、フースケのことも、本当に好きなの……」

「……そうか」
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　実を言うと、それには気付いていた。

　瑠る璃り子こは俺と別れた後も何度かこっそりと文化棟とうの裏に来ていたみたいだし、眞ま壁かべ邸ていにいた猫ねこたちは皆みんなこいつによく懐なついていたからな。

「……だから私、またフースケに会いに行ってもいいかな……？」

「……そんなの、勝手にすればいいだろ。野の良ら猫は別に誰だれのものでもねぇし」

　それは、『最初へ戻もどろう』という暗あん黙もくの了りよう解かいだった。

　俺はフースケに会いに行く。

　瑠璃子もフースケに会いに行く。

　だからそこで鉢はち合あわせても、それは仕方ない。ただの偶ぐう然ぜんなのだから。

　俺たちはゴールの一歩手前まで行き、自ら振ふり出だしに戻ることを選せん択たくしたのだ。

　次は道を間ま違ちがわないで、ゴールまで辿たどり着けるのだろうか。

　そもそも何が正しい道で、何が間違った道なのだろうか。

　きっとそう遠くないうちに、俺は自らの意志でそれを決めなければならないのだろう。

　だがそのときが来るまで、もう少しだけ、今のままで───。





了












　あとがき




　はじめまして。第二十回電でん撃げき小説大賞より拾い上げて頂いた、黒くろ沼ぬま昇のぼると申します。

　突とつ然ぜんですが、皆みなさんは『よくわからない、不思議な体験』をしたことがありますか？

　私は、あります。しかも何度か。

　例えば、この間はＵＦＯを見ました。夜、星空を見上げていたら、いくつかの光点が同じ空域を行ったり来たりして、ふよふよと飛び回っていたのです。

　私はそれを見るなりスマホでの撮さつ影えいを試みましたが、光点の動きが速く、蛇だ行こうする光の線としてしか写せませんでした。ちなみに、一いつ緒しよにいた連れもその光点を見て大おお騒さわぎしていたので、別に私が不思議ちゃんなわけではありませんよ。念のため。

　そんな私の不思議体験の中でも特に印象に残っているのは、幼よう稚ち園えんに入る頃ころまでよく見ていた『月つき見み山やま（※地元での呼こ称しよう）の赤い光』です。

　その山の中に赤い光が見えるときは、決まって祭まつり囃ばや子しが（私には）聞こえていたので、私はそれをお祭りで設置された提灯ちようちんの明かりか何かなのだと思っていました。

　ところがある日、私が『あの山のお祭りに行ってみたい』と両親に言ってみたところ、『今はお祭りなんかやってないよ？』という返事が返ってきたのです。

　子供ながらにそんなわけあるかと思った私は、幼なじみの両親や祖父母にも山の祭りのことを尋たずねてみたのですが、なんと返ってきた答えは同じでした。その時期にはお祭りなんてやってなかったし、そもそもそんな山中に神社なんて存在しなかったのです。

　その頃ころの私はまだ幼かったため、一人で山の中に赤い光の正体を確かめに行くことが出来ませんでした。そのため大人になったら絶対に確かめに行こうと思っていたのですが、残念ながらその山は数年後に切り開かれて新興住宅街となり、赤い光を放たなくなってしまいました。

　もうおわかり頂けたと思いますが、その体験は本作に登場する『雛ひな森もり山やまで朱く光る鳥とり居い』のモデルとなっています。あの不思議感がほんのちょっとでも皆さんに伝わっていたら幸いです。

　最後に、謝辞を。

　まだ未み熟じゆくだった応おう募ぼ作を、ここまで昇しよう華かさせるのにお付き合い下さった担当の黒くろ崎さき様、素す敵てきなイラストで本作に彩いろどりを添そえて下さったふさたか式しき部ぶ様、それに何度も下読みをしてくれたＳ・Ｋさん、Ｋ・Ｍ君、心より感謝いたします。無事出版に至れたのは皆様のおかげです。

　そしてなによりも読者の皆様、本書を手に取って下さり、本当にありがとうございました。

　ご縁えんがあれば、またどこかでお会いしましょう。
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黒くろ沼ぬま 昇のぼる

小学五年生のとき、あとがきだけ読んで書いた読書感想文がまさかの校内コンクール入賞を果たす。その後、担任教師が「市の主催するコンクールにも出そう！」と言い出し、さすがに怖くなって本を読んでいないと白状したらしこたま怒られた。他、余罪多数有。
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イラスト／ふさたか式しき部ぶ

ゲームブランド『C:drive.』でキャラクターデザインや原画等を描いておりますイラストレーターです。今回は初めての小説装画♪　キャラデザ＆挿絵、楽しく描かせていただきました！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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